


[image: ]







[image: ]





	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	


	
		[image: ]

	




[image: ]







本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社アスキー・メディアワークスおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。



















　CONTENTS





序幕

第一幕

第二幕

第三幕

第四幕

第五幕

終幕

あとがき









[image: マグダラで眠れⅡ]







[image: ]







[image: ]







　球形の硝子ガラスに水を張り、薄うすい銅の板で作った船をちょんと浮かべる。船には帆ほの代わりに蝋ろう燭そくを立て、夕食を作った際の残り火で火をともす。すると、小さな火がたちまち硝子の丸さと水のおかげで部屋全体を怪あやしく浮かび上がらせる。

　しかも、この灯あかりの炎ほのおが揺ゆれると、壁かべに映うつり込んだ水模様と共に部屋全体が揺れる。

　どこの町の職業組合でも、夜にこの蝋燭の火で作業をするのは禁じられていた。それは、火事を起こされてはかなわない、という現実的な面がある一方、水をくぐらせた灯りには不思議な力があると思われているからだった。

　それを迷信だと一笑に付す向きは、静かに揺れる灯りの中、一心不乱に革かわ靴ぐつを作る職人の様子を想像してみればいい。作業台の上に置かれた工具の影かげ、乱雑に置かれた木箱の隅すみ、誰だれもいないはずの資材置き場。精せい霊れいや妖よう精せい、さもなくば人じん心しんを惑まどわす不可解ななにかが潜ひそむには十分すぎるほどの闇やみがある。

　この世の中は、あまりにも移ろいやすい。

　人が人でなくなることなど、とても簡単なことなのだ。

「……」

　錬れん金きん術じゆつ師のクースラは、そんな灯りの中で、古代の技術書を読んでいた。

　古ぼけた装丁と、かび臭くさい匂におい。記されている文字は、ひどく荒あれている。おそらくはほとんど奴ど隷れいと変わらない待たい遇ぐうでありながら、ただひたすらに古代の英知を後世に残すという使命感に駆かられた写しや字じ生せいが記したものだ。

　本の末尾には、血のような黒い染しみと共に、この苦しみから解放される我が魂たましいに平へい穏おんがあらんことを、と記されている。

　どこかの石造りの塔とうで、夏の暑さや冬の寒さに苦しみながら、軋きしむ指にペンをくくり付けて一文字ずつ刻むように記すさまが想像できる。書き損じれば取り返しのつかない写字作業は、ある種の苦行に分類されている。そのために、自らを罰ばつし、神の膝ひざ元もとに少しでも近づきたいと願う狂きよう信しん的な者たちが多く筆を執とり、文字どおり体が歪ゆがむほどの苦く役えきの果てに、過去の知識を文字として残す。

　知識と探求の世界に生きるクースラは、彼らに惜おしみない賞賛と、哀かなしいくらいに可お笑かしい共感を抱いだいてしまう。なぜ求めることがこれほどに苦しいのだろうな、と文字の向こうの誰だれかに語りかけたくなる。

　たぶん、蝋ろう燭そくの怪あやしげな灯あかりがそんなことを思わせるのだろう。

　クースラは小さく口元に笑えみを浮かべ、テーブルの上の葡ぶ萄どう酒しゆに手を伸のばそうとして、ふと気がついた。夕食の残りがまだそのままテーブルに残っているが、とっくに冷めきって脂あぶらが白く固まっているような時刻のことだ。相棒、というにはやや抵てい抗こうのある、もう一人の錬れん金きん術じゆつ師ウェランドは夜の町に消えて久しい頃ころ。

　クースラの隣となりでは、酒を舐なめるようにして飲んでいたもう一人が眠ねむりこけていた。

　橙だいだい色の、人を惑まどわす灯りの中にあってさえ、その白さが際きわ立だつ不思議な少女だった。

　身なりは修道女そのままで、実際にいくつかの修道院に入っていたらしい。しかし、錬金術師の工こう房ぼうで、草木も眠るような時刻に酒に酔よった挙あげ句く居眠りをしている者が、まともな修道女なわけがない。

　服は白。肌はだは白。髪かみも白。閉じた瞳ひとみは開けば怪しげな緑にして、氷の彫ちよう像ぞうのように精せい巧こうな顔立ちとなれば、錬金術師が作り出した魔ま導どう人形といわれたっておかしくない。

　それに、眠りこける少女にはあまりにも人目を引く特とく徴ちようがあった。

　クースラに寄りかかり、肩かたに頭を預けるようにして、苦しそうに寝ねているせいか、時折ひくひくと動いているそれ。

　髑どく髏ろが飾かざられ、水すい晶しようが煌きらめき、古びた本の装丁が時間すらをも閉じ込めてしまう錬金術師の工房でなお異い彩さいを放つもの。聖典に記された七つの大罪の一つであり、悪魔の姿の象徴の一つ。少女の耳は獣けもののそれであり、半人半はん獣じゆうの異い形ぎようの者だった。

　けれど、それがなにか世に災わざわいをもたらす存在だとか、巷こう間かん噂うわさされるようなものであるとはとても思えない。なにせ今、その少女は眠りながら静かに泣いているのであり、泣くのは心を持つ人だけだからだ。

　クースラは葡萄酒を取ろうとした手で、その少女の頭を抱かかえるように撫なでてやった。

　涙なみだを拭ぬぐってやらないのは、いくら錬金術師といえど、少女の悲ひ惨さんな過去を消すことはできないから。

　だから、錬れん金きん術じゆつ師として、できる限りのことをする。

　クースラは古代の書物に目を落とす。

　蝋ろう燭そくが、水の上で静かにたゆたっていた。
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「まだ怒おこってるのか？」

　クースラの言葉は、寒い中で吐はいた息のようにしばらくたゆたった後に、消えた。

　遅おくれて聞こえてきたのは、カン、キン、という鉱石を穿うがつ音だ。

「軽い冗じよう談だんだろう？」

　ガン！

　一ひと際きわ大きな音がして、一ひと抱かかえもある鉱石が二つに割れた。

「軽い……冗談？」

　鉱石を前に槌つちと鑿のみを構えていたそいつは、視線をゆっくりと上げた。

　ぱっと見には、小さくて白い毛玉にも見える少女だ。

　真っ白い髪かみの毛と、その中だと一際怪あやしく光る緑色の双そう眸ぼうゆえ、精せい巧こうな人形にも見える。

　クースラは作業台に頬ほお杖づえを突ついたまま、面めん倒どうそうに言った。

「……まあ、受け止め方は、人それぞれかもしれないが」

「あなたは最低です！」

　クースラなりの譲じよう歩ほだったのだが、そいつは振ふり向くと小さな犬けん歯しが見えるほどに怒ど鳴なり散らした。

「あんなっ……あんなっ悪質なことをっ……よくもっ、よくもっ……！」

「……」

　体重でいえば自分の半分くらいなのではないか、という真っ白い少女を前に、クースラはそっと視線を逸そらす。

　もっとも、反省しているのではない。

「大おお袈げ裟さな」

　ぼそっと呟つぶやいた直後、クースラを睨にらみつけていたそいつは、唇くちびるを引き結んでわなわな震ふるわせていた。それだけならいつものことだが、ついにエメラルドみたいな緑色の双そう眸ぼうがじわりと歪ゆがんでしまう。

「あ？　おい、なにも泣くことじゃ──」

　クースラが言うが早いか、そいつはもう顔も上げず、親の敵かたきのように鉱石を砕くだく作業に没ぼつ頭とうした。その様子から、砕いている岩よりも頑かたくなになっているのがよくわかった。

　クースラは、やれやれ、と頭を掻かく。

　一ひと月つきほど前のとある騒さわぎをきっかけに、名目上は助手として雇やとった少女だった。はるか南東の、砂さ漠ばくの地方からはるばる連れて来られたらしい。世界中を吹ふき荒あれている、二十年以上続く異教徒との戦いくさの主戦場ともいえるような場所だ。そこで少女はクラジウス騎き士し団の聖歌隊に拾われたという。騎士団はその戦の中でも主要な位置を占しめる富と権力を持つ集団で、聖歌隊という牧歌的な名めい称しようの一部門も、決して清せい廉れん潔白なる信徒の集まりではない。

　ただ、その少女、ウル・フェネシスにとってはそんなことはどうでもよかったに違ちがいない。彼かの地ちで猛もう威いを振ふるう戦と、戦よりも前から続く迫はく害がいのせいで、すでに一族で生き残りは自分ひとりだけだったという。どこの国、地域、町、集団にも存在する、「呪のろわれた血筋」と呼ばれる忌いみ嫌きらわれる氏族の話だ。助けてくれるなら悪あく魔まにだってすがりついたことだろうし、もちろん、騎士団はフェネシスに同情して身み柄がらを保護したわけではない。少女はその呪われた血筋を、まさしく呪いの道具として使われるために拾われていた。

　呪われた者と関かかわった者もまた呪われた存在であるという、そんな論法に従って。

　町から町に渡わたり歩くような者からすれば馬ば鹿かげた話だが、一生を同じ町や村で過ごす者たちにとっては、それこそが集団の秩ちつ序じよを維い持じする最良の方法なのだろう。名めい誉よを失うような行こう為いをした者は、もはや二度と元の地位には戻もどれない、という見せしめなのだ。

　つまり、名誉は時として命よりも重くなる。

　そして、フェネシスはそういった世間の秩序から極きよく端たんに外れた存在だった。

　では、どうしてそんなフェネシスがこの工こう房ぼうにいるのか、逆にいえば、クースラたちが一いつ緒しよにいられるのかといえば、もちろん理由がある。意固地になってしまった様子をやれやれと眺ながめるクースラは、これもまた錬れん金きん術じゆつ師という世間とは相あい容いれない職に就つく者だったからだ。

　クースラは疲つかれたようなため息を鼻からついて、書物を開く。もちろん、貴重な、という修しゆう飾しよく語がつく類たぐいのものであるが、希少さでいえばフェネシスのほうが圧あつ倒とう的だろう。

　真っ白い髪かみの毛に緑色の双眸という組み合わせは、それだけで物好きな金持ちが大金を出しかねない珍めずらしさがある。その上、顔だちは整っているし、生き真ま面じ目めで几き帳ちよう面めんで、言われたことには忠実に従う性格だ。もしも奴ど隷れいとして彼かの地ちから連れて来られていたのだとしたら、途と方ほうもない値段がついたに違ちがいない。

　しかし、フェネシスは幸か不幸か、そういう道に進むことはなく、騎き士し団などという物ぶつ騒そうな集団に、呪のろいの道具として引き取られていた。

　頑かたくなな様子で鉱石を細かく砕くだくフェネシスの、頭で揺ゆれる大きなそれ。

　フェネシスは外に出る時は必ずヴェールをかぶるが、まるで自分に罰ばつを与あたえるかのようにぎゅうと縛しばりつけている。誰だれかに見られるのではないか、と恐おそれているだけでなく、自分のその部分を忌まわしいと思っているのかもしれない。

　自己を律する姿勢ならばクースラも背筋を伸のばして見習う用意があるが、自らを責めるだけの姿は見ていて楽しいものではない。

　だから、工こう房ぼうの中ではヴェールをかぶらせなかった。最初は嫌いやがったが、有う無むを言わせなかった。二、三日はまだどこか不安そうだったが、今はすっかり慣れたようだ。髪かみをまとめるために三さん角かく巾きんを頭に巻いているだけで、ふわふわと産うぶ毛げが揺れている。

　髪の毛とはまた違う艶つやを持つ白毛に覆おおわれた、その猫ねこのような獣けものの耳が。

「クースラ」

　ふと、クースラは自分の名を呼ばれ、視線を上階に続く階段のほうに向ける。錬れん金きん術じゆつ師が複数人で作業にあたる、ということは珍めずらしいが、先だっての事件のせいでこの工房を共有している、昔なじみのウェランドだった。

「ちょっと、港に行ってくるよお」

「ああ。ん……あ？　港？」

「うふふふ」

　だらしなく伸びた髪に、無ぶ精しよう髭ひげのウェランドは、錬金術師というより山さん賊ぞくに近い見た目をしている。にんまり笑うと、奪うばった宝物をどう使おうかと思案しているようにも見えるが、錬金術師が港に行く理由など限られている。

「なにか情報があるのか」

「ふっふっふ」

　ウェランドは堪こらえきれないように笑えみを浮かべ、すっと姿を消してしまった。

　クースラは人ひと影かげのなくなった階段を見ながら、億おつ劫くうそうに腰こしを上げる。

　まだ削けずりたての木の匂においがする手すりに手をかけ、上の階に上がって行った。この工房は一ひと月つき前の事件で火を放たれ、修復が完かん璧ぺきに終わったのはついこの間のことだった。

　ただ、元々危険な薬物や高温を取り扱あつかう場所なので、火事が想定されて建てられていたおかげか、見た目ほど被ひ害がいは深刻でもなく復旧も早かった。

　クースラ、ウェランド、フェネシスの三人が、事件の後再びこの工房に揃そろったのはほんの一週間ほど前のこと。だが、あまりの居い心地ごこちの良さゆえか、もう長いことここにいるかのような気がしていた。

　そんな工こう房ぼうの階段を上って上階に出れば、ウェランドがいそいそと出かける準備をしている。

　詳くわしく聞こうとしたところで、自分から話さないことを錬れん金きん術じゆつ師から聞き出すのは至難の業わざだ。

「ところでさあ」

　しかし、外がい套とうをまとったところで、意外なことにウェランドのほうから声をかけてきた。

「ウルちゃん、なんであんな怒おこってるんだよお」

「……さてね」

「好きな子に意地悪したくなる気持ちは、わからないでもないけどねえ」

「……」

　放置しておいた食べ物の匂においを嗅かいだら腐くさっていた。

　そんな顔をして、クースラはウェランドを見る。

「石せき筍じゆんの古典名でちょっとした嘘うそを教えたら、あのとおりってだけのことだ」

「……石筍？　ああ、鍾しよう乳にゆう洞どうの。で？　なんて教えたんだよお」

「古語で〝男のアレ〟」

　クースラが言うと、ウェランドはつづりを思い出そうとするかのようにひょいと視線を天てん井じように向け、しばらくしてから、クースラに視線を戻もどす。

「……ウルちゃん、勉強している時に、よく暗あん誦しようするよねえ」

「ああ。修道女の格好したあいつが、男のアレ、と連呼している様はなかなかの見み物ものだったな」

「……」

　ウェランドは呆あきれ返るような顔をしつつ、軽く顎あごを撫なでると、一言言う。

「確かに、ちょっと見たい気持ちはあるねえ」

「だろう？」

　クースラが言うと、ウェランドは半笑いで鼻を鳴らし、戸口に向かって歩き出す。

　そして、扉とびらに手をかけながら、言った。

「まあ、趣しゆ味みにとやかく言わないけど、押しつけすぎると嫌きらわれるよお。好きすぎて嫌われたら元も子もないからねえ」

「うるせえよ」

　クースラが言うと、ウェランドはニヤニヤ笑って、外に出て行った。

「……ったく、余計なお世話だ」

　フェネシスとはそういう関係ではない、とおぼこいことを言うつもりはクースラにもない。

　ただ、フェネシスを前に抱いだくのは劣れつ情じようというより保護欲だし、愛情というよりは貴重な知識や道具に抱く独どく占せん欲に近いというのが正直なところだ。

　それに、フェネシスのことを考えると、思い出すのは昔いた工こう房ぼうの軒のき下したに巣すを構えた鳥の雛ひなを育てた時のことだった。親鳥が猫ねこに襲おそわれてしまったので、気まぐれに育てていたものだ。感覚的には、その時の気持ちに近かった。突とつ然ぜんの理り不ふ尽じんな出来事ですべてを奪うばわれ、そのままではたちまち死んでしまいかねず、挙あげ句くにこの先生きていくための飛び方すらもわからない。フェネシスを取り巻く状じよう況きようからしても、フェネシスはあの時の雛ひな鳥どりにそっくりだった。

　とはいえ、いくらフェネシスが鳥並みに間ま抜ぬけでも、さすがに鳥よりかは幾いく分ぶん複雑なところがある。あの時の鳥とは決定的に違ちがい、クースラはフェネシスに直接的な借りがあったし、ほかならぬ自分が手を差し伸のべて、フェネシスが道を踏ふみ外さないようにする動機があった。

　それに、なんだかんだいってフェネシスは見た目の悪くない少女なのだ。育てた雛鳥を食べる気はさすがのクースラにも起こらなかったが、フェネシスの場合はそうとも言いかねる。

　だから、クースラには、フェネシスに対する態度を決めかねているところがあった。

　その混乱は、ひとまずはフェネシスには自分の力で歩けるようになって欲しいものの、自分の手の中から出て行くほど歩けるようになられても困る、と思ってしまうところにも表れている。

　端たん的にいえば、懐なついてもらいたいのだろうか？

　その言葉がかなり真実に近いような気がするが、まだ若じやつ干かんのずれがあるような気がした。

「……《利子クースラ》の二つ名が泣くな」

　そんなことを真しん剣けんに考えている自分に呆あきれ、クースラはため息をつきながら扉とびらの鍵かぎを閉めた。

　そして、換かん気きと明かり取りのために開けていた鎧よろい戸どを閉める。冬とはいえ昼前は日の光も強く、鎧戸を閉じていても隙すき間まから差し込む明かりで意外と明るい。

　ウェランドが外出を伝えに来て、クースラがわざわざ戸と締じまりをしたのは、忌いみ嫌きらわれる錬れん金きん術じゆつ師の工房でも思いのほか盗ぬすみに入る人間が多いからだ。

　錬金術師という連中がそもそも雇やとわれる理由が、大金の絡からむ金属の製錬や毒物の精製などに通じる者だからである。その知識を手に入れれば、たとえば戦いくさで圧あつ倒とう的な地位を築くこともできるだろうし、あるいは莫ばく大だいな戦費を大おお幅はばに節約できるかもしれない。さもなくば、誰だれも見向きもしなかった廃はい鉱こう山ざんでも、新しい製錬の知識があれば十分に採算の取れる鉱山として復活させられるかもしれない。

　そのどの可能性をとっても、人一人の命など綿毛よりも軽くなってしまうほど、巨きよ額がくの金が絡む話になる。すると、力づくでその知識や知識を作り出す頭脳を奪い取ろうとする連中や、それらを敵に奪われるくらいならば先に消してやる、と考える雇い主が現れることになる。実際、この工房の前任者である凄すご腕うでの錬金術師は、ほかならぬ雇い主に暗殺された。しかも、その時にはさらに理り不ふ尽じんなことに、そのあまりの腕の良さゆえに雇い主の不正を暴あばいたのではないか、と嫌けん疑ぎをかけられたことが原因だった。

　錬金術師はそういう環かん境きようにありながら、金属や鉱石について研究する人間たちのことだ。

　それぞれ目的は大きく異なるだろうが、彼らの多くに共通することは決まっている。

　このくそったれな世の中で生きていく理由があるとすれば、夢を追いかけるからだと思う人種であること。慎つつましく、我が慢まんして暮らしていたところで神は微ほほ笑えんでくれはしないのだと、心の底から知っている者であること。なればこそ、危険を冒おかしてでも自らの好きなことに人生を費ついやすべきだ、と考える者であること。

　だから錬れん金きん術じゆつ師というのは、命も名めい誉よも人としての尊厳もなにもかもを捨ててでも目指す夢を持っている者たちのこと、ともいえた。

　そして、錬金術師たちは特にその夢のことを、マグダラの地と呼んでいた。

　クースラもまた例外ではなく、神の金属と呼ばれるオリハルコンの製錬方法などというものを本気で追いかけているし、のみならず、もっと馬ば鹿かげたことさえ追いかけていた。

　クースラは、無言で階段を下りて行く。

　崖がけの上の通り沿いに建てられたこの工こう房ぼうは、通りに面した居間や炊すい事じ場ばのあるところから、階段で崖に沿って下の階に下りて行くことができる。いわゆる地階にあたるのだろうが、崖沿いなので、日当たりは最高に良く、見晴らしも良い。

　そんな地下一階に当たる作業場で筵むしろを敷しいて鉱石を砕くだくフェネシスを、クースラは階段上から見下ろした。

　背中を丸め、怒いかりをこめて鉱石を砕いている。初めて製錬作業をやらせた時も、最初は手間取っていたが砕く時に嫌いやな奴やつのことを思い浮かべろと言った途と端たんに効率が良くなった。

　可か愛わいい顔をして、根に持つ奴なのかもしれない。

　もっとも、フェネシスが雛ひな鳥どりとは違ちがい、見た目そのままの無む邪じや気きな子こ猫ねこのような存在でもない、というのは先日の事件でクースラも知っている。

　なにせ、呪のろわれた血筋ゆえ、誰だれからも手を差し伸のべられず、一族を皆みな殺ごろしにされてきたという経験を持つのだ。辛つらい記き憶おくはいくらでもあるだろうし、事実、そのあまりに深い孤こ独どくを埋うめるため、盲もう目もく的に自分を受け入れてくれるところを探していた。どんなところでも、どれほどひどい扱あつかいを受けようとも、とにかく受け入れてもらえさえすればその孤独が埋まるとでも信じているかのように。

　だから、フェネシスがここにやってきたのも、半ば状じよう況きように流されてのことだというのは否定できないことだった。なぜなら、たとえフェネシスが拒こばんだとしても、上役が了りよう承しようしさえすれば、きっとまたこれまでの旅路のように、無理やりこの工房に引き取られることになっただろうからだ。クースラとしては、フェネシスなりに望んでここに来たのだと信じたいところだったが。

　ちなみに、クースラがそういうフェネシスを引き取ったのは、一つには、恩があったため。フェネシスのおかげで、クースラは人を人と思わない性格から《利子クースラ》と名づけられたような自分が、人を愛せるのだと気がつくことができたからだ。

　ただ、クースラは決して聖人ではない。フェネシスを引き取ったのには、もちろん自分勝手な理由があった。フェネシスは、クースラの夢のために必要な「材料」だったのだ。

　クースラが血を吐はきながら追いかけるのは、このくそったれな世の中で大事ななにかを守り通せるだけの力と、その守り通すに値あたいする誰だれかだった。その力とはオリハルコンであり、そのオリハルコンの剣けんで守るに相応ふさわしい存在として、フェネシスはなかなかのものだと思ったのだ。

　馬ば鹿かな話、というのはもちろんわかっている。

　実際、クースラがフェネシスを引き取りたいと申し出た時、騎き士し団側がわは戸と惑まどった。貴重な呪のろいの道具を渡わたせない、という意味ではなく、なにをしでかすかわからない素そ行こうの悪い錬れん金きん術じゆつ師自らが、呪いのくびきを首に嵌はめたがるとは思ってもみなかったのだろう。

　なにせ、獣けものの耳をした呪われた娘むすめが側そばにいるのだから、クースラが邪じや魔まになった時はいくらでも暗殺の口実になるし、妙みような行動を封ふうじやすくなる。フェネシスを引き渡す時、聖歌隊の人間が言った言葉は、的外れではない。

　愚おろか者ものめ。

　クースラは、肩かたをすくめるしかない。狡こう猾かつな錬金術師は数多いが、世間様が言うような意味で賢けん明めいな奴やつは数少ない。

　そういう損得勘かん定じようができるようなら、そもそも錬金術師にはなりはしない。

　しかし、クースラがため息をついてしまうのは、厄やつ介かいなことに問題がそれだけではなかったからだ。それは、フェネシスが雛ひな鳥どりとは違ちがい、過去の経験から自由ではいられない、ということだった。

　夜が更ふけて、目を閉じた時にだけ泣くなどというのは、その緑色の目がきちんと前を見ていない明らかな証しよう拠こだ。そして、最初はフェネシスの性格的な問題だと思っていたことも、根っこはここにあると確信していた。

　フェネシス自身はそのことにまったく自覚がないし、親切に教えてくれるような大人もいなかったのだろう。それどころか、フェネシスを彼かの地ちから引き取ったのはそういうところにつけ込むことばかりを考えていた聖歌隊だ。

　だから、卑ひ猥わいな嘘うそを教えて怒おこらせたのは、別にからかいや意地悪のためではない。

　その点に気づかせるためのものだった。

　クースラは階段から下り、分厚い書物が広げられたままの作業台につき、フェネシスの作業の監かん督とくに戻もどる。フェネシスは黙もく々もくと鉱石を砕くだき、やがてその手を止めた。

「砕き終わりました」

　ひどく抑よく揚ようを抑おさえたその言い方は、なんならお前の頭も砕いてやろうかと言いたげだったが、それはそれで悪くない。元気であれば、それだけでたくさんの傷と病を癒いやすことができる。

　それに、以前に行った亜あ鉛えんの製錬の時には、感動で放心していたようなフェネシスだから、この手の作業の際にはとても真しん剣けんになる。今行っている作業がクースラたちの雇やとい主ぬしである騎士団から持ち込まれた時も、興味津しん々しんの様子を隠かくしきれないでいた。

　錬れん金きん術じゆつ師は製錬についての研究を任されているのだが、時折それとは少しずれた仕事も舞まい込んでくる。今回は、近きん隣りんの領主が、自分の領地を通りがかった商人の一団から巻き上げた積み荷の原石を鑑かん定ていしてくれ、ということだった。

　錬金術師からすれば職人にでもやらせろというつまらない仕事だが、騎き士し団側がわとしては専門家中の専門家である錬金術師に鑑定させたと言って、領主に貸しを作っておきたいのだろう。

　持ち込まれたのは方ほう鉛えん石せきという名のいわゆる鉛なまりの鉱石で、鉛を金きんに変えるという錬金術師の逸いつ話わは、概おおむねこの鉱石に原因がある、というものだ。

　実は鉛の鉱山が採算の取れる鉱山になるかどうかは、産出する鉛に含ふくまれる金や銀の量に依い存ぞんしている。つまり、クースラたちはこの鉱石にどれだけ金や銀が含まれているか割り出してくれ、と頼たのまれていることになる。手法としては古いにしえの時代から変化していない、灰はい吹ふき法ほうという強力なものがあるので難しくはない。それこそ、フェネシスにもできることだ。

　そういうわけで、名目上この工こう房ぼうに助手として雇ったフェネシスの教育も兼かねて、作業に当たらせていた。

「じゃあ、砕くだいたものをざるに入れて、水で洗え」

　卑ひ猥わいな言葉を言わされて怒いかり心しん頭とうのフェネシスだが、クースラの指示を聞くとすぐに的確に動いていた。

　知識はある。

　作業台の上には、フェネシスが聖典よりも熱心に読んでいる書物が置いてある。

　修道士が記した『金属について』という素っ気のない題名がつけられたもの。

　フェネシスが初めてこの工房に送り込まれた時に持っていたのと同じもので、フェネシスがここに来ると決まってから、クースラが書しよ籍せき商に注文を出しておいたのだ。

　なので、砕いた鉱石をざるに入れて洗うというのも、豆を洗うのとは根本的に違ちがうということを一応は理解しているらしい。

　鉱石は性質によって重さが違い、水に沈しずむ速度が違うため、水に晒さらすと重い鉛はほかの石などの邪じや魔まなものより底に沈む。こうやって、鉛とほかの物とを選別する。

　フェネシスは袖をまくって細い二の腕を晒し、屋外に設置されている水路の水でざぶざぶと鉱石を洗っていた。夏場になら楽しい作業だろうが、真冬にやるようなことではない。腕はたちまちのうちに真っ赤になっていた。しかも、水の冷たさのせいなのだろうが、二度目の洗鉱の時にはすでにざるを揺ゆする動きがぎこちなくなっていた。

　クースラはじっと見ているだけにしようかと思ったが、唇くちびるを紫むらさきにしたフェネシスが、まともに動いていない指で鈍どん痛つうを堪こらえながらざるに鉱石を移し替かえ、ほとんど意地だけで三度目の洗鉱に取りかかったところで、椅い子すから腰こしを上げた。

　行けと言われたら、どんなに怖こわくたって、錬金術師の夜の工房に一人やってきてしまうようなフェネシスだ。一人でやらせていたら、凍とう傷しようになるまで続けるかもしれない。

「水に沈しずめているだけじゃ、選より分けできないぞ」

　クースラが真後ろに立って言うと、まったく気がついていなかったらしいフェネシスは、びっくりしてざるを水路の中で取り落としそうになる。クースラはフェネシスの体を両腕うでの中に入れるように、後ろからひょいとそのざるに手を伸のばす。
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「それと、そんなに激しくしなくてもいい。これくらいの間かん隔かくで、こまめに揺ゆするんだよ」

　フェネシスは先ほどの怒いかりがまだ残っているのか、明らかに体を固くしていた。

　ただ、クースラは一向に気にせず少しの間ざるを揺すり、すぐに水から上げてしまう。フェネシスはもう上げるのかと驚おどろいている感じだったが、綺き麗れいにざるの中で鉱石とほかのものが層を成している様にさらに驚き、同時にとても悔くやしそうだった。

「それとな」

　と、クースラは水に濡ぬれ、選り分けられた鉱石の入った鉄てつ鍋なべを、よたよたしながら運ぼうとするフェネシスに向かって言った。

「指先の感覚ひとつで、製錬の結果が変わることがある。無理をしたって、良い結果につながるとは限らない。それを忘れるな」

　フェネシスについて行き、一いつ緒しよに屋内に入ったクースラは、ごす、と鉄鍋を置いたフェネシスの手を不意打ちのように取った。氷のように冷たくなっていて、痛々しいくらいだ。

　フェネシスは先ほどの怒いかりもあってか手を引こうとしたが、クースラは離はなさない。

　また嫌いやがらせをするのかと、フェネシスは喉のどの奥から搾しぼり出すように言った。

「離してくだ──」

　とまで言いかけたところに、クースラは睨にらみつけながら言った。

「返事は」

　その語調に、フェネシスの体がびくりとすくむ。

　怯おびえを含ふくむ目は、ひどく嗜し虐ぎやく欲をそそる。

　ウェランドではないが、つい意地悪したくなる気持ちは確かにある。

　ただ、これは別に意地悪ではない。

「返事は」

「……わ、わかり……ました……」

「じゃあ、続きだ」

「……」

　クースラが手をぱっと離すと、フェネシスは戸と惑まどうように自分の腕を胸むな元もとに寄せて、それからおずおずとうなずいた。

「鉛なまりはさして融ゆう点てんが高くない。貧血になるほどふいごを吹ふく必要はないが、炭はたっぷり足しておけ」

　炉ろの中に鉄てつ鍋なべを設置したフェネシスは、凍とう傷しよう寸前の寒気の中から、今度は灼しやく熱ねつの炎ほのおの前に晒さらされる。気温差のせいで洟はなが垂たれるらしく、しばらくはべそをかいているように鼻をすすり上げながら作業をしていた。

　それがなくなる頃ころには炉からいい具合の炎の色が漏もれ、鉄鍋の中身がシチューのようになっていた。

　鉛には面おも白しろい性質があり、不純物を含んだ鉛を一度どろどろに溶とかし、それからゆっくりと温度を下げていくと、純じゆん粋すいな鉛が固まりになって浮かんでくる。これをすくい出せば鍋の中に残った鉛には金や銀などの不純物が濃こく残ることになる。

　この作業を繰くり返していくと、理り屈くつとしては鍋の中に不純物だけが残るわけだが、さすがに世の中そうは甘くない。ある程度不純物が濃くなると、また塊かたまりの鉛に不純物が混じってしまうようになるのだ。

　フェネシスは鉄の柄ひ杓しやくで鉛をすくい出し、すくい終わったらふいごで炉の温度を上げ、溶けたらまた冷やし、出てきた鉛をすくい取る。

　重労働に加えて、炉の前は灼熱の地じ獄ごくになる。

　髪かみをまとめていた三さん角かく巾きんを手に取って、汗あせを拭ぬぐっても拭っても追いつかない。耳をぴんと振ふると、ノミが飛び出すかのように、汗の滴しずくが飛んでいた。

　やがて三角巾で拭うのが馬ば鹿からしくなったのか、流れるがままになった汗の滴が、床ゆかに染しみを作るようになった。

　一方の作業については、フェネシスは鉛なまりの性質を知識でしか知らない。それに対しクースラは経験上どのくらいで不純物が混ざり出すかわかっている。フェネシスの顎あごから落ちる汗あせも乾かわききるほどになった頃ころ、クースラはフェネシスの肩かたを叩たたいた。

「よし、この作業は終わりだ」

「っ……」

　フェネシスはどこか陶とう酔すいしたような顔でクースラを見上げると、無表情のままにうなずいて、鉄の柄ひ杓しやくを置いた。

「お前は灰を作っておけ。そっちに焼いたものがあるから、棒か何かで砕くだいてろ」

　クースラの指示に、フェネシスはおとなしくうなずいて、ふらふらと歩いて行く。

　先ほどまでの怒いかりが消えたというより、怒おこっていられない、というほうが正しいだろう。

　フェネシスはクースラの指示した木箱の前にへたり込むように座り、木の棒で中身を突つき出す。クースラはそんなフェネシスを見届けてから、一度上の階に上がって行った。

　そして、戻もどって来る頃にはフェネシスのほうもだいぶ落ち着いてきていたようで、クースラを見ると不ふ機き嫌げんそうに目を逸そらす。

　ただ、自分の側そばに大きな取っ手付きの瓶びんを置かれた時には不機嫌さよりもちょっとした驚おどろきを見せて、試料などを載のせる素す焼やきの小皿を置かれた時は、怪け訝げんそうな顔になっていた。

「舐なめて、飲んでおけ」

　クースラが短く言うと、フェネシスはクースラと、置かれたものを見比べて、眉まゆ根ねに皺しわを寄せていた。

「塩と水だ。そのまま作業続けてたら、ぶっ倒たおれるぞ」

「……」

　フェネシスはもう一度クースラと置かれたものを見比べてから、曖あい昧まいな感じでうなずいていた。

　木箱の中に棒を突っ込んでかき混ぜたり突ついたりしていたフェネシスは、一度手を止めて瓶を手に取り、匂においを嗅かいでいた。酒ではないかと疑ったのだろう。水だとわかると、急に喉のどの渇かわきを覚えでもしたのか、目を閉じて必死に飲み、すぐにむせて、それでも我が慢まんできないといった感じで飲んでいた。

　口の端はしからこぼれる水を拭うこともできないくらい、心地ここちよさそうに放心し、ぐえっぷと小さくげっぷをした時だけは、少し恥はずかしそうにしていた。

　そして、小皿に置かれた塩なのだが、こちらは舐めるまでにやや間があった。

　小皿を手に取って、本当に塩なのだろうな、とまず疑うところから入るが、クースラがさっさと舐めて作業に戻もどれと言うと、むっとしたような顔をした。

　しかし、小皿のそれをどうやって舐めようかという問題に気がついたらしい。手は作業で汚よごれていたし、視線を一いつ瞬しゆん屋外の水路に向けたが、さっさと作業に戻もどれと言われている手前、手を洗いに行くのが癪しやくだったのかもしれない。結局、小皿を持ったまま舌で舐なめ取とろうとしたようだが、クースラに見られていることに気づいたようで、慌あわてて体の向きを変えて、隠かくれるように舐めていた。

　クースラは、獣けもののように塩を舐め取らせたらなかなかいい見世物になったろうにと思うものの、そう思っていることを知られたら、また烈れつ火かのごとくに怒おこり出すに違ちがいない、とも思った。

　かなり汗あせをかいていたので多めに塩を用意したが、フェネシスはあっという間に舐め取ってしまったらしく、小皿を置くとまた水を飲んでいた。

　それから作業に戻り、一度は舞まい上がった灰に大きなくしゃみをしていた。

　フェネシスが用意しているのは、灰はい吹ふき法ほうの灰の字を担になうもので、錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうが怪あやしくなる原因の一つでもあった。

　錬金術師の工房に数多あまたある工具や材料の中で、最も目を引くものといえば骨だろう。

　熊くま、鹿しかといった大型の動物のものは、量が採れるので重宝される。ほかにも狼おおかみ、狐きつねといったやや小型の肉食獣じゆうや、鷲わし、鳩はと、鶉うずらと大きい鳥から小さい鳥の骨まである。場合によっては人の骨を使うこともあるし、馬ば鹿かな錬金術師は教会の聖せい櫃ひつから聖人の骨を盗ぬすみ出して用いることもある。これらは別に邪じや教きようの思想に染まって頭がおかしくなったとか、錬金術師全員が揃そろって神への冒ぼう涜とくを行っている、ということでもない。答えは至し極ごく単純で、製錬にとてもよく使うものだからだ。鉄の製錬では、鉄にしなやかさを出したい時に骨を加え、じっくりと燃焼させる。

　ただ、錬金術師が実験程度の規模で行う作業では、そこまで大量に必要ではない。

　では、どうして錬金術師の工房といえば骨だ、というくらいにあちこちに骨が大量に飾かざってあるかといえば、この灰吹き法でまとまった量を使うからだった。

「粉に、しました」

　言葉が一瞬途と切ぎれたのは、鼻がむずむずしたからだろう。

　クースラは灰を確かく認にんし、うなずいてフェネシスに次の作業を促うながした。

　すると、フェネシスは別の鉄てつ鍋なべに木箱の中の灰をすべてあけ、たっぷりと敷しき詰つめた。それから、手で灰に窪くぼみを作って、その鍋をどろどろに溶とけた鉛なまりの入る鍋の側そばに設置する。灰の入っている鍋を熱している間に、フェネシスは工房の中から最適な道具をすぐに探し当て、次の作業のために準備をする。

　クースラは、てきぱきと動くフェネシスに、少しだけ感心した。

　どう見ても、ただ本を読んで知識を手に入れていただけではなく、この実験を始める前から、工房の中を見回って実験手順を確認していたとしか思えない。

　ただ、感心しながらも、杓しやく子し定じよう規ぎの感は否いなめない。

　もちろん、それが即すなわち錬金術師として問題があるかというと、実はそうでもない。好こう奇き心しんさえあれば、水車の歯車のように正確な毎日を送る几き帳ちよう面めんな性格でも、新しい発見を続ける凄すご腕うでの錬れん金きん術じゆつ師はいくらでもいる。

　フェネシスの場合は、好こう奇き心しんのほうは申し分がない。手順をこなして次の作業に移ろうと待ち構えている様は、獲え物ものを狙ねらう猫ねこのようだ。

　ただ、フェネシスには明確に欠けているものがある。

　クースラはそんなことを思いながら、新しく入れた鍋なべの周りの空気の揺ゆらぎと、灰から立ち上る小さな煙けむりから、温度を推すい測そくして口を開く。

「鉛なまりを入れろ」

　フェネシスは炉ろの中を凝ぎよう視ししたまま、こっくりとうなずいた。

　フェネシスは先ほどのものとはまた違う鉄の柄ひ杓しやくを手に取って、どろどろに溶とけている鉛をすくい、新しい鍋に注ぎ込む。すると、注ぎ込まれた鉛は不思議なことに灰に染しみ込まずに窪くぼみの中でたゆたっている。

　ここからが、灰はい吹ふき法ほうの灰吹き法たる所以ゆえんを明らかにするところだ。

　フェネシスは灰の中に慎しん重ちように鉛を注ぎ込み終えると、準備していた道具を手に取った。

　それは、動物の薄うすい革かわで作った扇おうぎであり、炉の中に空気を送り込む道具としては、ふいごとは比べ物にならないほど貧ひん弱じやくな道具だった。本で知識を事前に得ているはずのフェネシスも、扇を手にしたまま少し不安そうだった。

　だが、フェネシスは恐おそる恐る扇で煽あおぎ始めていた。

　前述の方法で不純物の純度を高められた鉛は、灰吹き法の最終段階によって、金や銀といった金属と分ぶん離りされる。

　この過程はクースラでさえ魔ま法ほうだと思う技術によって実現され、文ぶん献けんにあたって知る限り、何百年と根本的な改善がなされていないほど完かん璧ぺきなものだった。

　ただ、フェネシスの扇で煽ぐその姿がどこかぎこちないのは、扇の送る風が頼たよりないということもあるだろうが、事前に本で読んで知ったようなことが実際に起きるのかどうか、半信半疑だったからだろう。

　灰の上に溜たまる溶けた鉛に対し、風を送ってその表面を冷やすと、薄うすくて白い膜まくができる。

　それは、温めた牛なり山や羊ぎの乳を冷ました時にできる膜と同じようなものだ。

　その白いものは密みつ陀だ僧そうと呼ばれる鉛の一種で、顔料などに使われる。

　ただ、この製法でできるものが奇き妙みようなのは、その白い膜だけは、なぜか灰に染み込むからだ。

　フェネシスの体が、脇わき腹ばらを不意に突つついたかのようにびくりとすくんだのは、目の前でまさしくその事実が起こったからだろう。

　溶けた鉛の表面に浮かんだ、見ようによってはまとわりつく湯気のようにも見える白い膜は、するすると滑すべり落ちるように灰の中に染み込んでいく。

　とても不思議な光景だ。

　それは、溶けた鉛という一つの存在が、少しずつ薄皮を剥はがされていく過程にも見える。

　一枚一枚はとても薄うすいのに、着実に、紛まぎれもなく、その奥に隠かくされた真理を表すように、白い密みつ陀だ僧そうの膜まくとして剥はがされていく。

　フェネシスは炉ろの前でじっと扇おうぎを両手で持って、煽あおいでいる。

　汗あせが滝たきのように吹ふき出し、炉から直接照りつける熱気のせいで、顔は真っ赤になっている。

　それでも、フェネシスは姿勢を崩くずさない。

　真しん剣けんな顔で、どこまでも真剣な顔で、炉の中を見つめていた。

　どの書物にも、灰吹き法の極ごく意いとして、鉛なまりには風を強く当てすぎないこと、と記されている。なぜなら、風を強く当てすぎると鉛の温度が冷えすぎて、密陀僧ではなく、単なる鉛が析せき出しゆつしてしまうからだ。

　風を送れば冷えるのだから、もっと早く冷まして結果を得たい。

　人はどうしてもそう思ってしまう。

　だが、フェネシスは目の前の結果に誰だれよりも飲み込まれながら、扇を動かす手だけは決して早めなかった。薄い密陀僧の膜が灰に飲み込まれるのを、汗が額を通り、目じりをかすり、頬ほおを伝い、顎あごから落ちるのも気にせずに、じっと見つめていた。

　そんなフェネシスはやがて煽ぐ手を止めて、その場に放心するように棒立ちになった。

　クースラは、なにが起こったのか立ち上がらないでもわかった。

　すべての薄い衣がついに剥がされ、真理があらわになったのだろう。

　鉛に含ふくまれる金や銀は、砕さい鉱こう、洗鉱、溶よう融ゆう、単たん離りという過程を経て、ついにその姿を明らかにする。それはどんな困難に見舞まわれても決して汚けがれない気高い真実のようにも見える。

　古代の人間たちは、金や銀のその様子に敬意を表し、貴金属、という呼称を創出した。人の信念は叩たたかれれば揺ゆらぎ、洗われれば震ふるえ、溶とかされれば容易に流れ、そそのかされればそよ風にすら呆あつ気けなく翻ひるがえる。しかし、灰の中にはそれまでの鉛とは似ても似つかない、美しい金属が粒つぶ状になって残っている。

　クースラが立ち上がると、フェネシスはその音に敏びん感かんに反応し、クースラを見た。

　ただ、不安そうなその顔が今にも泣き出しそうなのは、決してクースラが自分のほうに向かって歩いて来るからではないだろう。目の前の炉の中で起きている結果に対して、感動が今にもあふれそうなのだ。

　クースラは、そんなフェネシスの横に立ち、鍋なべの中を見る。

　見た目からでは溶けているのかそうでないのかわからないくらい、綺き麗れいな粒になった金と銀が、灰の窪くぼみの底にほんの少しだけ溜たまっていた。

　クースラは、フェネシスの頭に手を置いた。

　焼けるように熱くなっているのは、炉の前にいたから、という理由だけだろうか。

　ぐす、と鼻をすすり上げるフェネシスの顔を見下ろし、クースラは軽く肩かたをすくめていた。

「俺はさっきなんと言った？」

「……」

　フェネシスは再び顔をクースラに向ける。

　もう、先ほどまでのような怒いかりに満ちた顔ではない。

「こんな熱気の前にずっといたら、頭がゆだってしまう。しかも、鉛なまりはまだまだたくさんある。つまり？」

　と、クースラが尋たずねると、フェネシスは逃にげるように視線を泳がせて、名残なごり惜おしそうに灰の中のそれを見つめていた。

　しかし、フェネシスは命令されれば、それにはおとなしく従う。

　名残惜しくも体を引いて、瓶びんの水を飲もうと手を伸のばしていた。

「で、お前がずっと怒おこっていることについてだがな」

　クースラが言うと、細い喉のどを鳴らしながら水を飲んでいたフェネシスの耳が、ぴんと緊きん張ちように張る。頬ほおが見る見る赤くなっていくのは、炉ろの前にいたからではないだろう。男のアレ、なんて卑ひ猥わいな言葉、生まれて初めて口にしたに違ちがいない。

「真意が伝わっていないから、言っておく」

「……」

　恨うらみのこもった疑り深そうな目は、どうせまた煙けむに巻くのだろう、と言いたげだ。

　ただ、クースラは怯ひるまない。フェネシスみたいな小こ娘むすめの視線だから、というわけではない。

　冗じよう談だんではなく、この灰はい吹ふき法ほうの作業一つ見るだけでもフェネシスの問題点は明らかだからだ。

「目の前のことに対し、視し野や狭きよう窄さくに陥おちいるな」

「……」

「視野狭窄だ。わかるか？　し、や、きょー、さ、く」

　音節ごとに区切って言うと、見み栄えっ張ぱりのフェネシスはたちまち言い返そうとする。

「自分の体調も管理できない奴やつが、なにを言うつもりだ？」

「っ……」

　フェネシスは意地っ張りだ。事実を突つきつけないと、その獣けものの耳をすぐに伏ふせてふたをしようとする。灰吹き法をやらせたのは、否定しようのないことをわからしめるためだった。

「常に全体を見回していろ。多くのことに気を払はらえ。そうであればこそ、体調を気き遣づかうこともできるし、なによりわからない単語があったら俺に聞いて、教えられたことをそのまま鵜う呑のみにしてからかわれる、なんてこともなくなるはずだ」

「……」

　なにか言いたそうでも言葉の出てこないフェネシスは、口をむずむずとさせている。

　クースラはため息をついて、こう言った。

「くそ真ま面じ目めに男のアレ、と連呼する羽目ならまだ笑い話ですむ」

「そ、そんなこと──」

「だが、もしもそれが悪あく魔ま崇すう拝はいの呪じゆ文もんだったらどうするつもりだ？　それを誰だれかに聞かれたとしたら、どう言い訳するつもりだ？」

　反論しかけたフェネシスは、はっとなっていた。

　これは大おお袈げ裟さな仮定ではない。そうやって罠わなに嵌はめようとする輩やからの存在は、フェネシスがここに来る前にいた組織の中で、嫌いやというほど見てきたはずなのだから。

「常にたくさんのことを疑え。今お前がやっている灰はい吹ふき法ほうも、そっと鉛なまりの中にやばい鉱石を忍しのばせることだってできるし、そういうことをするのは悪意を持った奴やつらだけじゃない。今しがたの作業みたいにすぐ周りが見えなくなっていたら、命がいくつあっても足りやしない」

「……」

「神は意地悪だ。見慣れた鉱石の中に毒物を混ぜて地中に埋うめることがある。錬れん金きん術じゆつ師は、未知のことを相手にする。それでなくたって、視野が狭せまければたくさんのことを見落としてしまう。いいことも、もちろん、悪いこともな」

「……」

　フェネシスが視線を落とすと、前まえ髪がみからも汗あせの滴しずくがぽたりと落ちる。

　ただ、その表情にはまだどこか不満そうな色があった。

「作業に慣れていないから仕方がないだろう、と言いたそうだな？」

「っ」

　フェネシスは図ず星ぼしを突つかれたらしく、唇くちびるを引き結んだ。

　それでも、フェネシスの美点として、意地っ張りだが生き真ま面じ目めであるところもある。

「……はい」

　不承不承といった小さい返事に、クースラはため息をついた。

「いくら俺でも、お前の身を守るすべての手段を用意することはできない」

　たとえ、誰かを守り通すことが夢の一つだったとしても。

「……」

　フェネシスが眉まゆをひそめたのは、なにを言われているかわからないからだろう。

「だが、どんな手段であれ、その手段をうまく身につけられない原因はいつだって二つしかない」

「……それ、は」

「一つは、そいつが馬ば鹿かである時」

　クースラの言葉に、フェネシスは顔の前で大きな音がしたかのように目を見開いてから、顎あごを引く。ただ、クースラが呆あきれたような目を向けると、フェネシスはもっと意固地になって顎を引く。

　こんな奴をからかうな、というほうが無理というものだ。

　しかし、今はふざけている場合ではない。

　クースラは、短く言った。

「もう一つは、目的がない時だ」

「え？」

　短い驚おどろきの声に、クースラはもう一度言った。

「目的だ」

　フェネシスは決して馬ば鹿かではない。上役から命令されて、無理やり夜の工こう房ぼうに送り込まれて来た時のことを振ふり返ってもそうだ。多少抜ぬけているところがありながら、それでも少なからず頭が巡めぐる。なにが危険でなにが危険でないかがわからないわけではない。

　なのに、フェネシスは、なにかにつけ理性を失ったかのように深く踏ふみ込みすぎる傾けい向こうがある。それはほとんど自じ暴ぼう自じ棄きとしかいえないようなこともあるし、そもそもフェネシスの行動には支し離り滅めつ裂れつといってもいい雰ふん囲い気きがあった。

　クースラは、最初それをフェネシスの生き真ま面じ目めな性格のせいかと思っていた。

　ただ、夜中に声もなく、眠ねむりながら泣いている姿を見て、思い当たることがあったのだ。フェネシスみたいな、時として手段と目的が釣つり合あわない行こう為いをしてしまう連中に心当たりがあった。そういう連中は、戦いくさや大だい飢き饉きんで親を失い、騎き士し団に拾われてきた者たちに多かった。

　彼らに共通しているのは一つのこと。それが、目的というものを持てないことだった。

　彼らは、あまりに理り不ふ尽じんな運命に翻ほん弄ろうされすぎてきたせいで、自分の行動にまとまりと意味を与あたえてくれる目的を持てないのだ。

　クースラが容易にフェネシスをからかえるのは、フェネシスはなにかをするたびに闇やみ雲くもに歩き回ろうとするから。クースラが柄がらにもなくフェネシスに庇ひ護ご欲を感じるのは、フェネシスが危険な場所で目め隠かくしをしてさまよっているように見えるからだ。

　単にからかって馬ば鹿かにするだけなら、別に構わない。

　けれど、フェネシスは自分の生しよう涯がいを賭かけた夢の一部に相応ふさわしい。

　世の中で、こんなにも守り甲が斐いのありそうな存在は、ちょっと思いつかない。

　汗あせだくだったこともあって、雨に降られた町中で迷子になった女の子のようなフェネシスに向かって、クースラは噛かんで含ふくめるようにこう言った。

「目的があれば、そこに進む道に注意が向くようになる。なにをするべきで、なにをするべきでないかも見えてくる。なにより、目的を達成するためには少なくとも生き延びないとならない。俺やお前といった連中は、特にそれが重要なんだ」

「……」

「難しいことじゃない。もっと自分を大事にしろってだけのことだ。そうすれば、自然とたくさんの罠わなに気づくことができるし、無意味なことに無意味なほどのめり込まなくてすむ。たとえば、自分のことを呪のろいの道具として使おうとしている聖歌隊に気に入られようとして、自分の体を差し出そう、なんてことはしなくなる」

　しかし、フェネシスはその言葉を聞いて眉まゆ根ねに皺しわを寄せている。

　問題は、それがクースラを責めるようなものではなく、苦しそうなものであることだ。

　すごく当たり前のことなのに、この少女にはひどく難しいことなのだろう。

　なぜなら、自分の行動に意味とまとまりを与えるような目的を持つことは、言い換かえれば、「希望」を持つことと似ているからだ。

　フェネシスは誰だれかに受け入れてもらいたがっていた。しかし、聖歌隊の命令に従っていた時、フェネシスが希望を抱いだいていたと、はたして言えるだろうか？　あれは希望なんかではない。飢うえていたから、食べられそうなものをとにかく口に入れようとする行こう為いにほかならない。

　だから、うつむいたフェネシスが言葉を返してきた時も、こまっしゃくれた小こ僧ぞうの屁へ理り屈くつとは思わなかった。

「ですが、あなただって……自分のことを大事にしているとは、思えません……」

「ふん」

　クースラはうなずき、顎あごを撫なでる。

　錬れん金きん術じゆつ師もまた、あり得ないほどの危険を進んで引き受ける馬ば鹿かの集まりだ。

　しかし、クースラは迷わない。

　フェネシスを見下ろして、こう言った。

「自分とはなんだ？」

「……は？」

「大切にすべき自分とはなんだ？」

「……」

　フェネシスは緑色の双そう眸ぼうを見開いて、茫ぼう然ぜんとクースラを見る。

　ただ、すぐに我に返るようにしてクースラを睨にらんだのは、また煙けむに巻くつもりかと思ったのだろう。

「それは肉体か？」

「……」

　クースラが言うと、フェネシスは黙だまったまま。

　しかし、気にせずに後を続けた。

「腕うでをなくしたくないから危険な実験をすべきではない？　もっと言えば、命が惜おしいからやりたくないと？　だが、それは明らかに「俺」の価値観に反している。つまり、自分とは肉体のことではない」

「……」

「ただ、実験とは関係のないことで自分の腕をなくすなんてのは絶対に御ご免めんこうむる。実験ができなくなってしまうからな。死ぬのなんてもってのほかだ。だが、求めていたもののためになら喜んで身を差し出す覚かく悟ごがある。それこそ俺の人生にとって意味のあることだからだ。お前を見ていて俺が呆あきれるのは、まさしくお前がまったく意味のないことで自らの身を危険に晒さらしているからだ」

　フェネシスは今にも泣き出しそうな顔でクースラを見る。

　クースラは、無表情に言葉を続けた。

「すべては自分の目的と照らして天てん秤びんにかけるなにかでしかない。そして、自分とはその天秤そのもののことだ。お前の天秤はどこにある？　それはどんな形をして、なにを皿に載のせて測っている？　俺にはまったく」

　と、フェネシスの額を指で突ついて押した。

　へとへとだったフェネシスは、よろめいて後ずさる。

　あるいは、胸の内に抵てい抗こうするなにかをひとつも持っていなかったせいかもしれない。

「その天秤が見えない」

　フェネシスは自分の額を押さえてクースラを見つめていた。

　その目は今にも泣きそうだった。怒おこられて困こん惑わくしている少女ではなく、置いていかないでくれと親を見る幼おさな子ごのようだった。探しても探しても大事だったなにかが見つからない女の子のようだった。

　クースラは、フェネシスの製せい錬れんに対する好こう奇き心しんは、もしかしたらその天秤になりうるかもしれないと思う。けれども、今のフェネシスは目新しいことに喜んでいる域を出ていない。この錬れん金きん術じゆつの世界に、狂くるおしいほどの目的を見み出いだしているわけではない。

　だが、それでもクースラが評価しているのは、フェネシスが見み栄えや意地だけは張りたがる、ということだ。見栄や意地は、いつだって「こうありたい自分」のために存在するものだからだ。つまり、その薄うすっぺらな意地と見栄の向こう側がわに、フェネシスが見失っている自分がいるはずなのだ。まだ気がついていないだけ、あるいは目覚めていないだけのフェネシスが。

　そして、もしもフェネシスが自分というものを取り戻もどしたならば、クースラはその時に初めてフェネシスに対する態度をきちんと決められると感じていた。

　オリハルコンの剣けんで誰だれかを守るという夢にも、いくつかの選せん択たく肢しがある。

　たとえば、雛ひな鳥どりを保護する親鳥としてそうするのか、さもなくば、愛する姫ひめを守る騎き士しとしてそうするのか。

　とはいえ、どちらにせよクースラは自分の夢が頓とん挫ざするとは微み塵じんも考えない。

　なので、はっきりとこう言った。

「まあ、俺はあんまり悲観していないんだが」

　もちろん、フェネシスには言葉の真の意味などわからない。

　自分の弱い部分を容よう赦しやなく指し摘てきされたばかりのフェネシスは、戸と惑まどうようにクースラを見る。

「そんな目をするな。そうやって安易な答えを追いかけるから、騎き士し団の聖歌隊みたいなところにつけ込まれたり、そうする必要もないのに体が壊こわれそうなほど冶や金きん作業に没ぼつ頭とうするんだ」

　フェネシスの頬ほおをつまみ、ぐりぐりと動かしてやる。

「もちろん、急にできることじゃないのはわかっている。ただ、俺の言いたいことと、自分自身の問題はある程度理解できたな？」

　クースラが言うと、頬をつままれても無む抵てい抗こうだったフェネシスは、ようやくこくりとうなずいた。

「自分を見つけることだ。このために生きているのだという、自分をな」

「自分……」

「さて、おしゃべりはこんなところだ。まだ鉛なまりはたくさん残っているし、燃料もただじゃない。昼までに終わらせるぞ」

「……」

「返事は？」

「は、はい」

　フェネシスは答え、それから、ぎゅっと作業服を掴つかんでいた。

「どうした？」

　なにか言いたいことがあったら言ってみろ。クースラはそんな調子で聞き返したのだが、フェネシスは視線を逸そらしたまま、小さく首を横に振ふっていた。

　クースラはため息をついて、短く言った。

「言え」

　フェネシスはびくりと体をすくませる。

　それから数すう瞬しゆん沈ちん黙もくし、早口に言った。

「あ、あの、すみませんでした」

　そして、慌あわて気味に作業に戻もどった。

　クースラはそんなフェネシスを見つめ、肩かたをすくめてから読みかけの書しよ籍せきに戻る。

　自分を見失っているくせに、生き真ま面じ目めで素す直なお。

　難なん儀ぎな奴やつだなと、頬ほお杖づえを突きながら思ったのだった。







　工こう房ぼうに来客があったのは、フェネシスが最後の鉛を灰の上に注ぎ終わった頃ころだった。

　錬れん金きん術じゆつ師の工房の扉とびらがノックされると大たい抵ていろくなことがないが、騎き士し団の人間だけが知っている符ふ丁ちようが聞こえた時だけは、そうでもない。

「こちらが、騎士団からの納付書です」

　フェネシスよりも少し背が高いだろうか、という程度の少年は、そう言って封ふうのされた羊皮紙を差し出した。

　莵うさぎの毛皮で作った帽ぼう子しを目ま深ぶかにかぶり、服は硬かたそうな麻あさ布ぬのを幾いく重えにも重ね、狼おおかみかなにかの粗そ雑ざつだが頑がん丈じようそうな毛皮で縁ふち取どりがされて、全体的に四角い印象を与あたえるものを身にまとっている。そんな少年が連れて来たのは、山ほど荷物を背負わされたラバだ。

　典型的な山から下りて来た荷運びの少年だが、実際は騎き士し団の雇やとった特とく殊しゆな運うん搬ぱん役だった。こんな身なりでも、普ふ段だんから金銭的には屋や敷しきが建ちかねないような荷物を運んでいる。この少年ならば、まさかそんな荷物を運んでいるとは思われない。もちろん、幾いく重えにも布が重なった服のあちこちに、動くたびに仕込み武器があるのも見て取れた。

「確かく認にんしよう」

「荷物は、中に運び込んでも？」

　体格こそフェネシスと同じくらいでも、目つきと喋しやべり方から、落ち着きがまったく違ちがうことがすぐにわかる。むしろ、どこか厭えん世せい的な雰ふん囲い気きすらそこにはあった。

　クースラが「頼たのむ」と言うと、寡か黙もくな様子でうなずいて、ラバにくくり付けていた荷物を解きにかかった。

　少年がラバの背から外す荷物は、一つ一つが恐おそろしく重そうな代しろ物ものだったが、少年はうまく重さをかわすような、独特の扱あつかい方をしていた。さすが騎士団の雇う少年だと感心する一方、ふと、少年が荷を運び込みながら、その視線を一点に奪うばわれているのに気がついた。

　クースラが視線を追いかけると、階段を上って顔を出したフェネシスがいた。

「作業……終わり、ました」

「なら少し休きゆう憩けいしていろ」

　クースラの指示に、フェネシスはうなずく。

　ただ、下の階に行こうとしたものの、運び込まれている荷物に興味津しん々しんなのが見て取れた。

　こういうところを素す直なおに言い出せないのは、単純に性格だろう。

「……邪じや魔まするなよ」

　クースラが一言言うと、フェネシスは悪戯いたずらしているところを見つかったように身をすくめたが、結局うなずいて、一階に残った。

「どうした？」

　そして、その言葉は手が止まっていた少年に向けて。

　疑うたぐり深そうな、いかにも山の民たみといった様子だった少年は、はっとなって荷物を置き、再び作業に取りかかる。獣けものの耳を晒さらすような間ま抜ぬけな真ま似ねはさすがのフェネシスもしなかったが、クースラは少年の反応を見て、少し心乱される。

　耳だけでなく、顔もなるべく隠かくすべきだろうか？

　ウェランドはなんだかんだ、フェネシスとは一定以上親しくならないようにと気を遣つかっている節がある。クースラとことを構えれば、どれだけ面めん倒どうな結果になるかとわかっているからだ。

　しかし、世の中のすべての人間にそういうことを吹ふい聴ちようして回ることもできない。

　とかく、同じ騎き士し団所属の連中だと、中には錬れん金きん術じゆつ師を恐おそれない者もいる。

　この手の少年など特に厄やつ介かいだ。

　フェネシスを今すぐどうこうするつもりはないが、あれは俺のだ、という独どく占せん欲ならある。

　クースラがそんなことを思っていると、水を飲み終えた瓶びんやらを片づけようと炊すい事じ場ばに行こうとしていたフェネシスが、ふと振ふり向いた。

「おや、そっちの荷物も来てたのかよお！」

　聞き慣れた声に振り向けば、朝に港に向かったままのウェランドだった。

　運うん搬ぱん役の少年がちょっと気け圧おされるように身を引いたのは、ウェランドがラバの背にくくり付けられている荷物にすがりつかんばかりだったからかもしれない。

　送られてきたのはウェランドがこの間の事件の報ほう酬しゆうとして騎士団に申しん請せいした種々の鉱石類だったので、その興奮ぶりもむべなるかな。

　ただ、通りのほうから聞こえた馬の鳴き声に嫌いやな予感がして、クースラは外を覗のぞいた。

　そして、少年が圧あつ倒とうされたのは、ウェランドそのものではなく、後ろに控ひかえている馬の様子にだったようだ。

「おい、これ、なんなんだ？」

「んー？　ああ、これは、ねえ、んふふふふ」

　山さん賊ぞくみたいな身なりで嬉うれしそうにしていると、悪わる巧だくみをしているようにしか見えない。

　それに、実際にろくでもないことをしてきたのだろうというのは、馬を引く青年が心底困った顔をしていることからも明らかだった。

「ずいぶんな量だな……どっかの商会の品か」

「なんか、ここからさらに北に売るつもりだったらしいんだけどねえ、新しいものが多いから、ちょっと借りてきたよお」

　ウェランドは、頬ほおずりせんばかりだったラバの積つみ荷にから、不意に体を起こす。

　一方、自分が港から分ぶん捕どってきたらしい本については、「工こう房ぼうに適当に運び込んどいてよお」とぞんざいな指示を出していた。

　港で船から商会までの運搬を任されていたのか、あるいは、港に荷に揚あげした荷物の単なる監かん視し役だったのかはわからないが、とにかく本人の意思など関係なく連れて来られたのがありありとわかる青年は、それでもウェランドの言葉に、肩かたを落として従っていた。

　錬金術師に絡からまれる町の人間は、天てん災さいに見舞まわれたのと同じだ。

　逆らえば町の権力を牛耳る騎士団になにをされるかわからないから、ひとまずおとなしく従っておく。その上で、嵐あらしが通過してから問題の解決を図はかるべき。

　それでも、青年はこのあと仕事場に戻もどれば、とんでもない叱しつ責せきが待っているに違ちがいない。

　馬の背に乱暴にくくり付けてある書しよ籍せき類は、少年が運んで来たものに勝まさるとも劣おとらないほどに貴重なもののはずだ。一冊でも紛ふん失しつすれば、青年の稼かせぎなど塵じん芥かいのように飛んでしまう。

　今いま頃ごろ、書しよ籍せきが消えた商会のほうも、大おお騒さわぎになっているだろう。

「……あの」

　その声に振ふり向くと、我が慢まんできないような顔をしていたフェネシスだ。

「なんなのですか？　これ」

「ウェランドのわがままの結けつ晶しようだよ」

「前に進むための燃料さあ」

　心底嬉うれしそうに言うウェランドに、フェネシスは鈍どん痛つうを堪こらえるような顔をしていた。

　ウェランドはクースラよりも錬れん金きん術じゆつ師として研とぎ澄すまされている。

　ウェランドがなにを考えているのかまではわからなくとも、その思いがどこに向いているのかはわかりすぎるほどにわかる。

　自分を見つけろと言われたフェネシスには、眩まぶしいくらいの存在だろう。

　ただ、クースラからすればウェランドの行いには呆あきれるばかりだ。貴重な鉱石類だの書籍だのが、ただでさえ物であふれている工こう房ぼうの中に運び込まれていく。貪どん欲よくにもほどがある。

　クースラは、ひとまず騎き士し団から運び込まれた正規の品の確かく認にんに戻る。書籍のほうは知ったことかという気分だった。

「……金鉱石、銀鉱石、銅鉱石に……各地の上質鉄鉱石か……」

　クースラが手渡わたされた納入書を、上から順に確認していく前で、ウェランドは運び込まれた木箱を手て荒あらい様子で開けていく。

　港から分ぶん捕どってきた書籍のことはほったらかしだ。運び終えた青年は帰っていいものかどうか困こん惑わく気味で、仕方なくクースラが「ご苦労さん」と言うと、どこか恨うらめしそうな視線を残し、馬を引いて帰って行った。

　なんで俺が恨まれるんだ、とクースラは少し納なつ得とくがいかなかった。

「水晶、玉ぎよく髄ずい、黄おう玉ぎよく、碧へき玉ぎよく、瑪め瑙のうに孔く雀じやく石せき……よくもまあここまで欲張ったな」

　納入書の二枚目はいわゆる宝石類で、実験に使うのがもったいないようなものばかり。

「それで、残りが真骨頂か」

　一ひと際きわ厳重に縛しばられた木箱の中身に、何事にも動じなさそうだった少年すらが、少し体を引いた。

「硫い黄おうの塊、鶏けい冠かん石せき、辰しん砂しやに、輝き安あん鉱こうねえ」

　砒ひ素その結晶、猛もう毒どくである水銀を含ふくむ石に、〝聖職者殺し〟という異名を持つ鉱石だ。

　そのどれを取っても毒物になるもので、権力者にとってはある意味なじみ深いものばかりだろう。政敵を殺す道具になりながら、反逆者が自分の命を狙ねらう時に使うものでもある。

　そんな具合だから、たとえ錬金術師のようにそれを純じゆん粋すいに実験に使うためだとしても、なかなか納入を認めてくれないものばかりだ。

　この間の事件では、町で私腹を肥やしていた騎士団幹部の人間をつり上げた、ということでほとんど言い値に近い報ほう酬しゆうの認め方だった。クースラはフェネシスを手に入れたし、ウェランドは通常では考えられないくらいに貴重な実験試料を次々頼たのんでいたという。そして、それはこの納入書を見る限り事実だった。

　だが、クースラは納入書をめくりながら、ウェランドの貪どん欲よくさに浮かべていた苦笑いみたいなものが消えていくのを自覚した。

　最後の一枚に記されていた文字が、一いつ瞬しゆん、理解できなかったのだ。

「……これ」

　と、クースラが視線を上げるのと、ウェランドが顔を上げるのは同時だった。

　そして、荷運びの少年がざっと音を立てて戸口から外に出たのは、その直後のこと。

　なにかやましいことがあって逃にげた、ということではないだろう。

　少年には、高価な品物を運ぶ人間ゆえに培つちかった、不ふ穏おんな空気を感じたら即そく座ざに逃げろ、という分ふん別べつがあったのだ。

「どういうことだよお……」

「辰しん砂しやと輝き安あん鉱こうについてだが、今回は見送るってよ」

　クースラが納入書をひらひら振ふりながら言うと、ウェランドは急に立ち上がる。

「苦情の申し出に？」

　クースラが尋たずね終わる前に、ウェランドは歩き出していた。

「あ、おい、ちょっと待──」

　ウェランドの背中はすぐに見えなくなる。

　クースラは苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたように歯を食いしばる。

　納入書に記されていたのは、目玉ともいえる毒物の納入を見送った旨むねだった。

　在庫がなかった、という感じではない。明らかに、恣し意い的な判断だった。

　錬れん金きん術じゆつ師は舐なめられたらおしまいだ。

　一度地に膝ひざを突つけば、次は手を突くことを要求される。気を抜ぬけば即座につけ込まれ、つけ込まれればどうなるか、フェネシスのような例を見れば明らかだ。

　ウェランドはそのあたりのことを動物的に理解している。

　もちろん、クースラも同じことを思う。

　しかし、ウェランドを追いかけるその足が止まったのは、きょとんとするフェネシスに気がついたから。あれだけの重労働のあと、町に連れ出すのには不安がある。かといって、ウェランドを一人上役の元に走らせたら、どんな大立ち回りを演じるかわからない。

　別にウェランドが一人暴走する分には構わないが、今は同じ工こう房ぼうにいる片割れであり、その影えい響きようは嫌いやでも自分の身に降りかかってくる。

　クースラは瞬時に損得を計算し、やや戸と惑まどいがちにクースラを見ているフェネシスを見返した。

「少し外に出てくるが、これらのものには絶対に触ふれるなよ」

「え？　あ、は、はい」

「それから」

　と、戸口に背中を向けたまま、クースラは後ろを少し気にしながら言った。

「俺たちが帰って来るまで下の階にいろ。昼ひる寝ねでもしていろ。絶対に上には上がるな」

「え？」

「わかったか？」

「……っ」

　気け圧おされるように、フェネシスはこくりとうなずく。

　クースラは、本当にわかったものだか、といった不ふ信しんの目をフェネシスに向ける。

　すると、フェネシスは信用されていないということを敏びん感かんに感じ取ったようで、即そく座ざにむっと唇くちびるを引き結ぶ。もっとも、それこそクースラの狙ねらった効果だ。意地っ張りは扱あつかいやすい。

「すぐに戻もどる」

　クースラは言って、外に出ると扉とびらの鍵かぎを外から閉めた。

　外では、離はなれた場所で少年がこちらを見ていた。

　不ふ機き嫌げんそうな、困ったような顔なのは、仕事で下へ手たを打てば信用に関かかわるとわかっているからだろう。

　ただ、クースラはそんな少年に手招きする。少年は数すう瞬しゆんためらっていたが、結局おとなしく寄って来た。

「これをやるから、ここで待ってろ」

　クースラはそう言って、懐ふところから銀貨を取り出して少年の手に押しつけた。

「……？」

　寡か黙もくな少年らしく、喜ぶよりも訳がわからないと目で言ってくるが、それを押し返そうともしなかった。ほかの誰だれに同じことをされても突つき返すだろうが、同じ騎き士し団の身内という意識は、こういう時に役に立つ。

「誰も中に入れるな。それと、お前も絶対に入るな」

「……」

「帰って来たら、もう一枚やる。もちろん、仕事が遅おくれた理由も上に一筆添そえてやる」

　クースラは少年の目を覗のぞき込むようにする。

　少年は手元の銀貨を見て、それから、クースラを見る。

　深い黒い瞳ひとみは、とても理知的で、損得勘かん定じように長たけているように見えた。

「声をかけるのは？」

　が、少年はそう言った。

　クースラがなにを懸け念ねんしているのか、察知したのだろう。

「死にたければ」

　少年は歳とし相応の笑えみを一いつ瞬しゆん見せ、肩かたをすくめると銀貨を懐ふところにしまった。

「仰おおせつかりました」

「出世するよ、お前」

　少年はもう一度にやりと笑い、もう次の瞬間には疑うたぐり深そうな山の民たみに戻もどっていた。

　さすが騎き士し団が選ぶ人材だ。

　クースラは少年の肩を叩たたき、通りを渡わたってウェランドを追いかけたのだった。







　その日も港町グルベッティは賑にぎやかで、荷物を満まん載さいにした荷車や、工こう房ぼうに荷物を届けに来たような小こ僧ぞうが曳ひくラバや馬がたくさん行き交かっていた。

　数日暖かい日が続いたので、海も穏おだやかでここぞとばかりに船が来航し、あるいは荷物を積んで港を出て行く船が多いからだろう。港の側そばの立飲み処どころで一日を過ごしてみれば、大きなふいごを縮めたり膨ふくらませたりするみたいに、たくさんの荷物が行き交う様を見られるはずだ。

　クースラはそんな賑やかな町中を、ウェランドを追いかけるために小走りに駆かけていた。ウェランドもこれまで錬れん金きん術じゆつ師としてやってきた身であるから、一人で行かせたところで実のところ不安はない。ただ、それはあくまでウェランドが一つの工房を一人で采さい配はいする錬金術師として見た場合だ。

　それでなくたって、クースラとウェランドは目指すものが違ちがうのだから、ウェランドが一方的に自分の都合の良いように物事を取り決めてしまわないとも限らない。ウェランドの中にはたぶん、本質的な意味での「協力」の二文字はない。自分にとって損か得かしかない。

　もちろん、クースラはそれを非難はしない。この世の中、神の戒かい律りつを守ったからといって長生きできるわけではないのだから。

　大体、そうでなくたって己おのれの人生なのだ。己の思うままに生きてこそ、生まれた理由があるのではないだろうか？

　ただ、クースラがウェランドを追いかけたのは、別の懸け念ねんもまたあったからだ。

　ついこの間の、騎士団の資産を横領していた男の摘てき発はつは多分に偶ぐう然ぜんの要素が多かったとはいえ、手て柄がらであることは違いない。だとすれば褒ほう美びは出すべきである。しかも、一度は承しよう認にんしているのだ。

　当然、輝き安あん鉱こうや辰しん砂しやが品しな薄うすで手に入らない、とかいうような事情であればもちろんその限りにはないが、そういう感じではなかった。

　騎士団は、単に約束を反ほ故ごにし、梯はし子ごを外したように見えた。クースラは自然な反応として怒いかりを覚えるわけだが、同時に意外な気もしていたのだ。

　ここは戦いくさの最前線の工房であり、そこでは手放しの自由が認められているのではなかったのか。錬れん金きん術じゆつ師の研究結果如何いかんで、戦いくさに使われる鉄の質、武具の質、ひいてはその全体の生産量が左右される状じよう況きよう下、錬金術師の不興をあえて買う理由がわからない。異教徒との戦いには、在地の領主や、教会も参加し、それぞれが互たがいにしのぎを削けずっている。武具の量産や、異教徒から奪うばった鉱山からの金属類の回収効率は、その戦いの中で無視できない大きな要素を占しめている。

　だからこそ、錬金術師にうまい餌えさをたらふく食わせ、その上で自分たちのいいように操あやつっていく。騎き士し団というのはそういうものだと思っていたが、今回のことは唐とう突とつな感があった。

　そこに、クースラはなにか質の違ちがう風を感じていた。

　雲一つない晴れの日に鼻をくすぐる、嵐あらしを予感させる水を含ふくんだ風のような。

　つまり、一つの可能性として、自分たちなど大海の中の木こっ端ぱと同じような……。

　そんなことを思っていると、ちょうど輜し重ちよう隊の建物の前で、ウェランドに追いついた。

「なんだお前らっ！」

　そんな言葉と共に、槍やりを扉とびらの前にかざして行く手をふさいだのは、鉄てつ兜かぶとに籠こ手てと胸むね当あてをつけた重装備の警備兵だ。

　クースラは、そのやり取りの瞬しゆん間かんに、自分の懸け念ねんが正しいものなのではないかと思い始めた。

　クースラたちが摘てき発はつした、アラン・ポーストという前輜重隊隊長が牛耳っていた時は、兵こそいたものの、ここまで物々しくはなかった。

　自分の部屋になにを置くかで、住人の趣しゆ味みが決まる。

　今、この建物の中に陣じん取どっているのは、こういうものを置くのが趣しゆ味みの輩やからというわけだ。

　そして、形式を重んじる輩ほど、腹の立つことを平気でする。

「それはこっちの台詞せりふだよお」

　ウェランドは言いながら槍を掴つかむ。兵士はハッとなって力を込めたらしい。その直後にウェランドは軽く槍を押す。たちまち、兵士は足元の石が崩くずれたかのように体勢を崩し、無様にすっ転んだ。ウェランドの手元には槍が握にぎられていて、転んだ兵士は唖あ然ぜんとそんなウェランドを見上げている。

　賑にぎやかな港町の中でも、最も金と権力が集まる目め抜ぬき通どおりでのこと。

　しかも、そこは世界の支配者とばかりに騎士団の紋もん章しよう旗きが翻ひるがえる建物の前なのだ。

　多くの人間が、視線を向けている。視線を向けてはいるが、決して足を止めはしない。

　万が一にでもその騒さわぎと関係性を認められたら、明日からこの町に居場所はないからだ。

　そんな中、ウェランドは槍を放ほうり投げ、重厚な扉を乱暴に開ける。

　クースラは、やれやれと思いながら後に続いて建物の中に入った。

「え……」

　と、突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に小さな驚おどろきの声を上げたのは、白い髭ひげを蓄たくわえ、たくさんの羊皮紙の束を抱かかえた初老の男だった。いかにも事務仕事に長たけているといった風ふ情ぜいで、側そばには大きな地図のようなものを持った利発そうな小こ僧ぞうを従えている。驚おどろいているのは主従どちらも同じで、ウェランドは少しも気にせず直進し、廊ろう下かの途と中ちゆうにいた男の肩かたを突つき飛ばす。

　転びこそしなかったが、初老の男のあれこれを揺ゆさぶるには十分だったはずだ。

　クースラは、大声を上げかける男の前を通りがかりざまに、抱えていた羊皮紙の束の上に銀貨を一枚置いた。

「失礼。急ぎなのでね」

　そう言って、目礼をして通り過ぎる。

　今にも衛兵を呼ぼうとしていた男は、それで毒気を抜ぬかれたようにぽかんとしていた。

　こういう機転なら簡単に利きく。

　それでも、ウェランドがノックもなしに執しつ務む室の扉とびらを開けるのに合わせて、クースラは若じやつ干かんの緊きん張ちようで大きく深呼吸をした。

「話がある」

　ウェランドは足を止めず、言葉も単刀直入だった。

　執しつ事じを控ひかえさせ、綺き麗れいに端はしを切り揃そろえられた羊皮紙になにかを記入していた細身の若い男の目の前に立つ。前任のポーストの代わりに派は遣けんされた人間で、確か、名前をエル・オトリスとかいったはずだ。いかにも組織の命令に従うのが得意といった顔つきで、クースラたちが挨あい拶さつに来た時は鼻でもつまみたそうな顔をしていた。

　ただ、その時は工こう房ぼうでの研究の自由とクースラたちの身分の保証を確かめて、特に波なみ風かぜもたたなかったし、揉もめ事ごとを好き好んで起こしたがるようにも見えなかった。

　目に見える場所はすべて平へい穏おんで秩ちつ序じよだっているべし。背筋を伸のばし、上から見下ろすように睥へい睨げいするのがなによりも好きそうだったので、クースラなどはむしろ安心していたくらいだ。

　規則と規き範はんにうるさい連中は、とにかくそこにだけ合わせておけばあとはどうにでもなる。

　ちょろいものだと思って恭きよう順じゆんの意を示してから放ほうっていたのだが、その油断は少しまずかったかもしれない。

「……残りは、指示に従ってやれ」

「……かしこまりました」

　どこか声を潜ひそめるようにオトリスは言って、執事もまた同様に答える。こういう場面に多々出くわしてきた、と言わんばかりの落ち着いたやり取りだ。

　執事はウェランドもクースラも存在しないものかのように側をすり抜け、部屋から出る時には主あるじに向かって恭うやうやしく頭を下げた。クースラはそんな執事を目で追っていたが、ウェランドはずっとオトリスを睨にらみつけていたはずだ。

　たとえ一いつ瞬しゆんであろうとも、どちらかを視界から外すようなへまはしないし、ウェランドも当然クースラがそうしていると考えているだろう。

　こんな連れん携けいは、互たがいに見習いの頃ころに飯やら薬品やらを盗ぬすみに入って以来だな、とクースラはちょっと懐なつかしく思う。

「それで、藪やぶから棒ぼうになにかな」

　言いながらオトリスが片づけていたのは、金の装そう飾しよくが入った砂すな壺つぼだ。インクを早く乾かわかすために、余分なインクを砂に吸わせるのだ。

　ただ、ウェランドの反応はインクのように悠ゆう長ちようではない。次の瞬しゆん間かんには執しつ務む机を蹴けり飛ばし、机の上の羽根ペンが倒たおれていた。

「理由を、聞く。納なつ得とくしたら、帰る」

　オレ、オマエ、コロス。

　クースラは、いつだったかに見た、町を引き回される異教徒の捕ほ虜りよが片かた言ことの言葉でそう呟つぶやいていた光景を思い出す。
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「……」

　オトリスはゆっくりと羽根ペンを直し、ため息をつく。

　そして、言った。

「予算には限りがあり、私の一存では増やせない」

　ウェランドは返事をしない。

　オトリスは少しも怯ひるまず、言葉を続ける。

「一度交かわした約束を反ほ故ごにしなければならなかったことは、すまないと思っている。期待を裏切るのは私も辛つらいのだ」

　白しら々じらしい。

　クースラは胸中で吐はき捨てるが、オトリスはなおも続ける。

「だが、私は上からの命令に従うことでここに座ることができている。では、君たちがあの工こう房ぼうにいられるのはどういう理由からか考えてみたことはないかな？　君たちが研究するための資金はどこから出て、異い端たん審しん問もんから守ってくれる権けん威いは誰だれのものだ？」

　聞き分けのない子供を諭さとすような言い方なのは、頭から馬ば鹿かにしているからだろう。

　誰が統すべる者で、誰が統べられる者なのか。

　言われるまでもなく、何度も牢ろうに入れられ、理り不ふ尽じんな仕打ちを受けて叩たたき込まれてきた世の中の秩ちつ序じよというやつだ。錬れん金きん術じゆつ師がどれほど無ぶ頼らいを気取っても、ここだけは逆らえない。情けないが、それが真実なのだ。

　オトリスには譲じよう歩ほの余地がなかった。前任者がいかにも戦場叩たたき上げの、仕事は精力的にこなすがせっせと私し腹ふくも肥やしていたような人物なので、騎き士し団はまったく逆の性格の人間を送り込んだらしい。

　秩序の番人。

　クースラは、ウェランドの背中を苦々しく見つめた。

「もちろん、君たちが鉄の製錬で技術的な発見をして、製錬に使う燃料や、作られる鉄の質が上がれば、それに応じて予算も増えるがね。聞けば、前任者は非常に優ゆう秀しゆうな錬金術師だったそうじゃないか」

　オトリスの言葉が終わると、しばらく沈ちん黙もくがあった。

　どう出る？

　脅おどし上げるか？

　しかし、オトリスには不意を突つかれ主導権を握にぎられてしまっている。今いま更さら脅しが効果を発揮するようには思えない。

　とはいえ、ウェランドにも面めん子つがある。なにより、錬金術師は舐なめられたらおしまいだ。

　ただ、クースラはそう思う傍かたわら、ウェランドと一いつ緒しよに強きよう硬こう策に出た時と、そうしなかった時の損得を冷静に、瞬しゆん時じに勘かん案あんする。これを裏切りと呼ぶような甘い考えでは錬金術師は務まらない。

　目指す先が違ちがう人間は、旧知の間あいだ柄がらだろうと、しょせんはただの知り合いだ。

　錬金術師は、ひたすらに自分の目的地を目指す。

「納なつ得とくしたから、帰るよお」

　そして、ウェランドは不意にいつものように語尾を伸のばしてそう言った。

　それから、くるりと体を反転させ、歩き出す。あまりにあっさりとしていたので、クースラは呆あつ気けにとられてしまっていた。

　それはオトリスも同じらしく、もう少し反はん抗こうしてくるものと覚かく悟ごしていたらしい。

　ただ、ウェランドの後を追いかけて廊ろう下かに出た時の雰ふん囲い気きには、すぐに気がついた。閑かん散さんとして、どこか冷え冷えとしているそれは、冷え固まった秩ちつ序じよと永遠に続く日常の匂においだ。

　クースラが嫌いやそうに鼻を鳴らすと、ウェランドの呟つぶやきが耳に入る。

「これはまずいよお……」

　クースラは聞き間ま違ちがいかと思ったが、ウェランドの顔は真しん剣けんだ。

　あるいは、舐なめた真ま似ねをした相手を殺さなければならなくなって、まずいよお、とでも言っているのか？　と深読みしたくなる。ウェランドならあり得ないことでもない。

　しかし、ウェランドは実験の途と中ちゆうで難問に突つき当たった時のように顎あごを撫なでながら歩き、ぽつりと呟いた。

「アザミの紋もん章しようの話は本当だったのかよお……」

　アザミ？

　クースラは聞き逃のがしそうになって、ハッとした。

「アザミって……まさか」

　聞き返すクースラに、ウェランドは急に目が悪くなったような顔を向ける。

「その、まさかだよお……」

　ウェランドの肯こう定ていに、クースラはなぜウェランドがあっさり引き下がったか理解した。

　外の日差しの中にいれば暖かいのに、建物は冬の空気に冷えきっていて底冷えがする。クースラはそれが、自分たちにのしかかるなにかのように思えて身み震ぶるいした。

「ここの鉄火場の、火が落ちようとしているよお」

　人ひと気けのない静かな建物の中で、ウェランドの小さな声が妙みように響ひびいたのだった。
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　クースラとウェランドの二人は、市場の露ろ店てんでやや遅おそめの昼飯を調達してから工こう房ぼうに戻もどった。ニンニクと共に焼いた豚ぶたの塩しお漬づけ肉にくと、木の皮で包んで蒸むし焼やきにした大きな鰯いわしを三尾びに、焼きたてのパンと、皮かわ袋ぶくろいっぱいの葡ぶ萄どう酒しゆ。パンと鰯は言われたとおりに工房の前に座り込んで暇ひまそうにしていた少年に、銀貨と一いつ緒しよに一つずつくれてやった。少年は無言で受け取り礼の一つも言わなかったが、警けい戒かいすることもなくその場でかぶりついていた。

　飯をよく食う少年は、なぜか無愛想なほうが愛あい嬌きようがある。

　クースラはそんなことを思いながら、テーブルの上に置かれた鰯を前に、お祈いのりを捧ささげていつまでも食べようとしないフェネシスを見て、思う。

　いちいちからかいたくなる奴やつだ、と。

「で、どうするんだ？」

　クースラは短たん剣けんでパンに切れ込みを入れて、手のひらと同じくらいの分厚さがある塩漬け肉を挟はさみながら言った。強きよう烈れつなニンニクと脂あぶらの匂においに、目を閉じて祈りを捧げていたフェネシスの耳が、片方だけ不ふ機き嫌げんそうによじれていた。

「あのオトリスにおもねるのか？」

　クースラが言うと、ウェランドは疲つかれたような目をクースラに向け、クースラと同じようにパンに切れ込みを入れようとしていたナイフをずくりとパンに突つき刺さした。

「無む駄だなことはしない主義だよお」

「……まあな。ありゃあ駄だ目めだ。殺すつもりがあるならともかく」

「俺たちは、やっぱり騎き士し団の手のひらの上の存在なんだねえ」

　ウェランドは言って、パンにナイフを突つき立てたまま引き抜ぬこうともせず、両手を頭の後ろで組んで天てん井じようを仰あおぐ。飯のことなどどうでもよさそうだ。

　そして、実際に今クースラたちの頭を悩なやませているのは、生きる糧かてに関するという意味では、目の前の飯よりも重要なことだった。

「アザミの紋もん章しようの話は、確かなことなのか？」

　クースラが尋たずねると、天井を仰いで目を閉じていたウェランドは、そのままの姿勢で答える。

「まず間ま違ちがいないね。南のツェラノダ公国からの中ちゆう継けい点の町で、でかい宿が一軒けん借り切られていて、軒のき先さきにはアザミの紋章が飾かざられていたというからねえ……。俺が奪うばってきた書しよ籍せきも、そういうことかと納なつ得とくしたよお。新しい工こう房ぼうを作るから、北に向かって出荷するんだあね」

　奪ってきた、ということをあっさり認めたことには触ふれず、クースラは聞き返す。

「話の内容じゃなくて、確度だよ」

　クースラが言うと、ウェランドは少し嫌いやそうな顔をして、言った。

「俺は夜になると鳥と会話ができるからねえ」

　クースラは、やはり、とため息をつく。

　夜になると鳥と会話ができるというのは、商売女から聞いた、ということなのだろうから。

「アザミの紋章は間違いなくこの町を目指している……。そして、連中の目的地はここではなく、もっと北だろうねえ……」

「もっと北……といっても、目的地は一つしかないよな」

「うん」

　ウェランドは言って、手をほどくと、姿勢を戻もどした。

「異教徒最大の鉱山町、カザン。陥かん落らくの噂うわさはちょくちょくあったからねえ。いよいよ決着がつくんだろう」

「カザンか……」

　クースラはため息交じりにそう言った。

　頭の中を駆かけ巡めぐることがあまりにも多い。考えるべきことがたくさんあった。

　そんな折、ふと、冷めた鰯いわしを前にフェネシスの手が止まっていることに気がついた。一いつ瞬しゆん、見えない会話を目の前でされてすねているのかとも思ったが、その顔は不満ではなく、明らかに不安そうだった。

　騎士団に拾われる前は、一族ともども町から町へと放ほう浪ろうし、迫はく害がいされ、ついにはたった一人にまでなってしまったようなフェネシスだ。言葉がわからない、というのは、誰だれが敵で誰が味方かわからない、ということと同じであり、それは会話であっても変わらないだろう。

　そう思い始めると、不安そうなのに無理に会話に入ろうとせず、再び小さな手で鰯の小骨を取りのけ始めた姿が、腹立たしいくらいいじらしかった。

　不安なら口に出せ。「自分」を守るために行動しろ。

　クースラはパンにかぶりつき、肉ごと噛かみちぎってから、言った。

「雇やとい主ぬしに嵌はめられたんだよ」

　しかし、フェネシスは意地っ張りだから、気き遣づかうように言えば無関心を装よそおうだろう。

　なので、素っ気なさを演出するために歯に挟はさまった筋を取りながら言った。

「この町は異教徒との戦いの最前線で、経費は使い放題、研究はやりたい放題。俺たちのような若い錬れん金きん術じゆつ師が来れるような場所じゃあなかった。だが、前任の錬金術師が不可解な死に方をしたから、ここに来る奴やつはまた殺されるかもしれない。その危険を受け入れる覚かく悟ごがあるなら、来ればいい。そういう、話だった」

　塩しお漬づけ肉にくはうまいが、喉のどが渇かわく。

　指についた脂あぶらを舐なめつつ、皮かわ袋ぶくろから直接葡ぶ萄どう酒しゆを飲む。

「だが、実は前任の錬金術師を殺したのは身内であり、しかも私利私欲の上でのこと。俺たちは見事その犯人をつり上げたわけで、これで晴れて自由を満まん喫きつできる。そう思っていた」

　フェネシスは相あい槌づちの一つも打たないが、鰯いわしを食べる手を止めて、クースラのことを見つめていた。

「ところがどっこい、騎き士し団はやっぱりそんなに甘くない。ここは遠からず、なにもかもが許される戦場の最前線ではなくなる予定だったわけだ。ここからさらに北に行ったところに、異教徒が根ね城じろにする最大の砦とりでといわれるカザンの町がある。そこを征せい服ふくし、拠きよ点てんにできれば、最後の制せい圧あつ戦は間ま違ちがいなくそこが最前線になる。つまり、鉄火場はカザンの町に移り、こっちの炉ろからは火が消えるわけだ」

　そして、戦いくさの最前線でなくなれば、後にやってくるのはなんだ？

　それは、秩ちつ序じよという重いくびきだ。

「さっき、本来納入されるはずだった鉱石が見送られていることに、苦情を出しに行った。だが、予算がないので応こたえられないのだ、と一いつ蹴しゆうされた。つまり俺たちは、殺されるかもしれない危険を冒おかしてやってきたのに、俺たちが報ほう酬しゆうとして夢見た理想の工こう房ぼうは、まがい物だったってわけだ」

「……」

「それで、この先どうしようって話なわけだ……なあ？」

　クースラがウェランドを見ると、ウェランドは椅い子すに座ったまま居い眠ねむりでもするかのようにうつむいていた。

　パンはナイフで何度も刺さされて、ぼろぼろになっている。

　必死にあれこれ考えているのだろう。

「……」

　ウェランドはクースラの振ふりにも答えない。

　クースラは肩かたをすくめて、フェネシスに言った。

「このままここにいても、つまらない仕事に従事させられるだけだからな。そうやって年老いていくのは耐たえられない」

「で、でも」

　と、フェネシスはおずおずと口を挟はさむ。

「実験は……たくさん、できるのでは？」

　ただ生き延びるためだけに町から町へ逃にげまどい、挙あげ句くに修道院で籠かごの鳥。

　終しまいには呪のろいの道具として使われていたフェネシスからすれば、錬れん金きん術じゆつ師の待たい遇ぐうはさほど悪いものには見えないだろう。

「もちろん、ここでも水が石を穿うがつように研究はできるだろう。だが、お前が以前に言ったほど、錬金術師は自由じゃない」

「……え？」

　気弱そうだった顔の眉まゆ根ねに皺しわが寄る。クースラがフェネシスをいじりたくなるのは、たまに気の強そうなところを見せるからだ。

「あなたたちは……とても自由に見えますが……」

「ふん。籠の大きさの問題だな」

　クースラは葡ぶ萄どう酒しゆを飲み、げっぷをする。

「町の中ではそれなりに自由に振る舞まえる。だが、俺たちに市し壁へきを越こえる自由はない。俺たちの財産とは、この頭の中の知識そのものだからな。よその土地に行って騎き士し団の不利になるような知識を広めることが容易にできてしまうから、錬金術師が町の外に出ることについて騎士団は恐おそろしく厳しい。ふらりと外に出るなんてのは絶対に許されないことだ。だから、世の広さを知っているという意味では、お前のほうが俺たちよりも物知りかもな」

　クースラが少し自じ嘲ちよう交じりの眼まな差ざしをフェネシスに向けると、フェネシスは明らかに戸と惑まどっていた。クースラにはからかわれ、馬ば鹿かにされてばかりいたので、どう返事をすればいいのかわからないのだろう。

「錬金術師は、その町で与あたえられた仕事をこなし、少しずつ信用を得ていく。やがて大きな町か、活気に満ちた町に配属され、そうやって研究の幅はばを広げたり、触ふれることのできる知識を増やしていく。要するに、俺たちの運命とは、配属されている町に縛しばられる。小さな町なら小さな人生を。大きな町なら大きな人生を。刺し激げきに満ちた町なら……刺激に満ちた人生ってな具合にな」

　フェネシスはそんなこと思いもしなかった、とばかりにクースラを見つめている。

　クースラ自身、町の中で横暴に振る舞っていると、たまにそのことを忘れてしまう。

　だが、いざ本当に自由になにかを為なしたいと思った時に、現実を思い知らされる。

「だから、このグルベッティの町に来るなんてのは本当に奇き跡せきのようなことだと思ったものだ。それが、このざまだからな」

　餌えさをちらつかせて働かせ、結局取り上げてしまう、なんてよくあることだ。

　錬れん金きん術じゆつ師は結局騎き士し団に隷れい属ぞくする立場であり、決して対等な関係にはない。

「ただ、今回のことにはどうしても簡単に諦あきらめきれない理由があってな」

「え？」

　クースラの言葉に、フェネシスは緑色の目をくりくりとさせていた。

　クースラとウェランドが、今回のことを仕方のないことだ、と諦めきれない大きな理由。

　それは、アザミの紋もん章しようがこの町にやってくる、というウェランドの情報が、この工こう房ぼうが遠からずクラジウス騎士団にとって重要でなくなることを示す確実な証しよう拠こである一方、暗くら闇やみの中で兆きざした曙しよ光こうでもあったためだ。

　アザミの紋章とは、陥かん落らくさせた町の治安維い持じと復興を担になう部隊のことであり、そして、町の復興とは騎士だけで行うものではない。商人、農民、職人も揃そろって初めて一つの町たりうる。つまり、アザミの紋章は、異教徒が一いつ掃そうされた後に、町を再生させるための必要な人員を引き連れて北上することになる。

　要するに、新天地への移住集団というわけだ。

　しかも、行き先は異教徒最大の鉱山町といわれるカザンなのだ。そこには異教徒たちの中で培つちかわれてきた、未知の冶や金きんの技術があるはずだった。新しい技術と新しい知識があり、自分たちがそれまで夢としか考えていなかったようなことを実現する、重要な手がかりが得られる可能性もあった。それらは、決して大おお袈げ裟さな話ではない。

　なぜなら、今、自分の目の前にいる者はなんだ？　と問うてみればいい。

　ちょっと前までは伝説か、よくて迷信だと思うしかなかったフェネシスがいる。

　ならば、異教の地には、本当にとんでもないものがあるかもしれない。

　だが、クースラやウェランドには、自分たちには錬金術師としての腕うでがある、という自信がありながらも、それを納なつ得とくさせるだけの大きな実績がなかった。

　結局、実績とは信用の積み重ねであり、信用とは時間の積み重ねである。着実に、一つ一つ、時間をかけて積み重ねていくほかない。

　理り不ふ尽じんなのは、好機というものが時を選ばないことだ。まだ準備不足の段階で、一生に一度の好機がやってきてしまうことだってたくさんある。

　それに、カザンの町にとんでもない知識や技術があったとしても、吟ぎん味み取り調べの後にそれらが危険な技術だとして封ふう印いんされてしまう可能性だって少なくなかった。騎士団の宝ほう物もつ庫この奥深くに封印されれば、もう二度と日の目を見ないかもしれない。そうなる前にその手の技術に触ふれられるのは、真っ先に入植できた者たちだけだろう。

　クースラは椅い子すから立ち上がる。

　こういう時の錬れん金きん術じゆつ師は、誰だれであろうとこう考える。

　じっとしていても仕方がない。

　自分にできることをするまでだ。

　クースラは、ウェランドに声をかけた。

「思いつくことを片かたっ端ぱしから試ためしていこう」

　すると、ウェランドもがばっと顔を上げて、椅い子すから立ち上がる。

「たまにはいいこと言うよお」

「たまには？」

　クースラが聞き返しても、ウェランドは返事を寄よ越こさない。ずたぼろのパンをひっ掴つかむと、歩きながら口に詰つめ込んでいた。もうほかのことなど考えられないといった体ていで階下に下りていくウェランドには、さすがのクースラもやや呆あきれてしまう。

　フェネシスも同じらしく、ウェランドの思い切りの良さに呆あつ気けに取られているようだった。

　とはいえ、クースラもまごまごしているつもりはない。さっさと飯を切り上げてそちらに行くかと残ったパンを口に詰め込もうとして、気がつくことがあった。

「ああ、そうだ。飯食って片づけたら、お前も下に来いよ」

「え？　私が、ですか？」

　どうして？　と心底きょとんとしていた。

　案の定、という感じだったが、クースラは口の中に苦味が広がるように顔をしかめていた。

　フェネシスはそれにおどおどしていたが、クースラは遠えん慮りよのない一言を口にした。

「当たり前だろ？　それともなにか？　黙だまって新しい町について来い、と言われたら黙ってついて来るのか？　お前は、飼かい犬いぬや飼い猫ねこなのか？」

　苛いら立だちを込めてフェネシスを睨にらみつけると、フェネシスはそれでようやく自分がなにを言われているのか理解したらしい。

　自分の行く末に関かかわることなのに、自分から関わろうとはまったく思わない。

　もう、そんなことはとっくに諦あきらめていると言わんばかりに。

「灰はい吹ふき法ほうの時に言っただろうが。自分のことをもっと考えろ。そうすれば、嫌いやなこと、従いたくないこと、嫌だが従ったほうが得であるだろうこと、その他諸もろ々もろが見えてくるはずだ」

　クースラの言葉に、フェネシスは戸と惑まどっている。唯い々い諾だく々だくと理り不ふ尽じんな運命に従うことには慣れていても、それに少しは反はん抗こうしろ、と言われるのは初めてのことに違ちがいない。クースラだってこんなことを他人に言うのは初めてだ。

「もっと手を伸のばせ。赤あか子ごだってそうするぞ」

　クースラがわざと蔑さげすむように睨にらみつけていると、フェネシスは上下の感覚がなくなったかのようにおぼつかない様子で、小さく言った。

「……は……はい……」

「さっさとしろよ」

　クースラはふいと視線を逸そらし、そう言った。

　フェネシスはすぐに返事をしようとしたが、何度も言葉につっかえて、ようやく言う。

「……はい」

「ふん」

　クースラは椅い子すから立ち上がり、先に下の作業場に下りて行った。

　階段を下り際ぎわに、フェネシスをちらりと横目に見る。必死に食事をすませようとしながらも、どこか現実感がなさそうだった。

　出てきたのは、ため息ばかり。

　道のりは長そうだった。







　できることをやると言っておきながら、具体的なところを改めて確かく認にんしてみると、やはりそこにあるのは現実なのだ。

「真っ先に候補に挙がるのが、鉄の製せい錬れんか」

「一番利益になるからねえ」

　フェネシスが上の片づけをして下りてくる頃ころには、すでに議論が行ゆき詰づまりを見せていた。

「なら、その大おお本もと」

「ああん？　山やま師しと組んでの鉱山の探たん索さくかあ……当たればでかいけどよお」

　一日中山を歩き回り、生えている木や、土の色から地面の下に埋うまるものを探し当てる。熊くまや狼おおかみに怯おびえ、朝に食べようと思っていた晩飯の残りを狐きつねや鳥に荒あらされ、遭そう難なんや滑かつ落らくで簡単に命を落とし、それで多少とも採算の取れる鉱山を探し当てられるような奴やつは、千人に一人といわれている。

　だが、当たればでかい。

　クースラは金山や銀山を探し当てた連中の話を思い出すが、出てくるのはため息ばかりだ。

　フェネシスはそんなクースラやウェランドの様子に、自分がどう声をかけていいものか量はかりかねたのだろう。作業台の側そばには近寄らず、棚たなの前に置かれていた長持ちの上に腰こし掛かけていた。

　クースラはフェネシスを見て、少し笑いそうになる。あえて狙ねらったわけではないだろうが、フェネシスが座ったのは水すい晶しようや玉ぎよくなどの貴石が並ぶ棚の前。そのエメラルドみたいな双そう眸ぼうも相まって、そうしていると精せい巧こうに作られた人形のように見えたのだ。

「現実味がないな」

　フェネシスの見た目と引ひっ掛かけて言ったが、その後に続くのは笑い事ではない。

「やっぱり、前任者のトーマスの鉄を再現するしかないのか？」

　すると、珍めずらしくウェランドが渋じゆう面めんを作る。

「散々試ためしたけど、まったくわからないよお……」

　冶や金きんに関しては岩よりも頑がん固こなウェランドが弱よわ音ねを吐はく。

　トーマスと自分との腕うでの差が、実験すればするほどわかってしまうのだろう。

　トーマスは実力で最前線の賑にぎやかな町に配属されるような錬れん金きん術じゆつ師だ。たぶん、生きていればカザンの町へも配属されたはず。

　やはり、そのトーマスを私利私欲のために暗殺したポーストには怒いかりを覚えるが、彼は彼で己おのれの欲望に忠実な男だった。錬金術師として、クースラもそういうところには一定の評価をしてしまうので、なんともいえないところがあった。

「もう一度この建物をくまなく探してみるか？　どこかにトーマスが製錬の仕方を残しているかもしれない」

　暗殺されたトーマス・ブランケットは、この工こう房ぼうで、信じがたいほど純じゆん粋すいな鉄を作り出していた。そして、彼は鉄の製錬方法らしきものを羊皮紙に残していたのだが、生あい憎にくと暗号で記されていた。

　クースラたちはぎりぎりのところまで解読を進めていたのだが、それはトーマスを暗殺したポーストによって、灰にされた。

　ただ、錬金術師が自分の研究結果を工房のどこかに残すのはよくあること。クースラとウェランドは煤すすだらけになりながら天てん井じようの梁はりの裏側がわまで調べ尽つくしたが、出てこなかった。

　鉄は人々の生活の根幹を支える重要な金属だから、その質を上げることができれば莫ばく大だいな収益に直結する。そういった実績一つあれば、もう少し騎き士し団上層部の覚えもよくなるはず。

　なのだが。

「合ごう金きんに挑ちよう戦せんしてみるか？　北から銅が運ばれてくることがあるだろ」

「真しん鍮ちゆうみたいなまったく新しい金属を開発できればねえ……」

「合金を作るのはともかく、それがなんの役に立つのかってのもあるからな」

「うう～む……」

　やはり、一いつ足そく飛とびに成果を上げるなど、そう簡単なことではない。

　なにせ、別に普ふ段だんから気を抜ぬいているわけではないのだから、なにか手て柄がらを得られる方法があればとっくに上げている。

　クースラは考え、あまり言いたくもないが、こう言わざるを得ない。

「正せい攻こう法ほうで、直じき訴そしたらどうだ」

「……」

　ウェランドは、死んだような目をクースラに向ける。

　馬ば鹿かにされたようでクースラは鼻はな白じろむが、つまらない見み栄えや意地だけで潰つぶしていいような選せん択たく肢しではない。

「オトリスがまともに取り合うとは思えないが、アザミの紋もん章しようの連中に直じか談だん判ぱんしたらわからないだろ」

「ふん」

「それとも、荷物を持って勝手について行くかな」

　クースラが頭の後ろで手を組んで、天てん井じようを眺ながめながらそう言うと、ウェランドがこんなことを言う。

「ウルちゃんをどうするつもりだよお」

「あ？」

　クースラが視線を戻もどすと、ちょうどフェネシスが視界に入る。貴石の並ぶ棚たなの前で、精せい巧こうな人形のようにおとなしく話を聞いていたフェネシスは、突とつ然ぜん自分を話題に出されて身をすくめていた。

「俺たちは自分一人くらいなら、厩うまやの藁わらで寝ねて、職人連中を手伝って食くい扶ぶ持ちくらい稼かせげるけどよお、ウルちゃんがいたらそれは無理だろう？」

「いや、そうだ、が」

　クースラが口ごもっていると、ウェランドはため息をついて言う。

「クースラが、ウルちゃんを聖歌隊に返すなら、なにも言わないけどねえ？」

「っ」

　息を飲んだのは、フェネシスだ。

　聖歌隊とは、名前こそ教会でのんびり賛美歌を歌う聖歌隊と一いつ緒しよだが、実際は騎き士し団の中でも特に信しん仰こうを盾たてに人殺しを厭いとわない狂きよう信しん者の群れ。フェネシスはそこで手て駒ごまとして扱あつかわれ、この工こう房ぼうに送り込まれて来た。

　それを逆に引き取ったのが、クースラだった。

「守るものがあると、それだけ身軽ではなくなるよお。それを悪いことだとは言わないけれど」

　あまり関心もなさそうに喋しやべるウェランドと対照的に、フェネシスは急に冷水を浴びせられたような顔をしていた。フェネシスが闇やみ雲くもにでも望むことは、とにかく自分を受け入れてくれる場所を見つけることだった。

　まだフェネシスの内側がわは不安定な状じよう況きようなのだ。

　ウェランドの発言は、捨ておけない。

「こいつを聖歌隊に返すつもりはない。けど、お前、いきなりなにを──」

　クースラが言いかけると、ウェランドの視線がひょいとクースラから逸それた。

　つい、釣つられてその視線を追いかけると、戸棚の前のフェネシスがいた。

　目を見開いているその頬ほおが赤いのは、誰だれが見たって一いち目もく瞭りよう然ぜんなほど。

　クースラは、ウェランドを見る。

　ウェランドはクースラを見てうっすら笑っている。

　その瞬しゆん間かん、クースラはウェランドの目的にようやく気がついた。

「それなら、騎き士し団から正式に随ずい行こうの許可を貰もらわないとねえ」

　ニヤニヤ笑いながら言うウェランドに、クースラは呆あきれてため息をつく。

　子供のからかいか、と。

　ただ、フェネシスの反応を見ると、ちょっと思うところもある。素す直なおに惚ほれさせたらフェネシスが見失っている「自分」の問題はうまく解決するだろうか、と。

　なにせ、好きという感情は、その対象が人だろうが物だろうが場所だろうが、強力な目的意識を形作る。もっとも、そうしたところで今のフェネシスでは依い存ぞんの対象が替かわるだけで、根本的な解決策ではないか、とも思う。フェネシスは、もっと根本から変わるべきなのだ。

　それこそ、自らの手で、きちんとなにかを掴つかみ取れるくらいに。

「……なんにせよ、地道に行くしかないだろ」

「ふぅん？」

　からかいを取り合わず言うクースラに、ウェランドは少し意外な顔をしている。

　クースラは大きく息を吸って、続けた。

「カザンの町に行った時、必要とされるような技術はなにか。まずはそこから探さぐろう」

　ウェランドはなにか考えるようにクースラを見た後、面めん倒どうそうに言った。

「多分鉄だろうけどねえー」

　ウェランドはやる気なさそうに言うが、本当に興味がないと返事すらしない。

「で、どうするんだよお？」

　尋たずねてくるウェランドに、クースラは錬れん金きん術じゆつ師の極ごく意いを答えていた。

「わからないことは、聞きに行くまでだ」







　王や貴族、あるいはクラジウス騎士団といった権力者たちは、伊だ達てや酔すい狂きようで錬金術師に庇ひ護ごを与あたえているわけではない。彼らには解決すべき問題があり、錬金術師たちにはそれを解く動機がある。どこまでいっても損得の関係であって、それ以外のなにかではない。

　だとすれば、彼らに気に入られようと思えば、その希望に沿って行動する必要があり、カザンの町への入植になんとか潜もぐり込もうと思えば、その入植に沿った働きができると証明できなければならない。

　幸いなことといえば、騎士団にこびへつらわなければならない反面、連中の格というものを容易に利用できるところだろう。畏おそれ多くもこのことは大領主様の望むことである云うん々ぬんと言えば、大たい抵ていの場所で好き放題できる。

　錬金術師にふてぶてしい者が多いのは、もともとそういう性格の連中が多い一方、利用できる権けん威いが並外れているせいもあった。

「あ、は、ええ、こちらは北方からの品でございます」

　しきりに汗あせを拭ふいているのは、太っているわけでもないのに妙みように頬ほお肉にくのたるんだ中年の男だった。グルベッティを拠きよ点てんとする中ちゆう堅けん商会の人間で、クースラは商会の倉庫を案内してもらっていた。

　物であふれる場所というのは工こう房ぼうで見慣れているつもりでも、商会の倉庫というのは錬れん金きん術じゆつ師の工房よりも雑然としていた。とにかく統一感がない。山ほどのたまねぎの横に毛皮がうずたかく積み上げられ、仕上げを待つばかりの衣服の山が酒さか樽だるの上に乗っかっている。鼻をひくつかせても、香こう辛しん料りようのような匂においから、動物的な匂いに、嗅かぎ慣れた硫黄いおうの匂いが混ざったりする。

　ただ、案内の男はこの倉庫の中でも大して迷わないのだから、商人なりのなんらかの分類の仕方があるのだろう、とクースラは考える。

　そして、そのクースラは主に北方から運び込まれる鉱石や金属類を見せてもらっているのだが、商会の男はクースラの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに固かた唾ずを飲んでいる。

　別に、錬金術師が銅鉱石や銀鉱石、錫すずのインゴットや粗そ鉄てつを見て回ることそのものは珍めずらしくない。錬金術師が自身の目で見て、手で触ふれて実験の材料を手に入れることは、とても普ふ通つうのことだからだ。

　だが、今回のことがやや特別なのは、クースラにはおまけがいたからだろう。後ろにぴったりくっついていて、なんらかの鉱石が出てくるたびに分厚い書籍を開いている奴やつだ。

　鹿しか革がわの立派な装丁が施ほどこされた本を抱かかえているのは、ほかならぬフェネシスで、もちろん格好はいつもの修道女のそれ。

　商会の人間は、クースラ以上に、フェネシスのほうをおどおどと見つめていた。

　錬金術師を案内人にした、抜ぬき打うちの異い端たん審しん問もん。

　たぶん、そう思われているはず。

　ただ、そう勘かん違ちがいしているのならさせておいたほうがいい。仕事がやりやすくなる。

　クースラは商会の男を半ば脅おどすようにして、商売上の秘密もなにもなく、倉庫の品を検あらためていく。それが、とある木箱の中身に少しだけ驚おどろいた。

「輝き安あん鉱こう？」

　今朝方、オトリスに却きやつ下かされたのが、ほかならぬ輝安鉱だった。

「え？　あ、は、はいっ、あの……」

　商会の男が回らない舌を飲み込むかのように固唾を飲み込んでから、言葉を続けた。

「こ、こちらは豚ぶたの肥育に使われるものでして、えっと、その……」

　そう言って、視線はフェネシスに向けられている。

　フェネシスは重そうに小こ脇わきに抱えている本の項こうを探し、目当てのものを見つけると、本に書かれた内容と現物とを見比べている。

　勉強熱心で真しん剣けんそのものだから、傍はたから見たら余計に異い端たん審しん問もんに見えるだろう。

　その間、商会の男の顔色は青を通り越こして粘ねん土ど色になっていた。

　輝き安あん鉱こうは、発見、精製したのが修道士という、ちょっと珍めずらしい鉱石だ。ただ、別名〝聖職者殺し〟として知られ、毒物としても使える。この別名は、本来家か畜ちくの肥育剤ざいとして使われていた輝安鉱を、体調の優すぐれなかった聖職者が口にしたところたちまち死んでしまった、という伝説からきている。

　たぶん、それは本当のことだろう。

　輝安鉱の薬品的な使い方は、吐と剤ざいだからだ。

「これは、どこから？」

「は、はいっ、これは……ビヨルド……を経由して……カザン、から、のようです……」

　帳ちよう簿ぼをめくり、最後に、窺うかがうような上うわ目め遣づかい。

　クースラは鼻を鳴らし、腕うで組ぐみをして顎あごを撫なでる。

　カザンには輝安鉱もあるのか、と。

「刀とう剣けん類を見せてもらってもいいか。向こうからの輸入品があるだろう？」

「は？　あ、はい、もちろんですっ」

　男はそう言って、クースラたちを倉庫のさらに奥深くへと案内していった。

　男の後ろをクースラが歩き、さらにその後ろをフェネシスが歩く。裾すその長い例の真っ白い修道服を着ているうえに、休きゆう憩けいを挾はさんだとはいえ灰はい吹ふき法ほうの疲つかれが残っている。

　重い本を抱かかえている姿は頼たよりなく、どこかふらふらしている。

　目の前で玩具おもちやを揺ゆらされる猫ねこというのはこういう気分なのだろう、とクースラはフェネシスを見て思う。よたよた、ふらふらとしている頼りない華きや奢しやな体は、手を伸のばしてどうにかしてやりたくなる。

「こちらになりますが……その、騎き士し団と、教会の双そう方ほうから輸入許可を……」

　と、今まさに戦争中の、ほかならぬ異教の地からの輸入に対する男の説明を、クースラはほとんど聞いてはいない。たとえ戦いくさをしていたって、利益になるのであればなんだってするのが商人だとクースラは知っているし、それは自分たちのマグダラの観念に近い。

　なので、クースラは説明を聞き流しながら早さつ速そく剣を一ひと振ふり抜ぬいてみた。うっすらと蒼あおい刀身は、鉄のしなやかさを示している。
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「良い鉄だな」

「お、恐おそれ入ります……」

「問題は、この良い鉄をどうやって作っているか、だ」

　クースラは剣を収め、その音にも聞き惚ほれる。職人の腕もいい。

「鉱石の質か、あるいは、添てん加か物ぶつか」

「添加物、ですか？」

　そう尋たずねたのは商会の男。

　商あきないに直結することだと思ったのか、ほとんど反射的に口から質問が出ていた。

「輝き安あん鉱こうは、聖人を殺したり豚ぶたをでかくしたりする以外にも使い道がある」

　クースラが言うと、すぐ側そばに控ひかえているフェネシスの雰ふん囲い気きが少し硬かたくなったのがわかった。からかったり意地悪するつもりがなくても、癖くせで選ぶ語ご彙いがつい冒ぼう涜とく的になる。

「精製した輝安鉱は、金属と混ざりやすい性質がある。金、銀、銅、錫すず、ほぼあらゆるものと混ざる。そして、適量を混ぜると、金属の軟やわらかさが下がり、硬こう度どが増す。輝安鉱が採れるなら、たぶん、カザンの職人は最適な分量で混ぜ込んでいるはずだ」

「はあ……つ、つまり」

　と、珍めずらしく商会の男が能動的に口を開く。

「鉄の質の変化は、その他の鉱石の流通具合によっても左右される可能性があると」

　頭の回る奴やつらしい。

　クースラはにやりと笑って、剣けんを返した。

「仮に製法が秘密でも、材料の買い付けまでは秘密にできないからな。注意深く帳ちよう簿ぼを見ていれば、どこの工こう房ぼうがどんな添てん加か物ぶつで金属を製せい錬れんしているかわかるはずだし、ある町の金属の質がどうなるかも、町を出入りする物資の流通量である程度わかる。たとえば、輝安鉱の流通が途と絶だえたりすれば、間ま違ちがいなく品質に影えい響きようするだろう」

　商会の男は、まるで仕事を覚えたての小こ僧ぞうのように深くうなずいている。

「もっとも、その手のことは職人たちも必死に色々な手立てで隠かくすから、もしも気がつけたら幸運だ」

　クースラはそこまで言って、感心している男の肩かたに手を回す。

　その瞬しゆん間かん、男はようやくクースラが錬れん金きん術じゆつ師であることを思い出したらしい。

「そして、幸運はなるべく人と分かち合うべきだ。そう思うだろう？」

　商会の男は、クースラに肩を組まれ顔を覗のぞき込まれ、唇くちびるがひん曲がるほど固く閉じた後、こう言った。

「も、もちろんですとも……」

　卑ひ屈くつそうな笑えみに、クースラは満足して、手を離はなす。

「なら、俺が見たいものもわかるな？」

　クースラの笑みに、商会の男はなんとか口こう角かくをつり上げようとしていたが、失敗していた。

　しかも、なにかを言いたそうにしたまま、動かない。

　クースラは怪け訝げんに思ってから、「ああ」と言った。

「ここがどれだけ儲もうけているかには興味がない。もしもそれが目当てなら、もっと行くべき場所がある」

　徴ちよう税ぜいのための内ない偵ていではない、と知らせてやる。

　もちろん信じるかどうかは相手次し第だいだが、商会の男は、クースラの言葉を信じて帳ちよう簿ぼを見せる危険より、疑いすぎて機き嫌げんを損そこねた時のことを重く見たようだ。

　ゆっくりとうなずき、「少々お待ちください」と言って回れ右をした。

　残されたクースラは、物であふれすぎている場所特有の、どこか埃ほこり臭くさい匂においに鼻をすんと鳴らし、藁わら束たばがはみ出た木箱のふたを指で突つついて開ける。中には手のひら大の金色の林りん檎ごがいくつも入っていた。湯ゆ煎せんして芯しんまで温めてから、机の上に置いて書き物の際に手を温めるための道具だ。一つを手に取って、鋳ちゆう造ぞうの見事さに唸うなっていると、ふと、後ろで小さく息を飲むような音がした。ほかに誰だれがいるわけでもなく、フェネシスが後ろから覗き込んでいた。

「純金じゃない。鍍金めつきだな」

「……？」

「鍍金は……ああ、鍍金についても教えないとならないか……」

　クースラが面めん倒どうくさそうに言うと、大きな本を両腕うでで抱かかえるようにしていたフェネシスはやや早口に言った。

「本で読んで、実験します」

　今は知らないけれど、すぐに身につけてみせる。

　鼻っ柱の強い、頼たよりになる発言といえるだろう。

「はっ」

　しかし、クースラが鼻で笑うと、フェネシスは一いつ瞬しゆん顔を険しくする。

　クースラは倉庫の中をぐるりと見回して、最後にフェネシスのところで視線を止めると、怯ひるむフェネシスの鼻をつまんで左右に振ふってやった。

「ふあっ!?　あ、あふぁお！」

「俺はなんと言った？　鏡で光を当てられた犬みたいな反応をするな」

　最後に大きく振って手を離はなすと、涙なみだ目めになったフェネシスが鼻を押さえながら睨にらみつけてくる。

「鍍金めつきにも色々種類があるが、たとえば金の鍍金には水銀を使う。水銀は便利だが、使うといつだってろくなことにならない」

「……」

「そして、そういうことが常に書物に書いてあるわけではない。書物を読んだだけですべてがわかったと思うのは馬ば鹿かの証あかしだし、からかいに動物みたいな反応して短たん絡らく的な思考をするのはもっと馬鹿だ」

「……」

　鼻を押さえるフェネシスが泣きそうなのは、鼻が痛いからではないだろう。

「曲がっちゃいない。可か愛わいらしいままでございますよ」

　クースラがなんの感情もこめずに言うと、フェネシスはもちろん馬鹿にされているのだと気づく。

　ただ、馬鹿にされているのであれば泣くなんて言ごん語ご道どう断だんのこと。

　フェネシスはそれを手がかりに、気き丈じようにぷいっとそっぽを向く。

　クースラがため息をつくのは、フェネシスの胸中があまりに簡単に読めるからではない。

　人とのやり取りに際して、浅あさ瀬せに打ち上げられた魚みたいにもがいているのがわかるからだ。

「ウェランドの言ったことを気にしてるんだろう？」

　その言葉に、フェネシスはたちまち体をすくませた。

　この世に居場所を求める呪のろわれた血筋の娘むすめ。

　ウェランドはちょっとからかうつもりで言ったのかもしれないが、自分のせいでクースラたちの動きが制約されていると言われたらどう思うだろうか。せめて多少でも役に立てるようになろうとか、いかにも思いそうなことだろう。

　事実、この商会に来る時も、フェネシスは妙みように意気込んでいた。どうして商会の人間が異い端たん審しん問もんなのではないかとびくびくしているのかといえば、間ま違ちがいなくフェネシスの真しん剣けんさのせいだったはず。

　クースラは視線を逸そらして小さくため息をつき、それから、視線を戻もどして言った。

「大前提として、俺はお前を手元に置いておきたかったから引き取った。それがわからないか？」

「……でも」

「それとも、安心するだけの証しよう拠こが欲しいって？」

「えっ──!?」

　フェネシスが我に返る頃ころには、その小さな体はクースラの腕うでの中。

　力を込めたら折れてしまいそうな細い腰こしに腕を回し、上からがぶりと食べるような姿勢でその目を覗のぞき込む。

「ん？」

　聞き返すと、そこでようやくなにをされかけているのか理解が追いついたらしい。

　フェネシスは泣き出す寸前の子供みたいに口をわなわなと震ふるわせて、それから本をクースラの顔に押しつけて、ぐいと押しのけた。

　殴なぐりはしないのか、と少し楽しく思いながら、クースラはあっさり解放してやった。

「あ、あなたは……あなたは、最低です！」

　戸と惑まどいと混乱。頬ほおの赤さは羞しゆう恥ち心しんか、それとも別のなにかか。

　しかし、クースラは顔を赤くして必死に体てい裁さいを取り繕つくろおうとするフェネシスの、抱だき寄せられる一いつ瞬しゆんに垣かい間ま見みせたどこか期待するような顔を見逃のがさなかった。

　一人で生きていくことなどとてもできず、ついには自分すら見失ってしまった小さな少女は、生きるために確たるものが狂くるおしいほどに欲しいのだ。その望みは、倫りん理りも理性も飛び越こえて、誰だれかにすべてを委ゆだねてしまいたいという衝しよう動どうとして胸の内に巣す食くっているはずだ。

　しかし、それはある意味、死んで楽になりたいと願うのと同じこと。

　だから、フェネシスがきちんと抵てい抗こうしてくれて、クースラは逆に嬉うれしかった。

　フェネシスには、やはり守りたい自分がうっすらとだが存在する。

　クースラは、そのフェネシスであればこそ、オリハルコンの剣けんを作るに値あたいすると思う。

「わかったわかった。そう怒るな」

「～～……」

「だが、一つ覚えておけ」

「っ、な、なんですか」

　怒いかりに任せて無視しようかと一瞬考えたのが見て取れたが、それができればフェネシスはもう少し楽に生きられるはず。

　クースラはどこか皮肉めいたものを感じながら、こう言った。

「俺は錬れん金きん術じゆつ師だ。最低の鉛なまりを、最高の金きんに変えることもできるだろう」

　フェネシスは一瞬呆あつ気けに取られ、それから、すぐに言い返す。

「な、鉛を金に変えるというのは正しくないはずです」

「ほう」

「た、正しくは、鉛には金がもともと入っている、のはずです」

　お前の弄ろうする言葉には騙だまされない。

　相変わらず子供の喧けん嘩かみたいな反応の仕方だが、友達なんていなかっただろうフェネシスは、喧嘩だってしたことがないかもしれない。そう考えると、こういうことの積み重ねで、少しずつフェネシスは自分の形がわかるかもしれないとも思う。

「だが、そうなると俺は本当に最低なのか？」

　もちろんそんな思おも惑わくは顔に出さず、いつものように、今から煙けむに巻いてやるんだぞ、とわかるように言ってやる。

「……え？」

「だって、金きんが含ふくまれているのだろう？」

「う？　え？」

「鉛なまりは最低だが、そこに金が含まれるのならば、それは最低なのか？　それとも最高なのか？」

　クースラの言葉に、フェネシスは口をぱくぱくさせて言葉に詰つまっている。

　ただ、にやにや笑うクースラに、なんでもいいからとにかく言い返そう、と必死だった。

　からかわれているとわかった時だけは、フェネシスはいつも元気がいい。

　物の形も、押さえつけられた時だけははっきりする。

　だから、フェネシスがハッとなにかに気がついた時には、うっかり顔を両手で挟はさみたくなるほど得意げな顔をしていた。

「で、ですが、すでに金を取り除かれた鉛なら、当然金はありません。そして、あなたがその鉛でないとは限らない」

　袋ふくろ小こう路じの中に追いつめられたと思ったら、意外な逃にげ道みちが見つかった。守るべき自分を守り通すことができた。

　フェネシスのほっとするような、でも得意げでもあるような顔が、面おも白しろくないわけがない。

　クースラは肩かたをすくめて、視線を倉庫の入り口に向けた。商会の男が、必死に手元の帳ちよう簿ぼ類を確かめながら倉庫に入って来る。一方のフェネシスは、クースラに悪戯いたずらされたせいでローブなどが乱れていないかを、神経質そうに点検していた。クースラは、そんなフェネシスの背中を、ぽんと軽く叩たたいた。

「その調子だ。油断するなよ」

　小さく言ってやると、動きを止めたフェネシスが呆あつ気けに取られたままこちらを見上げていた。

「ん？」

　聞き返すと、フェネシスは慌あわてて視線を逸そらし、動どう揺ようを隠かくそうとする。

　商会の男はフェネシスの様子に怪け訝げんそうな顔をしていたが、クースラに話しかけられると、対応で精いっぱいになってそれどころではなさそうだった。

　ただ、もちろんクースラは気がついていた。

　ぎりぎりまで水を入れた器うつわを突つついた時みたいに、フェネシスは目ま深ぶかに引いたローブの奥で、あふれるなにかが出てきそうな顔を、必死に隠かくし通そうとしていたのだった。







　商会から出る時には、小こ僧ぞうから主あるじまで、揃そろっての見送りとなった。

　賄わい賂ろというわけではなかろうが、土産みやげを持たされそうになったがさすがにそれは受け取らなかった。別に良心が咎とがめたとかいうわけではなく、商人とは極力関かかわり合いを避さけたほうがいいからだ。連中は錬れん金きん術じゆつ師と同じくらい相手の胸中を推おし量はかり、しかも、そこにつながりを得ることで生きる糧かてとする。フェネシスの例ではないが、誰だれかと関わりを持てば持つほど動きが鈍にぶくなるのは道理だろう。

　クースラはそういうわけで、商会が見えなくなってからようやく、服に付いた倉庫の埃ほこりを払はらっていた。

「思ったほど手がかりにならなかったな」

　足の裾すそも払い、体を起こして、晴れた冬の空に向かって首を曲げる。

　ごきり、と首の骨が鳴り、なんとか落ち着きを取り戻もどしていたフェネシスがちょっとびっくりしていた。

「つ、次はどうするんですか？」

「ん？」

　フェネシスがそんなことを聞いてくるとは予想していなかった。

　けれど、努力の表れだろうとはすぐにわかる。

　芽め吹ぶきかけているものを潰つぶさないように、態度には出さないが、言葉は慎しん重ちように選んだ。

「あの規模の商会で駄だ目めなら、ほかのところを回っても似たり寄ったりだろうな」

「じ、じゃあ」

　と、必死に言葉を継つごうとするのがいじらしい。

　だが、その後になにか出てくるわけもないと思ったので、フェネシスが落ち込む前に言葉を滑すべり込ませた。

「鍛か冶じ屋組合に行く。町で鍛冶作業をする職人の、ほぼすべての動向を把は握あくしているはずだからな。冶や金きんに関する情報も握にぎっているはずだ」

「な、なるほど？」

「もっとも、あまり期待はしていないが」

　その言葉には、フェネシスはややきょとんとしていた。

　嫌いやそうな顔で言ったからだろう。

「そう……なのですか？」

「まあな」

「はあ……」

　フェネシスは理解したようなしていないような顔をしていたが、もちろん理解などしていないだろう。

　そう思っていたら、不意にこう言った。

「確か、以前、職人の工こう房ぼうは危険な場所だと言っていましたね」

　大きな本を両腕うでで抱だき、それで胸の不安を押し潰つぶすかのように、真しん剣けんな面おも持もちで言った。

「わ、私はどうすればいいですか？」

　相手に聞いてばかりいるな、また卑ひ猥わいな言葉を言わされるぞ。

　そんな言葉を返せなくもないが、現段階のフェネシスなりの判断は、クースラに指示を仰あおぐのが賢けん明めい、ということらしい。

　クースラはうなずき、真ま面じ目めに答えてやった。

「おとなしくして、やり取りを聞いていろ。余計な口を挟はさまなかったら、それだけで及きゆう第だい点だ」

　最後ににやりと意地悪な笑えみをあからさまに浮かべてやると、真剣な顔で聞いていたフェネシスはぷっくり頬ほおを膨ふくらませた。

　驚おどろいたのは、そんなふうにむくれてから、すぐに肩かたの力を抜ぬいてこう言ったことだ。

「……わかりました。少なくとも……私は邪じや魔まになりたくありませんから」

　自分の立ち位置が少しだけ見えてきたのかもしれない。

　クースラが静かにうなずくと、それを見たフェネシスは、ちょっとだけ嬉うれしそうだった。

　そんなフェネシスをつれて、クースラはグルベッティの町の目抜き通りを歩いて行ったのだった。







　それから間もなくして、第二の目的地に着いた。

　クラジウス騎き士し団の輜し重ちよう隊が駐ちゆう屯とんする建物にほど近い、立派で、軒のき先さきには金かな槌づちをあしらった看板が掲かかげられた、鍛か冶じ屋組合だ。

「さて」

　クースラは雑ざつ踏とうの埃ほこりを軽く払はらってから中に入ろうとして、ふと気がついた。

　フェネシスがいない。

　そして、来たほうを向けば、フェネシスが大きな商会の壁かべに手を突ついて、よろよろと歩いていた。重そうな、ものすごく重そうな、錬れん金きん術じゆつの手て引びき書しよを片腕で支えながら。

「……」

　荒あらい息をつきながらも、クースラが自分のことを待っていると気がついたフェネシスは、必死な様子で小走りに駆かけて来た。

　細い両腕で大きな本を抱かかえているが、今にも落としそうで、事実、ずるずると支えきれないで何度も持ちなおしている。

　クースラは、つい先ほどの評価を胸中で取り消した。

「貸せ」

　言って、本を取る。一いつ瞬しゆん引っ掛かかったのは、フェネシスが大事な人形でも取られそうになったかのように抵てい抗こうしたからだ。

　しかし、フェネシスが本を取り返そうと前に出ようとした瞬間、クースラは左手の指をフェネシスの鼻に突つきつけていた。

「いらん見み栄えを張るな。頼たよる時は、きちんと誰だれかを頼れ」

　フェネシスはクースラの指の先を蜻蛉とんぼのように見つめ、それから、ゆっくりとクースラの顔に視線を向ける。ばつが悪そうだし、今にもフードの下に隠かくれてしまいたそうだった。

　けれども、怯おびえてはいなかったので、少しずつクースラの言いたいことが頭に染しみ込んでいるのかもしれない。

「まったく」

　クースラがそう言って、ため息をつきかけた瞬間のことだった。

「知らないものは知らないって言ってるだろ！」

　扉とびらの向こうから鋭するどい声が飛んできた。

「大体、あんたらはそんなことを知ってどうするつもりなんだ！　ええ!?」

　怒ど鳴なり声ごえの主は、声の感じからして若い娘むすめだ。クースラはそれで、この組合を束ねているのが、イリーネという年若い未み亡ぼう人じんだったことを思い出した。

　フェネシスが後ろで不安そうに身じろぎしていたが、振ふり向いて首をかしげてやると、ちょっと安心したようだった。

「与よ太た話ばなしを本気で信じ込んで、名めい誉よを汚けがすつもりか！」

　あまりの剣けん幕まくに、耳を澄すませたりする必要すらない。幸いというべきか、木窓が閉じられていて、通りの雑ざつ踏とうがすごいために、道行く人々はなにも気がついていない。

　それから数回、会話の内容まではわからないがやり取りが聞こえ、ずかずかという足音も聞こえてきた。程ほどなく扉が開くだろうとわかったので、クースラはひょいと扉の前から横にずれた。

　遅おくれて扉が開き、「隠かくされているものは必ず暴あばかれると聖典にも記されていますからなっ」と一人が捨すて台詞ぜりふを言っているのが聞こえた。憤ふん懣まんやるかたないといった顔で出て来たのは、皆みなそれぞれ立場がありそうな中年の職人が三人ばかりだった。

　一人がクースラに気がつくと、建物の中を振り返ってまだ捨て台詞を言おうとしていた別の一人を慌あわてて引き留めていた。

　クースラは、なにも聞いていませんよ？　とばかりにわざとらしい笑え顔がおを浮かべてやる。

　たぶん親方たちなのだろうが、ばつが悪そうに、三人固まって通りの雑踏に消えて行った。

　その後ろ姿は、どこかみすぼらしい。

「……ふうん？」

　組合というのは、似たような職業というだけでまとめられた連中が、わずかな共通の利害で縛しばられる窮きゆう屈くつな組織だ。軋あつ轢れき、摩ま擦さつは当たり前。

　が、昼の日中から組合の建物で怒ど鳴なり合あいなど、尋じん常じようなことではない。しかも、名めい誉よ、という単語まで飛び出していた。職人にとっての名誉は、錬れん金きん術じゆつ師にとってのマグダラに近いものがある。

　クースラは職人たちの消えて行った方角を見つめながら、肩かたをすくめて、中に入った。

「まだなにか言いたいことが──」

　入った瞬しゆん間かんに聞こえてきたのは、怨えん嗟さに満ちたといってもいいくらいの言葉だが、それは爆ばく発はつせずに、尻しりつぼみになった。

「失礼するよ」

「……」

　口をつぐんだ赤毛の娘むすめ、グルベッティ鍛か冶じ屋組合を束ねる組合長のイリーネは、相変わらず雑用娘みたいな気取りのない格好をしている。ずば抜ぬけて美人でもないが、その気さくさゆえに男連中から人気がある、そんな娘だ。

　そのイリーネが、驚おどろきと羞しゆう恥ちからか顔を赤くして、逃にげるように戸と棚だなに向きなおってがさがさ漁あさり出した。

「れ、錬金術師様がなんのご用ですかね」

　背中を向けたままの言葉に、クースラはひとまず返事を保留する。ただでさえ組合長としては若い見た目を、さらに幼くさせるようなそんな振ふる舞まいのせいではない。

　磨みがき上げられた床ゆか。テーブルの上に載のせられた椅い子す。相変わらず切りたての新品の蝋ろう燭そくが掲かかげられている壁かべ際ぎわの燭しよく台だい。

　クースラは後ろのフェネシスに、顎あごで扉とびらを閉じるように促うながした。

　フェネシスはおずおずと扉を閉じ、ぱたん、と外の喧けん騒そうと分かたれる。

　それから、クースラは気持ちを「錬金術師」に切り替かえた。

「忙いそがしいところに来てしまったみたいで？」

「はっ」

　イリーネは思い切り鼻で笑って、言った。

「錬金術師様が、密みつ偵ていの真ま似ね事を？」

　そして、振り向いた顔は自じ暴ぼう自じ棄きを思わせる歪ゆがんだ笑えみに満ちていたが、クースラの斜ななめ後うしろにフェネシスがいるのを見て、目を丸くしていた。

「異い端たん審しん問もんではないので、そこは安心してもらっていい」

　イリーネはちょっと驚いたようにクースラを見てから、「いや、あの、まあ」とかなんとか言っていた。咳せき払ばらいをして耳の後ろを掻かきながら気まずそうにしているあたり、見た目は完かん璧ぺきな修道女のフェネシスを前にして、自分のはしたなさにようやく思い至ったのかもしれない。

「……ご用件は、なんでしょうか」

　わざとらしい丁てい寧ねいな口調で、呻うめくように尋たずねてくる。

　しかし、クースラは最初に挨あい拶さつに訪問した時のような仮面をかぶるつもりはなかった。

　前回の感かん触しよくからして、それは逆効果になりそうだったからだ。

「ちょっと、冶や金きんについて聞きたいことがあってね」

「……」

　クースラが言うと、イリーネは明らかに眉まゆ根ねに皺しわを寄せた。

「まさか、あんたも？」

　そして、そんな一言を呟つぶやく。

　クースラは、演技ではなく、聞き返していた。

「も？」

「う」

　イリーネは藪やぶ蛇へびだと気がついたらしい。慌あわてて、言いなおした。

「な、なんでもない。それで？　用件は？」

　食らいついて白状させてもいいし、たぶん、できるだろう。

　ただ、今は隣となりにフェネシスがいるので、少し上品にいくことにする。

「金属について聞きたい。北方からこちらの町に流れ込んでくるもの……特に、カザンにまつわるものについて」

「……？」

　イリーネは、思い切り眉根に皺を寄せてクースラを睨にらむ。

　もっとも、それはクースラの口から出てきた言葉が、それほど意外だったかららしい。

　カザンにまつわるあれこれのことは、まだ耳に入っていないのだろうか。

「なんでそんな……まあ、私なんかには思いもよらないか」

　理解できないししたくもない、とばかりにため息をついて、肩かたの力を抜ぬいたイリーネは、「適当に座って」とクースラたちに手で椅い子すを勧すすめてきた。錬れん金きん術じゆつ師を恐おそれないのは、その度胸からか、それとも、やさぐれているからなのかはわからない。たぶん、両方だろう、とクースラはあたりをつける。こんなお飾かざりの地位に無理やり押し込まれているような変な状じよう況きようでなければ、ちゃきちゃきした性格の元気な町まち娘むすめなのだろう。

「それで？　具体的になにを？　うちの組合は職種だけでも五十は下らないの。製品の数になったら百や二百じゃきかないわ。調べたいのはなに？　原材料？　作業工程？　半製品？」

　クースラは椅子をテーブルの上から下ろして、どっかと座る。

「原材料と、仕上げを待つ半製品だな」

　そして、そう言ってから、フェネシスが椅子を下ろせなくて難なん儀ぎしているのに気がつき、下ろしてやった。

「……材質は？」

「なんでもいい」

「はあ？　言ったでしょう。うちに流れ込む物の数は、鉄だけで何十種類もあるの。なんでもいいと言われたって──」

「条件は、改良の余地がありそうなもの」

　イリーネは口をつぐみ、それから、自分を落ち着かせるためにか、深呼吸をしてから言った。

「その手のことは、騎き士し団に報告してございます。もっとも？　前任のトーマスさんがすでにたくさん解決してくれましたけどね？」

　最後に嫌いや味みっぽい一言を添そえられるが、クースラは苦笑いしか出ない。

　今のところ、反論はできないからだ。

「鉄に限らなくてもいい。ただ、解決すれば騎士団に大きな利益が上がるようなものがなにかないか」

　クースラが両手を広げて言ったのは、包み隠かくさず話している、ということを強調するためだ。

　イリーネは腕うで組ぐみをして、胡う散さんくさそうにクースラのことを見つめている。

「それって、要するに、点数を稼かせぎたいってこと？」

「有あり体ていに言えば」

　クースラが言うと、イリーネは呆あきれるように頭を掻かいた。

「それで組合に頼たよるなんてあんた、変わってるのね」

　町の組合と錬れん金きん術じゆつ師との関係は、どの町でも複雑だ。特に、組合が騎士団から金を借り、錬金術師が騎士団に雇やとわれていると一層複雑になる。

　完全な敵でもないが、味方でもない。

　組合は騎士団から金を借りたり、その権力にすり寄ることで、町の中でのほかの組合との競せり合あいで優位に立とうとする。それは決して方法論としては間ま違ちがってはいないが、どうしたって負い目ができる。

　対する錬金術師は、その組合が金を借りる先の騎士団という親を持つ、ドラ息子むすこみたいなものだ。邪じや険けんにするわけにはいかないが、どう頑がん張ばったって好きになれる相手ではないだろう。

　そして、錬金術師のほうも、そういう立場の上下は最大限利用する。

　舐なめられたら研究に支障が出る、と考えるからだ。

　いつもならクースラもそのとおりに振ふる舞まうが、今日は少しだけ違う。

「俺には人生を賭とした目的がある。そのためなら、知識と経験を持っている奴やつには敬意を払はらうのが合理的だ」

　足を組み、膝ひざの上で手を組んで、特に気負いもなくそう言った。

　イリーネは呆あつ気けにとられたようにクースラをまじまじと見つめ、それから、はっと息を吐はいて、皮肉げな笑えみを口元に浮かべて言った。

「錬れん金きん術じゆつ師の言葉には気をつけろってよく言われたわ」

「いい忠告だ。真しん剣けんに考こう慮りよしろ、という意味だろうな」

　クースラの言葉に、イリーネは嫌いやそうに口を尖とがらせる。

「それで、なにか心当たりはないか。ご推すい察さつのとおり、いい実績を上げて、騎き士し団の覚えをよくしたいんだ。どうしても、ね」

　あけっぴろげに頼たよられると、どれだけ怪あやしくてもついつい信じてしまう正直者。

　イリーネの困った顔は、そういう自分の性格をよく把は握あくしているようでもあった。

「う……け、けど、やっぱり結論は同じ。改善して欲しいことは騎士団に報告しているし、そのほとんどはトーマスさんが改善してくれた」

「……その名を出されると、俺も弱るんだが」

　クースラが言うと、イリーネはきょとんとしてから、少し意地悪そうに笑う。

　元々、人との距きよ離りをあまり開けない性格なのだろう。

　フェネシスとはまた別の意味で、不安になる娘むすめだ。

「あの人はすごい錬金術師だったからね」

「ぐうの音ねも出ない。腹立たしいほどにな」

「ふふふ」

　イリーネはそれで、初めて楽しそうに笑う。まるで自分が褒ほめられたかのようだ。

　たぶん、金属にまつわる生業の人間として、トーマスは本当にすごいと認めているのだろう。

「錬金術師なんかじゃなくて、職人だったらよかったのに」

　イリーネは、遠くを見ながらそう言った。

　当てつけや嫌味という意味合いもあるだろうが、きっと本音だろう、とクースラは思う。

「あれほどの人間が死なないですんだのなら、それも一理ある」

「……」

　イリーネはクースラをちらりと見て、口こう角かくを緩ゆるめた。

　敵意が、少しだけ消えていた。

「でも、駄だ目めね。あの人はうちには入れない」

「理由を聞いても？」

　立派な港町の職人組合を、亡なき夫の後あと釜がまとして預かる身であるイリーネは、肩かたをすくめて悲しそうな笑顔と共に言った。

「夢を追いかけている人間は、良き職人にはなれないもの」

　この世の秩ちつ序じよのなんたるかを理解している言葉だった。

　クースラは、笑顔で首をかしげた。

「どうしてあんたがその場所にいるのか、理解できたような気がする」

「褒ほめたってなにも出ないわよ」

　その言葉は、眉まゆ根ねにちょっと皺しわを寄せながら。

　褒められたい箇か所しよを褒められた嬉うれしさと、それに喜んでしまう自分の迂う闊かつさへの自じ戒かいとの板いた挟ばさみ。

　そんなところだろうか。

　悪い娘むすめではない、とクースラは思う。
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「まあ、カザンだっけ？　戦いくさ中だから直接は来ないけど、別の町を経由して確かにたくさん品物が流れ込んでくる。でも、話を聞いてると、そんな仕入れ明細よりうちからの要望書とトーマスさんとのやり取りの記録のほうがよさそうだけど」

「いいのか？　工こう房ぼうの親方衆から了りよう解かいを取りつけなくても」

　クースラが尋たずねると、イリーネはものすごく嫌いやそうに笑う。

「そこで良識を見せるわけ？　見たければ圧力かけていくらでも見れるくせに」

「権力はいざという時に使うものだ」

「冗じよう談だんに聞こえないわ」

「冗談のつもりはない」

　その言葉はイリーネの目をまっすぐに見据すえて言ったが、イリーネはどこか悲しそうな笑え顔がおでそれを受け取った。

「でしょうね」

　自分になんの権力もないことを理解し尽つくしている目だ。

　イリーネは肩かたをすくめ、腰こしに手を当てて小さくため息をつくと、「さて」と言った。

「どこにしまったかなあ。ちょっと待っててもらうか……あるいは工こう房ぼうに届けますけど？」

「そこまで気を遣つかってもらうと悪い気がするな」

　クースラのおどけた物言いに、イリーネは片目を細めていい笑え顔がおを見せる。

「錬れん金きん術じゆつ師にいつまでもいて欲しくないの」

「ならばしばらく待とう」

　イリーネは声なく笑って、手をひらひらと振ふると奥に引っ込んで行った。

　手て荒あらくまとめただけの赤毛が見えなくなると、クースラはちょっと清すが々すがしいような会話の余よ韻いんに浸ひたっていた。親方衆となにを揉もめていたのかは知らないが、啖たん呵かの切り方も立派なものだった。

「いい娘むすめじゃないか」

　クースラが顎あごを撫なでながら言うと、後ろでフェネシスがもぞもぞとしていた。

　肩越ごしに振り向けば、フェネシスはやや不安げな顔でクースラを見た。

「ああいうふうに振る舞まえと言っているわけじゃない」

　クースラの言葉に、フェネシスは安あん堵どするようにため息をついていた。

　確かに、仮にフェネシスが自分らしさを手に入れて、しっかり振る舞えるようになったとしても、イリーネのようになるとは思えなかった。イリーネとフェネシスは系統が違ちがう。

　同じ金色でも、黄おう鉄てつ鉱こうと真しん鍮ちゆうみたいなものだろうか。

「あったわ」

　と、イリーネが文字どおり山ほどの書類を抱かかえて出て来た。

　見た目は細いのに、そこはさすが職人の嫁よめというべきか、結構な力があるらしい。

　クースラが若じやつ干かん目を見張っていると、どさりと書類を執しつ務む机に置き、その上に手を載のせたイリーネは、嫌いや味みったらしく言った。

「優やさ男おとこの錬金術師様に持っていけるかしら？」

「生あい憎にくと連れも非力でね。めぼしいものだけ持って行く」

「ふん」

　イリーネは鼻でため息をつく。フェネシスがびくりと体をすくませていたので、そちらを見ていたのだろう。

　クースラは椅い子すから立ち上がり、執務机の上の埃ほこりまみれの書類を大おお雑ざつ把ぱにめくっていった。

「一番古くて、四年前か」

「かな？　それより前は教会のほうが強くって、騎き士し団様もこんなに大きな顔してなかったから。それ以前だと、大規模な材料の仕入れ明細はブークルグ商会の倉庫じゃないかな」

「ブークルグ商会？」

「今は騎き士し団様がいる建物にいた商会。騎士団様が来る前に私たちに資金を融ゆう通ずうしていたところ。この町に職人を連れて来たのはそもそもそのブークルグ商会だったって聞いたわ」

　クースラは肩かたをすくめる。

　騎士団は容よう赦しやがなく、それでいて効率を好む。

　戦いくさに勝つためには武具や道具の製造が欠かせず、そのためには鍛か冶じ屋組合を速すみやかに完全な支配下に置くことが必要となる。一番手っ取り早い方法は、すでに鍛冶屋組合に対して支配権を確立していたところを乗っ取ることだ。

「持たない者は幸いである、か。なにかを持っているから奪うばわれるわけだ」

「嫌いやな話」

　椅い子すに座り、椅子ごと真横を向いているイリーネは、机に頬ほお杖づえを突つきながら言った。

「でも、もう四年か……」

　イリーネはそんなことを言って、ため息をつく。イリーネが座るのは、背もたれが異様に高い、ある場所でこの者こそが長であると示すための儀ぎ礼れい的な装そう飾しよくが施ほどこされた椅子だ。

　そこに居い心地ごこち悪そうに座る様は、不ふ貞て腐くされているようにも見えた。

「四年前というと、まだ乳ち飲のみ子ごか？」

　クースラがからかいの言葉を向けると、イリーネは当然、怒おこりもしない。

「いまも変わりゃしないわ」

「それは、誰だれにとって？」

　クースラがそう言うと、イリーネは嫌そうな顔をする。

「錬れん金きん術じゆつ師が魔ま法ほうを使うって本当なの？」

「あんたがわかりやすいだけだ」

「……」

　イリーネは眉まゆ根ねに思い切り皺しわを寄せながら、唇くちびるを尖とがらせた。

「本来ここに座ってるべきあの人が、まさかあんなにさっさと死ぬなんて思わなかった。確かに多少年は取ってたけど……」

「俺も会ってみたかったな」

「……」

　睨にらみつけるような視線を向けてくるが、クースラは軽くいなす。

「文字はその人ひと柄がらを表す。ブルナーの署名がある手紙は、全部あんたの……旦だん那なのものだろう？」

「そうよ」

　イリーネが亡なき夫を愛していたかどうかはわからないが、その腕うでに惚ほれていたのは間ま違ちがいないようだ。

　筋すじ金がね入りの職人気質かたぎ。

　やれやれ、とクースラは思う。

「腕うでに惚ほれられるなんて、職人冥みよう利りに尽つきるな」

　クースラが言うと、イリーネは肩かたをすくめていた。

「私が男だったらね、それも美談だけど」

「地位と財産が目当てだろうって？」

「……あんた、本当に嫌いやな奴やつ」

「真実を言うから嫌きらわれやすくてね」

　イリーネは鼻で笑い、しかし、机に頬ほお杖づえを突ついたまま、少し気弱そうに言った。

「ほんと、なんで鉄になんか魅みせられたんだろ……」

　クースラはイリーネのそんな様に、日々の苦労が見えるような気がした。

　人には、それぞれ相応ふさわしい居場所がある。たとえば男は鉄を打ち、たとえば女は花を摘つむ。

　そこからはみ出ることがどれほど苦しく、辛つらいことかは、極きよく端たんだが、フェネシスがいい例だ。

「同い年の友人らとは確かに話が合わなそうだ」

「本当よ。炉ろの中に入り込んで煤すすまみれになりながら煉れん瓦がを組んだりなんて苦労話、誰だれも聞いてくれないわ」

「俺には聞く用意があるが？」

「楽しいご歓かん談だんになると思うの？」

　皮肉たっぷりな笑えみは、どこか艶あでやかだ。

　手厳しい言葉にクースラは肩をすくめ、言った。

「あんたは職人の長。俺は錬れん金きん術じゆつ師」

「そうね。互たがいに分ぶんを弁わきまえなきゃ」

　クースラは鼻を鳴らし、結局三分の一ほどの書類を選より分けた。

「ひとまずこれだけ借りて行く」

「返しに来なくていいわよ。顔も見たくないから」

　クースラに対して真横を向いたまま、真顔で言っている。

　どこまで冗じよう談だんかわからないが、だからこそ、クースラはイリーネに好感を抱いだいていた。

「ま、誰か人を寄よ越こすさ」

「ふん」

　クースラが辞去しようとすると、イリーネはやはりクースラを見ないまま手だけ振ふって、さっさと執しつ務む机の上に残された書類を片づけようとしていた。

　クースラは、椅子に座ったままのフェネシスに、目で合図する。

　フェネシスは意を察してすぐに椅い子すから立ち上がる。分厚い書物はクースラが持ち、代わりに書類を押しつけた。フェネシスはやや戸と惑まどうようにそれを受け取ったが、その戸惑いは、クースラの気き遣づかいに対してというよりも、イリーネとのやり取りにはらはらしていたのかもしれなかった。

　主あるじの置かれている立場のせいか、やや陰いん気きな感じのする鍛か冶じ屋組合から外に出ると、晴れた日の光が心地ここちよい。

　それに、町はイリーネの胸中などはお構いなしに賑にぎやかだ。

　クースラは一つ深呼吸してから歩き出そうとして、組合の入り口の前で立ち止まったままのフェネシスに気がついた。

「どうした？」

「あ」

　と、なにか忘れ物でもしたかのように閉じた扉とびらを眺ながめていたフェネシスは、すぐに歩き出そうとして、やはり扉の向こうが気になるように振ふり向いてしまう。

「あの……」

「あ？」

　クースラが聞き返すと、フェネシスは意を決するように言った。

「あ、あの方は、なにか困っているのでは？」

　真っ白い修道服に身を包んだその姿は、中身もまたまるっきり修道女だ。

　正式な身分としてはもう修道女ではないし、フェネシスは当初、騎き士し団から監かん視しされるために修道院に入れられていたはず。それに、穿うがった見方になるが、フェネシスが神の教えに固こ執しつすることがあるのは、自分の不安定な部分に少しでも確固たるものを置きたいという無意識の願望だろう。神の戒かい律りつに従うのは、とてもわかりやすい行動の指針になる。

　とはいえ、フェネシスには元々神の教えがとてもよくなじんでいる。

　性格的に、人を気遣う性しよう分ぶんなのは間ま違ちがいない。

「まあ、不本意な日々を送っているという意味では、困っているかもしれないがな」

「……煙けむに巻くのはやめてください」

「うまく説明するのには時間がかかるんだよ」

「聞く用意があります」

　洒落しやれた言葉を遣うじゃないかと思ったものの、それはつい今しがた自分が言った言葉だとクースラは気がついた。自分が相手に影えい響きようを与あたえている、という実感は、なにか言い知れぬものとなって腹の底をくすぐってくる。

　ただ、とにかく来い、とばかりに顎あごをしゃくり、歩き出す。

　フェネシスはまだ扉の向こうが気になっていたようだが、諦あきらめてクースラを追いかけてきた。

「説明してください」

「男のアレ」

　面めん倒どうそうに言うと、フェネシスは顔を赤くして口を引き結ぶ。

　むすっとしたように前を向いたまま、クースラの隣となりを歩き、一、二、三、四、五と同じ歩ほ幅はばで生き真ま面じ目めに歩いてから、クースラのことを見た。

「とても、苦しそうでした」

　クースラは横目でフェネシスを見て、小こ首くびをかしげたまま、向かい側がわから来る豚ぶた飼かいが連れている豚の群れを避さける。

　しかし、避け損そこなったフェネシスはたちまち川に落ちた子こ猫ねこのように後ろに流されて行く。ようやく逃にげ場ばを見つけたのは、どこかの商会の荷に揚あげ場ばだ。そして荷揚げ夫の笑い声から逃げるように、クースラの元に走って戻もどって来た。

「他人の心配の前に、自分のことを心配したらどうだ？」

　今しがたの失敗の照てれ隠かくしもあるだろうが、言われていることの意味も理解しているのだろう。フェネシスはうつむきがちにむすっとしていたが、その怒いかりの表情はあまり長続きしなかった。

「あなたは、私のことを救ってくれました」

　そして、そんなことを言った時の顔に、クースラは薄うすら笑わらいが消えてしまう。

　フェネシスがこういうことで手練手管を使える性格ではない、とわかっているからだ。

「それなら──」

「ほかの人も……って？」

　クースラは言いながら、フェネシスのヴェールに手をかけた。

　数すう瞬しゆん、なにをされているのか理解が追いついていなかった様子のフェネシスは、もう少しで耳が外に出る、というところで慌あわてて手で押さえつけていた。

「な、なにを……」

「なんべん言ったらわかるんだ？　すぐのめり込むな。他人を軽々しく信用するのはもってのほかだ」

「……」

「お前をあのくそったれな聖歌隊から引き受けたから、俺が誰だれでも助けるお人ひと好よしだって？」

「っ」

「わからないか？」

　クースラは急に立ち止まり、真しん剣けんな顔で言った。

「お前だから、助けたんだ」

　フェネシスは茫ぼう然ぜんとする。

　そして、ゆっくりと言葉が染しみ込んだかのように、顔が赤くなっていく。

　なのにどこか泣きそうなのは、自分にそんな価値などない、と誰かが耳元で囁ささやくからだろうか。その頭に付いている獣けものの耳が聞いてきた言葉は、きっとフェネシスを蔑さげすみ、拒こばみ、忌き避ひする言葉ばかりだったはずだ。

　だとすれば、その意味でも、確かにフェネシスの耳は呪のろわれた耳なのだ。

「あ、あな、あなたは、あなたは本当に──」

「最低だか嘘うそつきだかわからないが、そのとおりだから、あんまり無条件にあてにするな」

　クースラが言うと、顔を真っ赤にして胸のあたりのローブを握にぎりしめていたフェネシスは、急に悲しげな目を向ける。あるいはそれは、クースラ自身が同じ目をしていたからかもしれない。

　クースラは錬れん金きん術じゆつ師であって、自分自身の夢にだけしか興味がない。それは、裏返せば自分自身の夢だけで精いっぱいという意味だ。

　クースラは肩かたをすくめて、歩き出す。フェネシスは数歩の距きよ離りを開けて、ついて来た。

「鉛なまりを金きんに変えることはできない」

　フェネシスが聞いているかどうかはわからなかったが、クースラは前を見たまま言った。

「あの娘むすめの問題は、あの娘自身の問題だ。お前の問題を俺が解決しようとしたのは、それが俺の解決すべき問題と重なっていたからだ。それ以上でも、それ以下でもない」

　賑にぎやかな道から狭せまい道に入り、そこを抜ぬければ工こう房ぼうだ。

　クースラはそんな道でフェネシスを振ふり返り、こう言った。

「錬金術師が道を踏ふみ外すのは、実験の内容や結果に、そこから導かれる以上のなにかを期待した時だ。製錬の結果が良ければそれは天使の祝福があったからだとか、失敗したのは悪あく魔まのせいに違ちがいない、とかな。もちろん、神の姿を見つけるための眼鏡とか、精せい霊れいを捕とらえるための水すい晶しようの瓶びんを作りたい、という目的があるなら話はまた別だが」

　フェネシスはうつむいたまま、説教される小こ僧ぞうのように黙だまっている。

　クースラは、続けて言った。

「他人との関かかわり合いも同じことだ。自分の目的に近づくための手段として考えるべきで、それ以外のなにかとして捉とらえるべきではない。あいつは知り合いだからとか、そいつが苦しんでいるからとか、そんなことで行動し出した結果にはろくなものがない。《利子クースラ》がどうして世で恐おそれられるのかといえば、《利子》は己おのれの目的にしか興味がないからだ。だが、だからこそ確実に増える。確実に、前に進んでいく。この、鉛だらけの不確実な世の中で」

　ただ、クースラだってそんなことを言いたくはない。

　これまでに見てきたたくさんの事実から導かれる結論だから、言わざるを得ないだけだ。

　だから、そう言ってから、ため息交じりに言葉を足した。

「世の中がもう少しましだったら、とは俺も思う。だが、寄り道をしていられるような場所に俺たちはいないんだ」

　フェネシスはその言葉に、ゆっくりと首を横に振った。

「すみま、せんでした……」

　世間知らずでした、とばかりに。

　クースラはそんなフェネシスの頭を少しきつめに撫なでた。

「お前が俺に期待してくれたことは、素す直なおに嬉うれしいがな」

　驚おどろくフェネシスの頭から手を離はなし、前に向きなおる。

「それに、いかにもお前らしい」

　フェネシスの一助になるかと思ってそう言ったのだが、だから俺をもっと頼たよれ、という打算がなかったとはいえない。

　ただ、自分に懐なつけと誘ゆう導どうする打算づくの言葉をつけ足した後の妙みような罪悪感には閉口した。

　何ものにも惑まどわされぬ、貴金属のような意志。

　クースラはため息をついて、歩き出したのだった。







　昼間の疲つかれだろう、晩飯を待たずにフェネシスは舟ふねを漕こぎ始めていた。

　脂あぶらが乗った大きな鰯いわしを煮に込んだスープの匂においには鼻をひくつかせていたが、結局パンを小さくちぎって、一口食べただけで力尽つきてしまった。

　椅い子すの上で苦しそうに眠ねむりこけているので、仕方なくクースラが寝しん室しつまで運んでやったのだが、こうしていると警けい戒かい心のかけらもない。よく今まで生きてこれたものだと、クースラはフェネシスの口元まで毛布を上げてやりながら思った。

「あれ、なんだったら階下に引っ込んだのによお」

　寝室の扉とびらを後ろ手に閉めるクースラに、魚の背骨をばりばり噛かみ砕くだいていたウェランドがそんなことを言う。いちいち相手にするのも馬ば鹿からしくて、クースラは肩かたをすくめただけだった。

「それで？　そっちはどうだったんだ？　ずいぶん遅おそくまで町をほっつき歩いていたようだが」

　さっきまでフェネシスの眠りこけていた椅子に座り、ほとんど手をつけていない食べ残しの処理に取りかかりながらクースラは言った。

「うう～ん。かんばしくないねえ。そっちこそどうだよお？」

「うまい魚は仕入れられた」

　鍛か冶じ屋組合に行って仕入れ明細や要望書の類たぐいを引き取った後、市いちにも立ち寄って北方からもたらされる物や、町の職人たちが作った品を調べてきたが、これぞという情報は得られなかった。

「まあ、元々がこの工こう房ぼうは俺らにはすぎた場所だからねえ」

「ふん？　ずいぶん弱気だな」

　意外に思い、冗じよう談だんでもなくクースラはそう言った。

「事実からの帰結さあ。この町にはトーマスという化け物がいた。そっちはそういうことがなかったかな？」

　クースラは組合から持って来た、数々の要望書の写しを見て、片かた眉まゆを持ち上げる。

「ほとんどが解決ずみと書かれている。自分の凡ぼん庸ようさを痛感するね」

「師し匠しようと呼びたいとすら思うよお」

　だが、トーマスは気づけというほうが無理なことに気がつかなかったゆえ、羽は虫むしのように殺された。命というものはとても軽く、生きているうちになにかを成し遂とげたければ、ぐずぐずしている余よ裕ゆうはない。

「結局、こっちが得た情報は、アザミの進軍は思いのほか早そうだ、ということだけだねえ」

「そうなのか？」

「話を聞いたうちの何人かは、すでに〝毛づくろい〟を始めていたからねえ」

「っ」

　入植に際して、無用な争いや略りやく奪だつを防ぐために、言葉の通じる商売女たちを連れて行く。その行軍に選ばれた女たちは、元の町に戻もどって来られるかどうかわからないために身辺整理をする。もちろん、新しい町でいい男を見つけるという気き概がいに満ちた戦いくさの準備だ。

「まあ、アザミの連中もぐずぐずしていたら泊とまる先々で陳ちん情じようを受けるだろうからねえ。俺たちみたいに、新天地へ行きたくて仕方がない奴やつらは唸うなるほどいる」

「錬れん金きん術じゆつ師は誰だれが行くんだ？」

「さあ……でもまあ、南のほうの、貴族や諸しよ侯こうに覚えのいい奴だろうねえ。俺たちみたいな戦いくさの焼やけ跡あとで拾われたのじゃなくて、毛並みが良くて、なおかつ優ゆう秀しゆうな」

「ふん。そんな奴らに錬金術師を名乗られたくないな」

　ウェランドはくすりと笑ったが、それは苦笑に近いものだった。

「克こく服ふくしたい過去や、狂くるおしいほどの夢がなくても、優秀な奴らはいるんだよねえ」

「……」

　クースラは、ウェランドの物分かりの良さに、逆に不気味になってしまう。

「お前、本当にどうかしたのか？」

　いつもの覇は気きがない気がする。

　クースラはそう思ったのだが、最後に麦むぎ粥がゆをかき込んで木の椀わんをテーブルに置いたウェランドは、椅い子すの上に立てた膝ひざの上に顎あごを載のせて、笑え顔がおのままにこう言った。

「自分の不ふ甲が斐いなさが許せなくてねえ」

　へらへらしているものの、だからより一層、ウェランドが深く自分自身を責めているように見えた。

「あと二十年錬金術師をやってれば、自分が間ま違ちがいなく選ばれる自信がある。でも、今の俺は世間では若わか造ぞうなのさあ」
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　それを自信過か剰じよう、と笑うのはたやすい。ただ、結果のわからない実験に没ぼつ頭とうし、新しいなにかを追いかける、というのはそれくらいでないと務まらない。

　未来は必ず開けている。

　無む慈じ悲ひなこの世界の中でもそう信じられるからこそ、錬れん金きん術じゆつ師などをやっているのだから。

「なら、次の機会に？」

　クースラが言うと、ウェランドは小さく笑う。

「幸運の女神に後うしろ髪がみはないよお。目の前に来た瞬しゆん間かんに手を伸のばさなければ、二度と掴つかめない」

　その言葉に、クースラは頭を掻かくしかない。

「靴くつの裏を舐なめる覚かく悟ごが必要かもな」

　ウェランドはクースラを見て、歯を剥むいた。

「そのへんの思い切りの良さは、さすがだよねえ」

「育ちが良くないもので」

「それは強みだねえ。守るものは、少ないほうがいいよお」

　ウェランドはそう言って体を起こす。

　クースラは、そんなウェランドを不ふ貞て腐くされたように見る。

「それは俺に対する当てつけか？」

「ふん？」

　ウェランドは、それで少しだけ楽しそうに笑う。

　クースラは肩かたをすくめて、身み欠がき鰊にしんを噛かみちぎったのだった。







　その夜、クースラとウェランドは地下の工こう房ぼうで騎き士し団の覚えをよくする案を考えていた。

　主にクースラが持って来た鍛か冶じ屋組合の要望の検けん討とうだったのだが、案の定というべきか、結果は芳かんばしくなかった。

「トーマスは、天才だったんだな」

　クースラが最後の一枚をはらりと作業台の上に落とすと、ウェランドは頭の後ろで手を組んで、椅い子すの背もたれに体を預けてため息をついた。

　鍛冶屋組合には、あのイリーネが言ったように五十を下らない商品を生産する職人たちがいて、取り扱あつかう金属は何十種類にも及およぶ。当然、作業の際の不都合や、改善したい点などがその何倍の数で存在するが、彼らは自分たちで解決不能な問題や、すでに解決されているのではないかと思われる問題について、騎士団に問い合わせていた。

　騎士団にはもちろん答える義務など存在しないが、そういった要望はどこの町でも広く集めている。なぜなら、さほど優ゆう秀しゆうではない職人の、とても些さ細さいな疑問が真理を突ついていることが往々にしてあるからだ。

　研究の基本は、問いかけることといえる。これはなんだ？　どうしてこうなのだ？　一体何がどうなっているのだ？　と。そして、問いかけるための視点は多ければ多いほどいい。

　それに、騎士団は支配する町の組合に必ず金を貸し付けている。だとすれば、要望に対して改善点を示し、その能率を上げることは、金貸しの立場としても旨うま味みがある。

　よくできた構造だと、クースラはとても感心する。

　そして、トーマスはその仕組みを存分に使い、自分の才能を余すところなく注ぎ込んでいたらしい。

「金属の純度を上げるような、ここでできることはすべてやられてる感じだねえ」

　と、ウェランドに言わしめるほどだ。

　ただ、作業台の上には、クースラたちには手を出せないか、出してもさほどの旨味がないものばかりが並ぶ中、宝の地図が何枚か存在する。

　これを改善できれば間ま違ちがいなく騎士団の優ゆう遇ぐうを受けるような、それ。

「残された可能性は、やはりこれか」

「……」

　ウェランドは返事をしない代わりに、出てくるのはため息ばかり。クースラはその紙を、指でつまんで持ち上げる。そこに書かれているのは、この世で最も重要な鉄に関する要望書であり、トーマスのような天才ですらが手をつけなかったこと。

　鉄の、大規模な生産法についてのものだった。

「鉄の純度を上げる研究は、ここでもできるんだがな……」

「大規模な生産法は、骨の粉末を加えるとか、樺かばの木の炭で焼くとか、そういう小こ手て先さきの話じゃないからねえ」

「泥どろと汗あせにまみれながら、丘おかを削けずって煉れん瓦がを組んでみるか？」

　クースラが言うと、目を閉じて天てん井じようを向いているウェランドは、下した唇くちびるを突つき出した。

「俺たち錬れん金きん術じゆつ師がいまいち地味なのはさあ、そういうことができないからだよねえ」

　不ふ貞て腐くされた子供のような言い方が、少し面おも白しろくてクースラは笑ってしまっていた。

「巨きよ大だいな炉ろの設計図を描かいて、何十人もの工こう夫ふを雇やとって、数年にわたるような工程を采さい配はいして、炉が完成したら腕うでもやる気もバラバラの職人を集めて、数日間にわたる製錬作業を何度も辛しん抱ぼう強く監かん督とくして、その炉で最適な製錬方法を見つけ出して？」

「それで、作り出した鉄の純度は工こう房ぼうで作り出せる純鉄の八割程度の出来。けれど、それでもすごいことだよお。なかなかできることじゃあない」

「ああ」

　クースラは言って、続ける。

「そして、別に俺たちはくだらない鉄を大量に生産したいわけじゃない」

「純鉄。あるいは、純じゆん粋すいな金属。さもなければ……」

　目を閉じて天井を見たままのウェランドは、神に祈いのるように言った。

「完かん璧ぺきな方法。錬金術の極ごく意い」

「マグダラ」

　クースラがその単語を言うと、ウェランドは組んでいた手をほどき、姿勢を戻もどした。

「結局、俺たちはこの狭せまい工房の中でできることにしか興味がないんだよねえ。けれど、世の中はもっと巨大で、広大だよお。人の役に立つってのは、その広い中で活かつ躍やくすることをいうんだあね」

「完璧で取り扱あつかいの難しい方法よりも、ほどほどで取り扱いやすい方法か」

「なにか……なにか、そこに潜もぐり込めるような鋭するどい一いち撃げきがあればねえ……」

　今度は作業台に頬ほお杖づえを突いて、ウェランドは言う。

「なにか……ね」

　それが見つかれば苦労はしない。

　そして、騎き士し団のような組織はそのなにかを見つけるために、呆あきれるほど緻ち密みつで巨大な構造を作り出している。錬金術師がどれだけ無ぶ頼らいを気取っても騎士団のようなところに雇われなければならないのは、そういうところに原因がある。結局のところただの個人なのだ。

　それが世の中なのだとわかっていても、自分には変えられない志し向こうがある、とクースラは思う。ウェランドが言ったように、この工房でできるような、繊せん細さいで、純粋で、徹てつ底てい的な方法を突き詰つめる方向にしか目がいかない。

　ほかの誰だれの役に立てなくても、自分のためになりさえすればいい。クースラはそう思ってしまう性格ゆえに、師し匠しようから《利子クースラ》の名を頂ちよう戴だいすることになった。

「うーむ」

　と、唸うなって天てん井じようを見上げた直後のこと。

　コン、と音がした。

　その瞬しゆん間かん、目だけを動かしたのは、体の動きや衣きぬ擦ずれの音を立てるのを嫌きらったからだ。

　ウェランドも同じようにしているが、続けて、コン、コン、と音がした。

　クースラは視線を上に向けてから、ウェランドを見る。ウェランドはうなずき、肩かたをすくめた。

　来客？

　錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうの扉とびらがノックされる時はろくなことがない。

　しかも、夜は更ふけ、ただでさえ仕事をしない神様もご就しゆう寝しんの時間だ。

　ウェランドが蝋ろう燭そくを吹ふき消し、クースラは暗くら闇やみの中立ち上がり、足音を立てずに階段を上って行く。

　もしも相手が宮きゆう廷ていに雇やとわれるような暗殺者の場合は気休めにもならないが、度胸試だめしの強ごう盗とうの類たぐいならばどうにでもなる。

　一階に上がると、寝室の扉の向こうは静まり返っている。

　目を覚ますなよ、と祈いのりながら、もう一度鳴るノックに、腰こしの短たん剣けんの留め金を外した。

　居間は蝋燭をつけっぱなしだったことに舌打ちをしたくなる。灯あかりがついていて居留守もないので、クースラは口を開く。

「どちらさんかな」

　扉に近づく前に、一応そう言って確かく認にんをする。

　酔よっ払ぱらいや悪がきの悪戯いたずらであれ、と思っているところに、思いがけない言葉が返ってきた。

「……鍛か冶じ屋、組合の者……ですが……」

　わざとぼそぼそ喋しやべって声こわ音ねを変えているのか、それとも勇気を振ふり絞しぼって喋っているのかくらいクースラにもわかる。

　眉まゆ根ねに皺しわを寄せ、思い切り怪け訝げんそうな顔をしたものの、こう返事をする。

「その声、聞き覚えがあるな」

　ぎくっと体をすくませた音が聞こえそうだった。

　実際に息を飲んだのかもしれないが、クースラはそれで短たん剣けんの留め金を戻もどした。

「昼間……すれ違ちがった者です……」

　呆あつ気けなく白状したので、クースラは戸口に歩み寄り、鍵かぎを開け扉を開いてやった。

　そこにいたのは、卑ひ屈くつそうな笑えみを浮かべている、ほっかむりをした中年の男だった。
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　クローク・イングスと名乗った鍛か冶じ屋組合の親方は、無理やりに愛想笑いを作ろうとして、明らかに失敗していた。たぶん、錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうに来て緊きん張ちようしているのと、普ふ段だんは愛想笑いなど浮かべる必要がない立場にいるからだろう。

　大きな港町で工房を構える親方ともなれば、いわば町の名士の一人に数えられる。

　油で磨みがき上げた革かわのようにてかった顔の皮ひ膚ふに、はち切れんばかりに盛り上がった肩かたの筋肉。重いものをゆっくり長時間運ぶことに慣れきった、短くて太くて外向きに開いたまま戻もどらなくなっている足。そのどれもが、その人物を立派な職人であると告げている。

　ただ、クースラはその目が気になった。体のどこの部分を見ても、何年もかけて丹たん念ねんに鍛きたえ上げた職人のそれなのに、目だけがどこか子供っぽい。

　それは、クースラが招き入れてからの、落ち着きのなさにも表れている。立たち居い振ふる舞まいには、その人間の本質が出る。

「急な訪問、お詫わびします」

　だから、テーブルに着いた途と端たん、年下の、しかも錬金術師であるクースラに向かってそう言ったのも、意外な感じではなかった。

　しかし、それでも一応は鍛冶屋組合の親方職だ。失礼のないように酒くらい出してやった。

「驚おどろいたのは事実ですが」

　クースラは慣れない口調に改めてからそんなことを言って、飲み物を勧すすめる。

　相手は恐きよう縮しゆくしつつも、素す焼やきのジョッキとクースラを見比べるだけで、手はつけない。

　ここで出されるものはすべて呪のろわれ、毒が含ふくまれている。

　そんなことを本気で思っているかどうかはわからないが、錬れん金きん術じゆつ師相手の振ふる舞まい方というのはこういうものだ。改めて、フェネシスがいかに無防備かわかる。

「イングス氏は、鉄鍛か冶じが専門で？」

　見た目と、あとは単純に鍛冶屋組合は鉄にまつわる者たちが中心になるので、そう尋たずねた。

「え、ええ……この町で工こう房ぼうを構えています」

「ほう」

　名めい誉よある組合の親方。

　その親方イングスは、体だけが大きくなってしまった子供みたいに、所在なげに椅い子すに座っている。訪問の意図が、まったく掴つかめない。

　クースラは、自分の分の酒で軽く唇くちびるを湿しめらせて、言った。

「こんなところに来てもよろしいのですか？　親方ともなれば外聞があるでしょう」

　ややあてこすり気味に言うと、イングスは歯を食いしばる。

　ただ、それはどうもお追つい従しようの笑えみの失敗作だったようだ。

「鉄は、熱いうちに打てと申しますから」

　火か急きゆうの用件？

　クースラは、意外に思ってイングスを見る。

「なにか、穏おだやかならぬことのようですが」

　名誉ある市民が、ほっかむりまでして人目を忍しのび、錬金術師の工房にやってくる。

　クースラの頭にあったのは、毒物の無心だ。

　クースラがこの港町に来る前、牢ろうに捕とらえられていた時に、牢番相手にやった悪戯いたずらも毒物がらみのものだった。錬金術師と毒物には切っても切れない関係がある。

　そして、地位と名誉と金の絡からむ場所では、いつだって毒物が流通する。

　しかし、それに見合った対価を得られるものかどうか。

　輝き安あん鉱こう、という案が一いつ瞬しゆん浮かんだが、イングスはごつい顔に歪いびつな笑みを浮かべて、こう言った。

「この話は、お互たがいの利益に適かなうと思いまして」

「……利益？」

　毒物の使用目的は間ま違ちがいなく暗殺だが、クースラにはイングスと共通の利害を思い浮かべることができない。それでもイングスはこっくりとうなずいた。その拍ひよう子しに顎あごの下の肉が膨ふくらんで、クースラは、蛙かえるみたいだな、と思った。

「我々にとっての利益というのはなんでしょう。なにか、新しい冶や金きん方法の開発でも？」

　錬金術師の錬金術師たる所以ゆえんは、名誉と慎つつしみのある職人ならば絶対に試ためせないような実験を平気で行うところだ。ごくまれに、職人がこういう方法を試ためしたいが組合に睨にらまれるのが怖こわく、代理でやってくれないかと頼たのみ込んでくることがある。

　その手のことだろうかとクースラは思っていたが、イングスは急にもったいぶって首を横に振ふった。

　笑えみも、いつのまにか濃こくなっている。

　どうやら、錬れん金きん術じゆつ師相手に交こう渉しようをしている、という自分に興奮しているらしい。

　クースラは、イングスの子供みたいな目の訳に気がついた。どれだけ職人として研けん鑽さんを積んできていても、この町から出たことがなく、昔からの知り合い以外と話したことがない世間知らずなのだ。

「まあ……そう、言えなくもないのですが」

　ふふ、と唇くちびるの隙すき間まから笑みが漏もれそうな顔をしている。

　クースラは危あやうく不ふ機き嫌げんさが顔に出るところだったが、その次の瞬しゆん間かんの言葉で緊きん張ちようの糸が張った。

「アザミの紋もん章しようについてのお話はご存じですか？」

　クースラは、急に声を潜ひそめたイングスを見返していた。

　足を組み替かえるふりをして、椅い子すにきちんと座りなおす。

　どうやら、個人的な話ではないようだ。

「ええ。近くこの町を通るそうですね」

「我々は、どうしても初期入植者に選ばれたいのです」

　クースラはこの町にやってきて、初めて鍛か冶じ屋組合に挨あい拶さつに行った時のことを思い出した。

　彼らは工こう房ぼうの秘密もなにもなく、錬金術師のために冶や金きんに関する様々なことを記したものを用意して待っていた。騎き士し団に支配された鍛冶屋組合の人間は、騎士団お抱かかえの錬金術師と良い関係が築ければ騎士団との関係も良いものになる、と信じているようだった。

　彼らが職人としての名めい誉よよりも騎士団に気に入られるという実利を取ったのは、間ま違ちがいなくこの日のために違いなかった。

　クースラはそれで、この賑にぎやかな港町グルベッティも、一世代前には異教徒が支配するよくある港町の一つだったらしいことを思い出す。

　つまり、イングスの師し匠しようにあたる連中は、きっとどこかの田舎いなかから、仕事道具だけを持ってこの町にやってきた。そして、彼らは立派な組合を作り、大きな町の重要な地位を占しめるようになった。だが、その次の世代の者たちは？

　クースラは、イングスがここに来た理由に、不ふ愉ゆ快かいなほど共感ができた。混乱が収まり、秩ちつ序じよが定まった町という場所でひとかどの人物になろうと思えば、理り不ふ尽じんなほどに長い時間と忍にん耐たいが要いる。町という場所では人間関係が固定され、師匠はいつまでも師匠だし、兄あに弟で子しはいつまでも兄弟子のままだ。

　使い走りの見習いを経て徒と弟ていになり、五年とか十年の長い下積みを経て職人として認められ、その上でさらに何年も腕うでを磨みがいてようやく親方株を手に入れて、工こう房ぼうを開く権利を手に入れる。

　しかし、町の規模が大きくなっている真っ最中ならばいざ知らず、すでに大きくなりきった町では、新しい工房を開くにはそれまで工房を開いていた誰だれかの代だい替がわりを待たないとならないことが多い。

　運良く工房を開いて一人前の親方として認められても、組合の名めい誉よある職はすべて自分より年上の者たちに占しめられていて、彼らはそこからどく気配がない。そのうえ、彼らとの間に職人としての腕うでの差などほとんどない。運が悪ければ、腕は圧あつ倒とう的に自分のほうが良いのに、と歯は軋ぎしりの毎日を送ることだってある。

　上がつっかえていて、死ぬまでその他大勢として生きることを強しいられる。

　ならば、自分たちも上の世代と同じように、新天地へと向かって町の立たて役やく者しやになってみたい。

　そう考える気持ちがよくわかる。

　ウェランドも言っていた。二十年後になら、騎き士し団に認められる自信がある。しかし、二十年は長すぎる。人の命は、あまりにも呆あつ気けない。

　クースラは、イングスを見る。子供みたいな世間知らずの目をしていながら、そこには一いち抹まつの真実がある。

「そのために、あなたのお力が借りたい」

　一いつ拍ぱくの間を開けて、クースラの目にねじ込むように言う。

「眠ねむらない錬れん金きん術じゆつ師である、あなたに」
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　そちらのことは調べずみ、ということだろう。

　イングスはその単語をつなげたあと、どこか自じ嘲ちようするような笑えみを浮かべていた。

　悪あく魔まに魂たましいを売ったなら、もしかしたらこういう顔になるのかもしれない。

「我々は特とく殊しゆな金属についての情報を持っています。その金属を生産できれば、その功績をもって間ま違ちがいなく初期入植者に選ばれるはずです」

「特殊な金属？」

　聞き返すクースラに、イングスはかすかな声で、「──」と呟つぶやいた。

　その瞬しゆん間かん、クースラは、まさか、と目を見開いていた。

　イングスの自嘲気味な笑みは最高潮に達していた。

「互たがいの利益になるはずです」

　イングスは立ち上がり、言った。

「もし真しん剣けんにご検けん討とういただけるなら、市場で鉄器を商あきなうウォールセンまでお願いします。それと……組合にはご内密に」

　そして、イングスはほっかむりを再びして、工こう房ぼうを後にした。

　クースラは茫ぼう然ぜんとしたまま、椅い子すから立ち上がることもできなかった。

　我に返ったのは、イングスが辞去したのを見計らって、階下からウェランドが上がって来てからのことだ。

　最初はへらへらしていたウェランドは、クースラを見るなり笑みの質を変えていた。

「どうしたよお？」

　その質問に、クースラはすぐに返事ができなかった。

　イングスが口にしたのは、歴史の中で失われたはずの、もはや伝説と化した鋼はがねのうちの一つ。

「ダマスカス鋼こう」

「え？」

「その生産の手がかりを、持っているらしい」

「……」

　滅めつ多たなことでは言葉を詰つまらせないウェランドが、口をすぼめて戸口を見る。

　ダマスカス鋼とは、それほどのもの。その金属で作った剣ならば、切れ味だとか実用性だとか、そういう評価のされ方を超ちよう越えつした、ただ存在するだけで意味がある宝剣として崇あがめられる類たぐいのものだ。

　しかも、ダマスカス鋼は神の金属オリハルコンとは違い、実際に存在していることが確かめられている。クースラも実物を見たことがある。木もく目めのような、色の違うパン種を練り合わせたような、不思議な文もん様ようが入った不気味な鋼であり、腰こしに帯びているだけで弓矢が避さけ、深い森の中では野や獣じゆうが逃にげるといわれている。

　蹴け散ちらされた異教徒たちの住んでいた町に向かう部隊にとっては、なによりも望む贈おくり物ものになることだろう。

「……でも、そんな与よ太た話ばなし、信じるのかい？」

　同じ万に一つの話ならば、鉱山を探しに行くほうがいいかもしれない。

　至し極ごく真っ当な懸け念ねんに、クースラは返事をしない。ウェランドは頭をがりがりと掻かいて、ため息をつく。クースラに向けた視線は、どこか諦あきらめに似た色がある。

「まあ、普ふ通つうなら、ただの戯たわ言ごとだと考えるような代しろ物ものだけどよお」

「生あい憎にく、この工こう房ぼうにはついこの間までは本当にいるとは思いもしなかったものがいる」

　ウェランドは肩かたをすくめ、「まあねえ」と言葉をつなぐ。

「それに、今はありふれている真しん鍮ちゆうだって、製法がずっと失われていた。冶や金きんの世界には、そういうことがたびたびあるからねえ……」

「一いつ蹴しゆうするには、惜おしい話だと思う」

　トーマス・ブランケットの才能に圧あつ倒とうされ、八方ふさがりだったところにもたらされた与太話。クースラは、机の上に残された、手のつけられていない酒を見る。イングスは夜の闇やみが見せた夢だった、と言われても信じるかもしれない。

　しかし、クースラは錬れん金きん術じゆつ師であり、錬金術師だけがマグダラの地を追いかける。

　それらはすべて与太話を超こえた与太話。

　皮肉な笑えみが口の端はしに浮かぶ。

　クースラは、ウェランドを見た。

「やれることをやれ」

　ウェランドは肩をすくめてため息をつき、それから同じように皮肉げに笑ったのだった。







　眠ねむらない錬金術師、という二つ名が誇こ張ちようだとしても、時としてその名に恥はじないことがある。

　急に酸すっぱいような匂においが鼻をついたと思ったら、燃え尽つきた蝋ろう燭そくの芯しんが焦こげていた。

　クースラはそれで、夜が明けかけていることに気がつき、大きく伸のびをした。

　ウェランドはいつの間にか作業台に突つっ伏ぷして眠りこけている。いざ炉ろを使った実験となれば二、三日寝ねないで平気な男でも、書物を読むのは苦手らしい。クースラは逆で、書しよ籍せきの世界になら意志とは関係なく体が動かなくなるまで没ぼつ頭とうすることができる。

　それでも、疲つかれるものは疲れる。

　火がちろちろと弱くなった炉に薪まきを放ほうり込んでから、扉とびらを開けて水車の前に立つ。真冬の早朝の空気を肺いっぱいに吸い込んで、氷のように冷たい水で顔を洗う。生きている、と実感する瞬しゆん間かんだ。

　首を左右に振ふってごきりと骨を鳴らしてから、もう一ひと踏ふん張ばりするかと工こう房ぼうに戻もどる。クースラとウェランドが一晩中紐ひも解といていたのは、前任者のトーマス・ブランケットが残したり、クースラたちが改めてこの工房に運び込んだりした金属関連の書物だった。

　ダマスカス鋼こうは伝説的であることは間ま違ちがいないものの、誰だれもその実物を見たことがないものではない。製せい錬れん法が失われ、希少すぎるという意味で伝説的になっているだけだ。

　そんなわけで、原本は一千年以上前の古代の帝てい国こくの頃ころに書かれたらしいという書物など、とにかく古いものを中心にあたってみると、ダマスカス鋼に関する記述は少なくなかった。

　ただ、なにか手がかりになりそうなことがあったというわけではない。

　曰いわく、砂さ漠ばくの地にその鋼はがねを製錬する民たみの集落がある、云うん々ぬん。この鋼の製錬には土に埋うめた坩堝るつぼを使う云々。

　時代を下っていくと、このわずかな具体的な記述である、土に埋めた坩堝、という記述がいくつも出てくる。土に埋めてから砂漠の民の太陽神を崇あがめる呪じゆ文もんの後に、坩堝の中に駱らく駝だの血を注ぐとダマスカス鋼が生まれる、などというものもあった。

　しかし、駱駝程度なら物好きな金持ちならば取り寄せることはさほど難しくない。太陽神を崇める云々も、二十数年に及およぶ聖戦のおかげで、向こうの土地についての知識の蓄ちく積せきもあるため割り出すことはさほど難しくないはず。

　それでもなおダマスカス鋼の製錬に成功したという話は聞かないから、単純にいんちきなのだろう。

　試ためしてみてもよいが、輝き安あん鉱こうすら渋しぶられる今、駱駝を用意できるかは怪あやしいものだ。

　それに、クースラも素人しろうとではないから、そこに書かれているものに信しん憑ぴよう性があるかどうかはなんとなく匂においでわかる。

　そんなことを思いながら頁ページをめくっていると、階上から物音が聞こえてきた。

　警けい戒かい心しんが頭をもたげなかったのは、生活音と侵しん入にゆう音の違いくらいわかるからだ。

　クースラが階段を上って階上に出ると、散らかったテーブルの前で、椅い子すに座っているフェネシスがまだうつらうつらしていた。

「今日はずいぶん早いお目覚めだな」

　クースラがそう声をかけると、耳の毛が逆立つくらいにびっくりして目を開けた。

　どうやら、寝ねていたらしい。

「あ、わ」

「昨日は晩飯も食わずに寝てたからな。腹が減って目が覚めたのか」

「……」

　クースラが言うと、フェネシスは反論しかけようとして、その気力もなかったようだ。

　ただ、気まずそうな顔なのは、普ふ段だんは朝食など贅ぜい沢たくだ、と言って山や羊ぎの乳などですますからだろう。クースラは肩かたをすくめ、「準備しておけ」とだけ言って、一度下に下りて炉ろの火を取り、炊すい事じ場ばに向かった。

「食ったらもう一度寝ねておけよ」

「っ、でも、それは、む……ぐ……」

「食ってから喋しやべれ」

「……」

　温めた山や羊ぎの乳で煮にた麦むぎ粥がゆを、その小さい口には大きすぎる木の匙さじで懸けん命めいに食べていたフェネシスは、不ふ機き嫌げんそうに口をむぐむぐさせてから言った。

「寝なくても平気です」

　完全な強がり、というわけでもないだろう。製せい錬れん作業に入れば、体を動かしている間はおよそ寝ていられる状じよう況きようではなくなる。

　しかし、クースラは率そつ直ちよくに言った。

「今日は力仕事はほとんどない。睡すい魔まとの闘たたかいになる」

「へ？」

「急な仕事が入ったからな。お前、文字は読めるだろう？」

　唐とう突とつな質問に、フェネシスは少し顎あごを引きながらうなずく。

「ある金属について調べろ。ここにある書しよ籍せきすべてでな」

「……」

　木の匙からぼたぼたと麦粥が垂たれて、ようやくフェネシスは我に返っていた。

　この工こう房ぼうにはそれほどの書籍が詰つめ込まれている。

「ほう。嫌いやか？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスは耳をぴんと張って、首を横に振ふる。

　その目はとても力強い。

　命令されると従ってしまうのはフェネシスの悲しい性さがゆえだが、それも場合によっては便利な道具になる。思考方法が聖歌隊と一いつ緒しよだなとクースラは呆あきれてしまうが、便利な道具は使える時に使うべきだ。

「まあ、調べ物は必ず勉強になる。それと、急ぎだからな。質問に嘘うそは答えない。存分に聞け」

「……」

　フェネシスは数すう瞬しゆん嫌そうな顔をしたが、結局うなずいた。

　そして、その頃ころには使命感に燃えた修道女らしい顔つきになっていた。

「けれど、まずは寝ろ。それがお前の仕事だ」

「っ、大だい丈じよう夫ぶです」

「なら、昼頃にうつらうつらしていたら、その耳の穴に指を突つっ込むからな」

「っ！」

　久しぶりに恐きよう怖ふに歪ゆがんだ顔をして、耳を伏ふせていた。

「昼飯を食った後には、もっともっと寝ねておけばよかったと必ず思う。今日は天気も良さそうだしな。陽ひだまりで転うたた寝ねの誘ゆう惑わくは恐おそろしいぞ」

「……わ、私は猫ねこではありません！」

「ふん？」

　クースラが嘲あざけるように聞き返すと、フェネシスはむくれながら麦むぎ粥がゆを食べる。ただ、二口ほどそのまま食べてから、諦あきらめるように言った。

「やっぱり、この後は……眠ねむらせてもらいます……」

「ああ、賢けん明めいな選せん択たくだと思う」

「……」

　フェネシスは小さくため息をつきながらまた麦粥を口に運び、それから、ふと気がついたように口を開いた。

「あなたは寝ないのですか？」

「あ？」

「昨晩は……結局戻もどって来なかったようですが」

　ウェランドは炉ろの前で眠るのが好きなので、寝しん室しつにはベッドを二つしか置いていない。

　クースラはウェランドほど野や蛮ばんではないので、眠る時はきちんとベッドで眠る。

「それに、疲つかれた顔をしています」

　その台詞せりふだけは、ちょっと気き遣づかうような顔で。

　クースラは、素す直なおに受け取るのも癪しやくで、軽く顎あごを撫なでてから、答えた。

「なに、昼飯を食った後に陽ひだまりで転寝するさ」

「……」

　フェネシスは呆あきれるような目をしてクースラを見てから、少しなにかを考えるように目を逸そらした。

「自分もそっちのほうがいいって？」

「っ!!」

　フェネシスは図ず星ぼしを突つかれて顔を赤くしていた。

　けれども、午後の日の当たる場所で眠るフェネシスは、それなりに絵になるだろう。

　クースラは若じやつ干かん真しん剣けんに考えたが、フェネシスはすぐにこう言った。

「私は与あたえられた仕事をこなします。これまでそうでしたし、これからもそうです」

　背筋を伸のばし、神への誓ちかいを口にするかのような真剣な顔つきだった。錬れん金きん術じゆつ師としてはややまっすぐにすぎるし、またぞろ無意味なのめり込み方をしそうな発言だ。

　けれどもそこに妙みような愛あい嬌きようがあったのは、その言い方が自分の真ま似ねだとクースラにはわかったから。

「ほどほどにな」

「……」

　フェネシスは、嫌いやそうな目でクースラを見る。

「では、期待しておこう」

　クースラが言うと、フェネシスはすぐにつんとした澄すまし顔になって、麦むぎ粥がゆの残りに取りかかったのだった。







　クースラとフェネシスが鍛か冶じ屋組合に行った時、イリーネと親方たちが怒ど鳴なり合いを演じていた原因が、きっとダマスカス鋼こうなのだろう。

　長年の夢を叶かなえるため、追い詰つめられた者たちがすがりつくものとして、ダマスカス鋼は悪くない。起死回生に相応ふさわしい価値を秘ひめながら、この世に実在しないものではない。もしかしたら、という希望をつなぐ細い糸としては十分だろう。

　クースラは、その日も活気に満ちている常設の市いちに顔を出し、苦笑する。

　これが手の込んだ詐さ欺ぎならば、諦あきらめてこの町でおとなしく仕事に精を出そうと思う。

「ウォールセンの店はここか？」

　クースラは、軒のき先さきに鉄てつ鍋なべや鉄匙さじ、鉄の火かき棒や加工前の鉄てつ塊かいそのものを並べていた小こ僧ぞうに声をかける。

　てっきり自分の格好に恐おそれをなすと思っていたのだが、事前に言い含ふくめられていたのか、さして動どう揺ようもせずにうなずくと、店の奥に走って行った。

　鉄の支柱を地面に立てて、頑がん丈じようそうな布を壁かべと天てん井じようとして張っただけの粗そ末まつな店だが、店であることには違ちがいない。何年、何十年とここで店を開き、死ぬ時には鉄器を扱あつかうウォールセンここに眠ねむる、と墓に刻まれるに違いない。

　ただ、ここもダマスカス鋼云うん々ぬんの計画に加担しているのだとしたら、そんな人生よりかは、一ひと花はな咲かせたいと望んでいるのだろうか。

　成功を望む連中の数は多く、その栄めい誉よに与あずかれる人の数はあまりにも少ない。クースラが、鉄のコップの縁ふちを撫なでながらそんなことを考えていると、奥から布の扉とびらをよけて髭ひげ面づらの痩やせた男が顔を出した。

「イングスから話は聞いています。どうぞ」

「……」

　町の名めい誉よある市民が、自分の店の中に錬れん金きん術じゆつ師を招くなどろくなことではない。

　けれども、市場で金属を商あきなう者ならばいくらでも言い訳が立つ。

　イングスもまさか自分の工こう房ぼうにクースラを呼べはしないから、ちょうどよい隠かくれ蓑みのだろう。

「改めまして。鉄器商のアンダー・ウォールセンです」

「クースラという」

「お噂うわさはかねがね。ブランケット卿きようの知識の家を守るために戦ったとか」

「……」

　どこまでが世せ辞じで、どこまでが冗じよう談だんか量はかりかねるので、クースラは無視し店のあちこちに視線を巡めぐらせていた。そこにあるほとんどの物が表に出ているような品の在庫だが、古めかしいぼろぼろに錆さびた剣けんが何本か飾かざられていた。この地方では見ないような、恐おそろしく古い型だ。

「古代の英えい知ちに魅みせられておりまして」

　ウォールセンがそう言って笑うと、なるほど、痩やせた髭ひげのその姿は、はるばる砂さ漠ばくの国からやってきた旅人の格好に見えなくもない。

「そっちの生まれなのか」

「いえ。恥はずかしながら、この町を出たことはありません」

　ウォールセンは言って、店の隅すみに置いてあった布を手に取ると、手て馴なれたように頭に巻く。

　恥ずかしながら、と言いながらあまり恥ずかしそうでもないのは、町の生まれでこんなにも異国にかぶれているせいで、散々からかわれ笑われ尽つくした後だからだろう。

「もう十年ほど前でしょうか。まだこの町がこんなに大きくなる前のことです。異教徒討とう伐ばつのために北に向かう帝てい国こく軍の中に、砂漠の民たみがおりまして。まあ、それは実によく目立ちまして、一ひと目め惚ぼれという感じです。以来、こつこつと砂漠にまつわるものを集めております」

「いつかは杖つえと頭ず陀だ袋ぶくろを担かついで？」

「はい。砂漠の夜に月を見るのが夢です」

　にっこりと笑う。

　余よ人じんは頭のおかしい変わり者、と思うだろう。

　クースラは蛇へびを模もした鉄の置おき物ものや、やけに黄色い砂の詰つまった透明な硝子ガラスの瓶びんなどにも気がついた。古びた羊皮紙にはミミズがのたくったような異国の字が書かれ、この辺りでは使われない、首の細い滑なめらかな線を持つ鉄の水差しもあった。

　好きだ、という想おもいだけはどうしようもない。

　クースラは、ウォールセンに向かって皮肉げな笑みを見せた。

「ダマスカス鋼こうについての手がかりがあるということだが」

「はい。ただ……」

「ん？」

「イングスたちがどれほど先走っているか見当がつかないのですが……」

　と、ウォールセンは気弱そうな目をクースラに向ける。

　クースラは、そんなウォールセンに好感を抱いだく。

　彼は立ち止まって辺りを見ることのできる人間だ。

「興味があるなら、この店へ、としか言われていないんだがな。ただ、イングスたち複数の親方が、組合で言い争いをしている姿なら見た。組合がなにか秘密を握にぎっているのか？」

　クースラの質問に、ウォールセンはなんともいえない顔をしていた。

　特に変な味もしなかったので食べてしまったが、もしかして今のパンは腐くさっていたのではないか。

　そんな顔だった。

「実は、たったそれだけの話なのです」

　そして、ウォールセンは言った。

「私は砂さ漠ばくの国のことを知りたい一心で、とにかくなんでもいいからそこにまつわるものを手に入れたかったのです。そして、私はこの町の立たて役やく者しやとなった鍛か冶じ屋組合の初期の面々に、遠くの地の話をよく尋たずねていました。もう歳としを召めされて亡なくなられましたが、そのうちの一人の親方が、当時まだ若かった私に冗じよう談だんめかして言ったのです。実は、我々は砂漠の奇き跡せきであるダマスカス鋼こうの秘密を知っているのだよ、と」

　自信なさげな顔なのは、ウォールセンはダマスカス鋼を再現することそのものには興味がないからだろう。それに、まともに考えれば、町の中で名めい誉よを大事にする職人たちが、ダマスカス鋼のような与よ太た話ばなしに近いものを本気で追いかけているなどと考える理由がない。「異い端たん」とは、簡単にいえば秩ちつ序じよからの逸いつ脱だつの別名なのであり、ダマスカス鋼のような希少にすぎる金属は、まともな人間ならば酒の肴さかなにはしても、決して真ま面じ目めに追いかけるものではない。

「それで？」

「そ、それで、その話を私から聞いて覚えていたイングスたちは、組合が……いえ、要するにこの町の立役者となった世代の親方たちが、ダマスカス鋼製せい錬れんの秘術を隠いん蔽ぺいしているに違ちがいないと考えたようなのです。もっとも、その気持ちはわからないでもありません。ダマスカス鋼を作れれば、それはもう……とてつもないことになりますから……。移住の話ですよね？」

「ああ。新天地、というやつだ」

　クースラが言うと、ウォールセンは悲しげに笑う。

　きっと、その話は嘲あざけりの一笑に付され、長いこと忘れられていたようなものだったのだ。ウォールセンがその話を聞いたということ、つまり当時の親方が不ふ名めい誉よと思われそうなことを冗じよう談だんにしてもウォールセンに言ったのは、この部屋の中がどうなっているかをよく知っていたからだろう。

　ウォールセンは砂漠を夢見て大きくなった子供のままなのだ。

　だから、にわかにダマスカス鋼の話に飛びついたイングスたちの現金さは、本気で夢を追いかけるウォールセンからすれば苦々しいものだろう。

「私自身は北に行くことに興味はありません。なんとなく察しておられるでしょうが、私は町でも変わり者の類たぐいですから、イングスたちに体ていよく利用されているだけなのです」

　たとえば、あなたのような人を店に招くためだとか。

　そんな目を向けてくるが、クースラは軽く顎あごを上げただけだ。

「ちなみに、あんたにダマスカス鋼こうの話をした親方の名前は？」

　その質問に、ウォールセンは一いつ瞬しゆん怯ひるむ。

　しかし、イングスから聞けばすぐにわかると思ったのか、ゆっくりと答えた。

「ブルナー親方です」

　現鍛か冶じ屋組合長であるイリーネの、元旦だん那な。

　あそこにイングスたちが詰つめかけていたのはそういうことか、と理解する。

「あいつらは、イリーネが秘術を受け継ついでいると思っているのか」

「え？」

　と、ウォールセンが驚おどろきの声を上げた。

「あ？　イリーネは旦那の腕うでに惚ほれてたんだろう？」

「……」

　ウォールセンは驚いたまま声を出せないでいる。

　クースラはそれで、この町の常識を理解した。

「なるほどね。あんたがそこまで驚くということは、町の人間のほとんどが、イリーネは地位と財産目当てに結婚した、と思っているわけか。そして、イングスたちは、ブルナーの遺産を調べさせろ、と詰め寄っていたんだな」

　それで、イリーネのあの剣けん幕まく。

　イリーネは自分に対しての言動で怒おこっていたのではなく、故こ人じんの名めい誉よを守ろうとしていたのだ。たとえブルナーがダマスカス鋼についてなんら関係がなくても、そんなことを追いかけていたと思われるだけで、故人の沽こ券けんに関かかわることだろう。

　それで、イリーネの叫さけんだ、名誉、という言葉なのだ。

　ウォールセンも苦しげに顔を歪ゆがめている。

　しかし、クースラは逆に笑えみの形に歯を剥むいて、言った。

「俺はブルナー氏のことを知らないからな。余計な偏へん見けんもない。ただ、そこまでとなるとよっぽどだったんだな。ロバート・ブルナーはいくつくらいの男だったんだ？」

　ウォールセンは答えたくなさそうに視線を逸そらしたが、ため息をついて、口を開いた。

「ほかの人々に尋たずね、ひどい中ちゆう傷しようを吹ふき込まれるくらいなら、私がおしゃべりの咎とがを受けましょう」

「殊しゆ勝しようなことだ」

「イリーネさんを娶めとったのは、ブルナー氏が七十歳ともいわれている時のことでした」

「……」

　出産で命を落とす母親が少なくないため、どれだけ真ま面じ目めな男であっても、跡あと継つぎを望めば第二第三の若い妻を娶るのは珍しいことではない。とはいえ、限度がある。そこまで歳としが離はなれていると、傍はたから見たら好こう色しよく爺じじいの色遊びか、財産目当ての毒どく婦ふに引っ掛かかった、と見られるのは当然のことだ。

「それに、イリーネさんはこの町の生まれですらありません。生まれはもっと遠くの国、クラズィーニ地方だと」

「クラズィーニ？　刀とう剣けん鍛か冶じで有名な町だな。道理で」

　気の強そうな赤い髪かみに、力持ち。

　イリーネが鉄に魅みせられたのも、生まれがそういう町だからということもあるだろう。

「この町には同じクラズィーニ地方の出だという親方が多いので、縁えん故こを頼たよってきたのだと思います。それが五年か六年ほど前でしょうか。商人たちの一団に交じってこの町に来たと聞きました。紆う余よ曲きよく折せつの末に、職人としてはすでに引退されていた同郷のブルナー氏の工こう房ぼうに引き取られ、雑用を任されていたとか。ブルナー氏は子供がありませんでしたし、前の奥様はブルナー氏がこの町にやってくる以前の、二十年以上も前に病で亡なくなられていましたからね。お弟で子し様も遍へん歴れきの修しゆ行ぎようの旅に出られるか、独立して工房を構えていました。寂さびしかったのだろう、と周りは思いました。それが、突とつ然ぜんの結婚ですから仰ぎよう天てんしました。それで余計に財産相続のための打算的な結婚だったのではないかと噂うわさが立ちました。嫡ちやく子しでない限り、結婚しなければ大部分の特権や財産は引き継つげませんから」

「まあ、そうだな」

「ですが……もしもイリーネさんがブルナー氏に財産目当てで取り入ったのだとしたら、もっと賢かしこい方法がいくらでもあったような気がします。この町の組合の長など絶対に引き受けないでしょう」

　騎き士し団に首根っこを押さえられている以上、鍛か冶じ屋組合の組合長職は完全なお飾かざりでしかない。その地位に就ついていいことなど一つもないだろうし、むしろ職人たちにあれこれ責め立てる口実を与あたえるようなものだ。

「イリーネさんは、周りが言うような人だとしたらあり得ないほど、よくやっていると思います。ですから、その献けん身しん的な働きは、無理やり長の地位に押し込められただけ、というのともまた違ちがうような気がするのです」

「つまり、イリーネは自分からその職に就いた、と？」

「あるいは、それがブルナー氏の願いだったのであり、イリーネさんが周りの中ちゆう傷しようを恐おそれずにブルナー氏との結婚を決意した理由なのかもしれません。職人の多くは、イングスたちのように、この町から出たがっていますからね」

「先代たちの築いたものに敬意も払はらわずに？」

　クースラがウォールセンを見ると、ウォールセンは悲しげな目でクースラを見た。

　砂さ漠ばくの国にかぶれた変わり者ゆえに、余計に集団の中で孤こ立りつしているイリーネのことが気になるのかもしれない。

　あるいは、自分がブルナーからたまたま聞いたことが原因で、そんな辛つらい立場にいるイリーネに余計な迷めい惑わくをかけたと思っているのかもしれない。

「ですから、私からあなたにお願いがあるのです」

　と、ウォールセンはクースラを見た。

「イリーネさんをこれ以上傷つけないでいただきたい」

　その目は、クースラの目をしっかりと捉とらえている。

　クースラは、返事をする前に視線を逸そらしていた。ウォールセンがどうしてイングスたちの言いなりになって、錬れん金きん術じゆつ師との密会の場所を自分の店にしたのかが、この瞬しゆん間かんに理解ができたからだ。ダマスカス鋼こうそのものにも、植民にも興味がないのなら、イングスたちになにか弱みでも握にぎられていなければウォールセンが協力する理由がない。

　それでもクースラを店の中に招き入れたのは、このことを直接伝えたかったからだろう。

　砂さ漠ばくの国にかぶれた変わり者。

　当然、嫁よめに来るような者もいないだろう。

　商売柄がら、鍛か冶じ屋組合と縁えんの深いウォールセンは、年とし甲が斐いもなくイリーネに惚ほれているのだ。確かに、クースラから見たって、イリーネはなかなか良い娘むすめだ。ウォールセンのような輩やからにもあまり偏へん見けんなく付き合ってくれる数少ない娘だろうと想像がつく。

　だが、クースラはため息すらつかずに、ウォールセンを見返した。その瞬間、ウォールセンの体がびくりと震ふるえ、思わずといった感じで一歩後ろに下がっていた。

「俺の名は《利子クースラ》だ。目的を決めたらそこに確実に向かっていく。高利貸しの利子が借り手に同情して増えるのをやめないように、俺は俺の目的に沿うことをほかのなにかの理由でやめたりはしない」

　人でなしの錬金術師。

　ウォールセンは、そのことをようやく思い出したような顔をしていた。

「イリーネがどうであろうと、俺の目的はダマスカス鋼だ。職人ブルナーのところにその手がかりがあるのだとしたら、俺はその手がかりを追いかけるまでだ」

　ウォールセンの望みのみならず、イングスのことだって慮おもんぱかる気はさらさらなかった。

　組合には内密にしたいというその気持ちはわかるが、その程度の覚かく悟ごで錬金術師に秘密を漏もらすほうが悪い。

　一方、ウォールセンは今にも泣きそうな顔で、首に筋を立てていた。

　右手の指が昆こん虫ちゆうの足のように動いている。

　武器を手に取るか？

　クースラはうっすらと笑い、目を細めて言った。

「だが、あの女が脅おどしに屈くつするような玉には見えないからな。方法はそれなりに探さぐるさ」

「……」

「それこそ、あんたにあの女を惚れさせて話を聞き出すという方法だってあるだろう？」

　悪戯いたずらっぽく笑うと、ウォールセンの人の良さそうな顔が一いつ瞬しゆんで真っ赤になった。

　いい歳としして、とは笑わない。

　錬れん金きん術じゆつ師には、どれだけ年を取っても子供のように無む邪じや気きに夢を追おいかける連中が大勢いる。

　そして、本物の夢を抱いだいている者ほど、その夢を前に平静ではいられない。

　クースラがウォールセンを憎にくめないのは、自分と似たような匂においを感じるからだ。

「少なくとも、イングスみたいな奴やつらよりかはうまく立ち回るさ」

　その言葉に、ウォールセンはがっくりとうなだれた。

　それはクースラに頭を下げているようにも見えた。

　しかし、とクースラは片かた眉まゆをつり上げてため息をついた。

　面めん倒どうな話になりそうだなと、錬金術師の勘かんが告げていた。







　ウォールセンの店を出ると、日はとっくに昇のぼりきり、町が最も活気を持って賑にぎやかになる時間帯だった。よく晴れていて風もないので、人ごみの中をかき分けて進んでいると汗あせばむほど。

　そんな中、クースラがようやく工こう房ぼうに着いて扉とびらを開けると、フェネシスが弾はじかれたように顔を上げた。

「……」

「……」

　クースラがフェネシスを見つめつつ後ろ手に扉を閉じている間、フェネシスは口元を拭ぬぐいながら分厚い本にかじりつくように視線を向けていた。クースラがなおも黙だまってじっとフェネシスを見ていると、その目が泳いでいるのが明らかにわかった。

「寝ねてただろ」

「ね、寝てません！」

　必死に答える様が馬ば鹿からしくて、クースラは肩かたをすくめて炊すい事じ場のほうに向かった。

「ウェランドは下にいるのか？」

　朝飯を温めた時の火がまだ残っていたので、クースラは炭を多少加えてから、水を張った鍋なべに鉄てつ瓶びんを入れる。鉄瓶の中には、薄うすい葡ぶ萄どう酒しゆが入っている。

「……いると思います」

　フェネシスの返事が聞こえてきたので、クースラは言ってやる。

「寝てたのになんでわかるんだ？」

「寝ていません！」

　強がりというより、寝ていたら耳の中に指を突つっ込むぞという脅おどしが利きいているのかもしれない。クースラが湯を沸わかし、葡萄酒を温めてからようやく居間に戻もどった時、フェネシスは牢ろうの中で判決を待つ囚しゆう人じんのような顔になっていた。

「罪には罰ばつを」

　クースラがフェネシスの後ろに立って言うと、フェネシスは背筋に鉄の棒でも入れられたかのように体を固くする。

「動くなよ」

　鉄てつ瓶びんを持ったままのクースラは、身をかがめてフェネシスの首筋に顔を近づけて、鼻先で軽く白い髪かみの毛をかき分ける。

　フェネシスは、動きたくても動けない、というくらいに緊きん張ちようで体を強こわ張ばらせている。

　なにをされるのか、いや、クースラがなにをしているのかわからなかったのだろう。

　クースラはしばらく身をかがめ、ようやく体を起こすと大きく息を吐はいた。

「ふん」

　それで恐おそる恐る自分の首に手を当てていたフェネシスは、泣きそうな顔でクースラを振ふり向いた。地じ獄ごく巡めぐりの書で、罪人が呪のろわれた毒どく虫むしに卵を産みつけられ半はん狂きよう乱らんになるくだりがあるが、フェネシスの顔はまるっきりそれだった。

「なにもしてやしない」

「……」

「お前、乳にゆう香こうのいい香かおりがするからな」

　クースラは素っ気なく言って鉄瓶をテーブルに置き、階段のほうに向かうと顔を出して階下の様子を探さぐる。人の気配がするので、一応ウェランドはいるらしい。

　そして、クースラが視線をテーブルのほうに戻もどせば、フェネシスが首筋を押さえたまま固まっていた。

「顔真っ赤だぞ」

「し、知りません！」

　フェネシスはそう言って、耳と一いつ緒しよに泣きそうな顔を伏ふせた。

「まあいい。それより、首尾はどうだ」

　クースラが尋たずねると、首筋を必死に掻かき毟むしるように拭ぬぐっていたフェネシスは、うつむいたまま無言で木の板をぐいと押し出してきた。蝋ろうが塗ぬられ、尖とがらせた木のペンで引ひっ掻いて文字を刻み、ちょっとした備び忘ぼう録ろくなどに使うものだ。そこには、いくつかの書しよ籍せきの名前と、ダマスカス鋼こうにまつわる話の概がい要ようが書かれていた。

「へえ、短い時間でよくこれだけ見つけたな」

「……」

　まだやや涙なみだ目めだったが、褒ほめられると満まん更ざらでもなさそうな顔をするところは、素す直なおでよろしいと思う。しかし、クースラはフェネシスの労作をあっさり投げ出して、木の器うつわに葡ぶ萄どう酒しゆを注つぎながら言った。

「これだけ仕事が早いなら、本格的に役に立ちそうだな」

「え？」

「飯を食ったら、輜し重ちよう隊の本部に行く。こっちの仕事を手伝え」

「えっと……」

「眠ねむい仕事には変わりないからな。飯を食べすぎるなよ」

「も、もう眠りませんっ」

　クースラの言葉に、フェネシスは首筋を押さえながら、そう言ったのだった。







　ウォールセンの懇こん願がんに心を動かされた、というわけではないが、クースラにはイリーネに直接ダマスカス鋼こうのことを聞きに行く前にやるべきことがあった。

　イリーネの夫であったロバート・ブルナーがダマスカス鋼の秘術を知っていたと仮定すれば、導かれる推すい論ろんが一つある。それは、彼らもまた移民の際には腕うでの良さを主張しなければならなかったはずなのだから、もしもダマスカス鋼の話が本当ならば、それを利用していないわけがない、ということだ。

　それで、どうして輜重隊の本部なのかといえば、それはイリーネ本人の言葉による。騎き士し団がこの町を完全に支配するようになる前、この町の鍛か冶じ屋組合に金を貸し付けていたのは、ブークルグ商会というところだったらしい。そして、その商会は町の有力組合の一つである鍛冶屋組合に対する貸し付けを持っていたがゆえに、さらに大きく貪どん欲よくな組織である騎士団に飲み込まれた。その建物は騎士団が接収し、そのまま使っている。

　ならば、よくあることとして、当時の記録もすべてそこに残っているはずだった。

「記録によれば、この一角にあるものが当時の文書類です」

　線の細い、綺き麗れいな金きん髪ぱつのいかにも事務屋といった青年が、古い羊皮紙を何枚もめくりながらそう言った。クースラたちがいるのは、カビの匂においがする地下倉庫だ。

「権利関係についての重要な書類は別に保管してありますが、そちらはオトリス様の許しがありませんと……」

「ああ、そういうのじゃない。ここにあるものがたぶん、目当てのものだ」

　地下倉庫には棚たながずらりと並び、そのうちの一つに無造作に置かれた羊皮紙を一枚手に取ってみる。

　からからに乾かわききって今にも砕くだけてしまいそうだが、埃ほこりを払はらって蝋ろう燭そくの灯あかりを近づけると、埃の焦こげる匂いと共に、古い時代の記録が浮かび上がってくる。

「もう使われていない文書類とはいえ、火事には気をつけてください。水みず桶おけは扉とびらの外にあります。声を上げれば反はん響きようして上に届くようになっています」

「わかってる。子供じゃない」

「……では、ごゆっくり」

　案内の青年は最後まで怪け訝げんそうな顔を崩くずさなかった。万が一の火事の際に延焼を防ぐためだろう、重そうな扉とびらが閉じられる。青年が石段を上って行く足音を聞きながら、クースラは「さて」と言った。

「やるか」

　隣となりのフェネシスは、修道院を思い出すのか、無言でこくりとうなずいた。

「目当てのものは、この町にやってきた鍛か冶じ屋組合の連中の残したやり取りだ。嘆たん願がん書しよの類たぐいだな」

　クースラは棚たなの高いところにある書類から適当に手に取って、どんどんフェネシスに渡わたしていく。埃ほこりなのかカビの粉なのかわからないが、フェネシスは顔を背そむけて、むせていた。

「詳くわしい内容は捨ておけ。それらしいものが出てきたらどんどんこっちに回せ」

　フェネシスは融ゆう通ずうが利きかないが、その分目的を与あたえられると黙もく々もくとこなす。倉庫にはテーブルも置かれていて、フェネシスは椅い子すを引いて座ると作業に没ぼつ頭とうした。一心不乱に文字を目で追い、事前にあらかじめ教えておいた単語や名前が出てくるとクースラに次々渡わたしてきた。

　ブークルグ商会は騎き士し団に負けず劣おとらず強圧的に鍛冶屋組合を操あやつっていたらしく、数々の嘆願書がいくらでも出てきた。特に、商会という立場を利用した原材料の独どく占せん買かい占しめや、前貸しによる職人たちの利益の吸い上げ行こう為いにはかなり悪評があったようだ。

　幾いく人にんかの有力そうな職人たちの連名によって、たびたび原材料の値下げや、借金の棒引きや利子の減げん免めんを訴うつたえる嘆願書が出てきた。

　ロバート・ブルナーの名前はしょっちゅう出てきて、彼が当時からこの町の職人の中で顔役であったことが窺うかがえる。

　棚は内容別でも年代順でもなく書類がまとめられているようで、なにが出てくるかわからない。クースラはとにかく古い年代のものを求めていたので、汚きたなそうなものから順に棚を漁あさっていった。

　一方のフェネシスは指で文字をたどりながら、息を止めて盥たらいの水の中に顔を沈しずめるように内容を調べている。ダマスカス鋼こう、という直接的な単語以外にも、希少な、とか、古代の、とか、そのあたりの単語を探し出すようにも命令してある。

　ただ、フェネシス自身は忠実で仕事も速かったが、回ってくる書類のほとんどが、希少な町の資源を云うん々ぬんとか、古代よりの慣習に倣ならいこのたびの参事会の決定には云うん々ぬん、と関係のないものばかりだった。時折、南の大だい帝てい国こくより派は遣けんされた武官から賜たまわった剣けんの鉄には珍めずらしい色味が見られ、などという若じやつ干かん期待させるものも出てくる。

　だが、どれもダマスカス鋼とは関係のなさそうなものだった。

　クースラは次々棚から書類の束を持って来て、フェネシスの横に積み上げていく。

　クースラもフェネシスも互たがいにろくに会話も交かわさず、熱心に作業をしていたのだが、そこは暗くて静かな時の墓場のような地下倉庫の中だ。しかも、最初のうちはやや目新しい感じがしていたものの、すぐに嘆たん願がん書しよの内容は繰くり返しのものが多くなってきた。違ちがうことといえば、署名している人間の名前と、そこに書き込まれる金額や物の名前が変わっているくらいだ。

　どこの町でも時代でも、やっていることは大して変わらない。

　フェネシスは暗いところの作業で目が疲つかれ始めたのか、それとも眠ねむいのかはわからないが、時折目をぎゅっと押さえて、天てん井じようを見たりするようになっていた。

「寝ねたら耳に指を突つっ込むぞ」

　その言葉に、フェネシスは特にびっくりした様子はなかった。

「寝ていません」

　素っ気なく言って、新しい書類を手元に置く。

　そして、少し指でたどってから、ひょいとクースラにその書類を寄よ越こしてくる。

　どうせまた見当違いのものだろう、とクースラはそれを見て、ちょっと驚おどろいた。

「おい、これ」

「？」

　見終わった羊皮紙や紙を束ね、テーブルからどけようとしていたフェネシスは、きょとんとしてクースラを見た。

「言われていた単語が書かれているものですが……」

　フェネシスはやや自信なさげに言うが、クースラは改めて紙を見て、唸うなる。

「読めない」

「は？」

「読めない」

　クースラは紙を突き返し、蝋ろうを塗ぬった板と尖とがった木のペンも一いつ緒しよに突き出した。

「該がい当とう箇か所しよの前後を訳せ」

「……」

　フェネシスは突き返されたものとクースラを見比べて、「はあ」と拍ひよう子し抜ぬけしたように返事をした。

　そして、のろのろと作業に取りかかろうとして、ぽつりと言った。

「読めないのですか？」

　クースラは、答える。

「読めないと言った」

「……」

　フェネシスはまたクースラを見て、紙を見る。

　さらにもう一度クースラを見た時、その目が生意気にもちょっと得意げだった。

「俺は万能じゃない」

「なにも言っていません」

　嬉うれしそうな顔をしながら木の板にがりがりと翻ほん訳やく文を書き込んでいくフェネシスに、クースラは苦々しい視線を向けるが、事実は事実だ。

　その書類には、ウォールセンの店で見たミミズがのたくったような文字とこちらの文字が半々に記されていた。読める分にざっと目を通した感じでは、グルベッティへとやってきた移民の身元や経歴を保証する内容のものだったのだが。

「よく読めるな、そんな文字」

　クースラが感心半分、悔くやし紛まぎれ半分に言うと、フェネシスは手を止め、少し体を引いて文字を見て、小こ首くびをかしげていた。

「こちらの文字のほうが難しいですよ」

「ふん？」

　まさか、と思うが、フェネシスはやはりすらすらと翻訳を続けていく。

「ただ、もう忘れているものだとばかり思っていましたけど、意外に覚えているものですね」

　フェネシスは書き物をしながらそう呟つぶやいた。

　もちろん、フェネシスがはるか彼方かなたから来た異い邦ほう人じんだということはわかっていた。しかし、それは知識の話であって、クースラは今初めてそのことを実感したような気がした。

　言葉も文字も習慣もなにもかもが違ちがう遠方の地。

　その地に思いを馳はせる者は、ウォールセンのような変人くらいしかいないような遠い土地。

　そんなところから来た、ということに、クースラはなにか不思議なものを感じていた。

「なら、喋しやべれるのか？」

「え？」

「あっちの言葉はまだ喋れるのか」

　クースラが尋たずねると、フェネシスは顔を上げて、困ったように笑った。

「忘れたいもののうちの一つです」

「なに？」

「大たい抵ていいつも、なにげない抑よく揚ようなんかで血筋がばれましたから」

　フェネシスの顔はどことなく微ほほ笑えんでいるように見えたが、それはたぶん蝋ろう燭そくの光の加減のせいだったのだろう。

「最初に騎き士し団の人が助けてくれたのも、たぶん、言葉からじゃ私がどういう血筋の者なのかわからなかったからだと思います」

　話し方でその人物の大体の人となりから、場合によっては住んでいる場所や収入まである程度わかる。クースラやウェランドの服装みたいなものだ。

　問題は、クースラやウェランドは好き好んでこの格好をしているが、フェネシスは望んでいたわけではないということ。もしも平へい穏おんに暮らせるのだとしたら、きっとそちらのほうを選んだはず。

　クースラはそんなことを思いながら、同時にばつの悪さも感じていた。

　フェネシスにとって、触ふれられて面おも白しろい話題ではないだろうからだ。

「悪かった」

　小さく言うと、フェネシスは驚おどろいたように顔を上げた。

　そして、その顔はゆっくりと笑え顔がおになった。

「まさか、そんな単語を知っているとは思いませんでした」

「……」

　フェネシスはくすくすと笑って、書き物を続けながら言った。

「私の今の言葉はどうですか？」

　いつもよりもよほど落ち着いた話し方なのは、きっと、自分の血筋のことや故郷のことは、見み栄えを張るような余地がないからだろう。

　つまり、「そんな場所にいた自分」は守る価値もない死体も同然なのだ。

「完かん璧ぺきだ」

　クースラの言葉に、フェネシスははっきりと微ほほ笑えんだ。

「とても、練習しました」

　その言葉をひどく重く感じたのは、周りを暗くら闇やみに覆おおわれた地下倉庫の中だったから、というわけではない。フェネシスは、単なる世間知らずのお嬢じよう様ではないのだ。

「この人のいた場所、知っています」

　フェネシスは木の板に文字を書きながら、そう言った。

「へえ？」

「通りがかったことがあるだけですけど……砂地を流れる川の側そばにある町です。風がとても強くて、食事がいつもじゃりじゃりしていた気がします」

　フェネシスはそこまで言って、尖とがった木のペンを置くと、板をクースラに差し出してきた。

　言葉を練習した、というに相応ふさわしい几き帳ちよう面めんな綺き麗れいな文字だった。

「里さと心ごころが？」

　受け取った木の板に目を落としながらクースラが言うと、フェネシスは微笑んでいた。

　しかし、視線はクースラを見ず、別のところに向けられていた。眺ながめているのは、記き憶おくの中の景色か、人々の顔か。なんにせよ、現実のフェネシスの視線の先には濃こい闇しかない。

「帰っても、家はありませんから」

　フェネシスは、困ったように笑った。

「それに、この人たちみたいに、助けてくれる人もいません」

　テーブルの上だけではなく、床にも見終わった書類が積み上げられている。

　フェネシスが翻ほん訳やくしたもののように、遠方の地から縁えん故こをたどってやってくる者の身分を保証する類たぐいの書類は少なくなかった。それでなくたって、誰だれか一人が差し出す手紙というのは数少ない。必ず誰かが連名で署名し、複数の人間が互いに力を合わせてなにかしらの権利や願いを主張していた。そういった集団が集まり、町となって、歴史となる。

　これまでのフェネシスには縁えんのなかったものだろう。

　その目が寂さびしげなのは、職人たちが羨うらやましいからか。

　だから、クースラは即そく座ざにこう言った。

「まあ、こいつらほど数は多くないが」

「？」

「少なくとも、お前には俺がいる」

　クースラが言うと、フェネシスはヴェールをかぶっていてもわかるくらいに耳をぴんと張っていた。

　クースラは、どれだけ身勝手でも、どれだけ夢想的でも、どれだけ馬ば鹿かげていると言われても、自分の夢を追いかけることに揺ゆるぎはない。フェネシスを手元に置いておきたいと思ったのは、その基準に照らしたうえでのこと。

　ならば恥はずかしげもなければ、照れもない。

　なんら臆おくすることなくフェネシスの目をまっすぐに見据すえてそう言った。

　そのくらいのことができないで、どうして命を懸かけた夢だといえるのだろう。

　そして、緑色の双そう眸ぼうを見開いていたフェネシスは、やがて今にも泣きそうな笑え顔がおで言ったのだ。

「呆あきれています」

「ん？」

「嘘うそでも嬉うれしい自分に、呆れています……」

　泣きそうな顔で笑うフェネシスに、クースラは、静かに言葉を返していた。

「嘘じゃない」

　フェネシスが本音のやり取りに慣れていないのは、この間の事件の時で把は握あくずみだ。

　その言葉をも、どう受け取っていいのか困こん惑わくする、フェネシスの悲しみすら感じられた。

「俺は、自分の夢にまつわることでは嘘をつかない。ほかのことでは……まあ、嘘をつくが」

　最後に冗じよう談だんめかした台詞せりふを入れると、それがようやくフェネシスの思考の手がかりになったらしい。戸と惑まどっていたフェネシスは、わざとらしくむくれるように言った。

「わ、私は、あなたの言葉は金こん輪りん際ざい信じないと言いました」

「それでも構わない、と俺も言ったはずだ。真実は、いつか明らかにされると」

「……」

　フェネシスはクースラと視線を絡からませ、身をよじるように視線を逸そらす。

　なんとか維い持じしていた見み栄えすらが消えたのは、フェネシスの小さな胸の容量をついに超こえてしまったからかもしれない。

「あ、あなたは」

　顔を背そむけるフェネシスは、逃にげるように手元の書類に目を落とす。

「ずるいです……」

　体の形が変わるくらいに、身を縮めていた。

「当然だ。ずるいくらいでないと、あの黄金の地にはたどり着けないからな」

　クースラは、フェネシスの翻ほん訳やくしてくれた文章に目を落とす。やはり、はるか彼方かなたの縁えん故こを頼たよってこの地にやってきた血気盛んな職人の、町の組合への自分の売り込みと、その仲間による保証の文章だった。

「お前には、ずるさが足りなすぎるくらいだが」

「……」

　クースラを見て、視線を落とすのが気配でわかる。

「賢かしこくなれ……ということですか」

「洒落しやれた言葉を知ってるじゃないか」

「……何度も言われましたから」

　それが、徒と弟ていとして修業中の小こ僧ぞうに言われるような意味でないことだけは確かだ。

「夜の工こう房ぼうに一人で送り込まれて来た時も、そう言われたのか？」

　クースラたちを締しめ上げるために、体を差し出してでもきっかけとなる罪を作ってこい。

　フェネシスはそういう命令を受けて、男二人の工房にやってきた。

　フェネシスは存在そのものが罪であり、関かかわるだけで呪のろわれる存在だ。その目もく論ろ見みは見事成功し、クースラは事実追いつめられた。

　なのに、その時のフェネシスはおよそ獲え物ものを追いつめた勝者には見えなかった。

　途と方ほうに暮れ、なぜこんなことをしているのだろう、と壊こわれた笑えみが似合いそうだった。

　フェネシスが居場所を求めて聖歌隊に従っていることなど、上役はもちろん把は握あくずみのはず。ためらうフェネシスを焚たきつけるには、賢くなれ、お前の目的はなんだ、と言うだけで十分だったはずだ。

「まあ、ずるい、というのとは少し違ちがうな」

「……？」

　クースラは手元の木の板の文章を二度読み返して、大きく息を吸う。

　しばらく息を止めた後に吐はき出して、三度目を読み返す。

　内容は、間違えようもない。

　クースラはふつふつと、腹の奥底に火が入るのを実感した。

「したたかだ」

「し……た？」

「そう。定めた目的に向かうために物事に優先順位をつけ、その自分の中の決まりに従うためならなんでもする、という覚かく悟ごのことだ」

　クースラは手を伸のばし、フェネシスの手元から元の書類を取った。

「もっとも、書類のあれこれを見ているうちに、仲間が欲しいなんて安易な感情に流されているような奴やつにはわからんかもしれんがな」

　フェネシスはぴくりと体をすくませ、すぐにしょげたように肩かたを落とす。

「ただ、お前の目的がやっぱりそこにある、ということは十分あるだろう。一人で生きていたくない、という目的があったっておかしくない」

「……え？」

「問題は、だからといって一人でなければなんでもいい、というのは違ちがうだろうということだ。飢うえて死にそうならば、腐くさったパンでも食べるだろうが、本当に食べたいのは焼きたての小麦パンかもしれない。だとしたら、腐ったパンを食べて食あたりで死ぬよりも、小麦パンを求めて這はいずり回って死ぬほうが意義深いということもあるだろう」

　にわかに人生観を変えられるとはクースラも思わない。

　しかし、クースラは不可能を可能にするのが生業の錬れん金きん術じゆつ師だ。

　そういうフェネシスを見ていると、丸まった背中に手を当ててぐいと伸ばしたくなる。

「ただ、そうやって考えてみると、俺はお前に怒いかりを覚えるんだがな」

　クースラが冷たい視線をフェネシスに向けると、フェネシスは「え？　え？」と戸と惑まどっている。じっと見つめていると、今にも逃にげ出したそうな顔で戸惑っている。

　クースラは、恥はずかしげもなく言った。

「お前はこの俺の手を取ってあの工こう房ぼうに来たんだろう？　そのくせ、書類に記されている職人連中の絆きずなを見て心乱されるってのはどういう了りよう見けんなんだ？」

　俺の手を握にぎるだけでは不十分なのか、とすねているようにも見えたかもしれない。

　ただ、クースラの言葉にはっとなっているようなフェネシスなのだから、単純に頭が回っていなかったのだろう。

　自分の身に降りかかることがこれまでと違いすぎて、考えが追いつかないのかもしれない。

　それを周りが見えていない、ということもできるし、これからゆっくり前に進めていけばいい、とも思う。どんなに大きな炎ほのおだって最初は小さな種たね火びから始まるもの。そこにいきなり大量の燃料を入れたって、逆に火は消えてしまう。

　クースラは肩をすくめ、自分の不義理を指し摘てきされ、戸惑っているフェネシスに手を伸ばす。

　殴なぐられるとでも思ったのか、フェネシスは目を閉じて首をすくめていたが、クースラはその額を指で弾はじいただけだった。

「まあ、次も同じことをやったら，傷ついた俺はなにをしでかすかわからない」

「……あ、の──」

「だが、今回は特別に勘かん弁べんしてやる」

　クースラは、笑え顔がおで言った。

「え？」

　しかし、勘弁してやる、と笑顔で言った時のほうが怯おびえた顔を見せるのはどういうことかと思うが、フェネシスのそういう顔も嫌きらいではない。

　それに、事実、クースラの顔が怯えるべき物だったのだろう。

「お前の翻ほん訳やくした文章、大当たりだった」

「え」

「錬れん金きん術じゆつ師にはしたたかさと注意深さと、もう一つ重要なものがある」

「……？」

「運だ」

　クースラは、木の板と文書を手にしながら、そう言ったのだった。
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「アズ・バハシュという名の職人に会いたいんだが」

　クースラがノックもなにもせずに組合の扉とびらを開けて中に入ると、組合長の執しつ務む机の前に男が立っていた。髪かみを騎き士し風に刈かり込んでいるが、服装は賊ぞくのようにだらしない。

　驚おどろいたようにクースラを見ているその顔も、ひどく若い。

「イリーネは？」

　クースラが聞くと、途と端たんに若者の顔に皺しわが寄る。

「ああ？」

「イリーネに用がある」

「お前、誰だれだ？　見ねえ顔だな」

　線は細そうだが、それなりに膂りよ力りよくはありそうだ。

　職人か、とクースラが値ね踏ぶみしていると、その若者の向こう側がわから声が聞こえてきた。

「ディキンズ」

　イリーネの声だ。

「どいて」

「けど」

「どいて。騎士団の錬れん金きん術じゆつ師よ」

「っ」

　その言葉で、ディキンズと呼ばれた若者は顔を強こわ張ばらせていた。

　ただ、面めん子つについてはとても気にしそうな年とし頃ごろだ。

　なんとか表情を取り繕つくろって、クースラを睨にらみながら体を横にずらした。

「昨日の今日なんて、お暇ひまなのかしら？　それで？　なんでしたっけ？」

「アズ・バハシュという職人に会いたい」

　クースラは言って、執しつ務む机に歩み寄る。

　イリーネは組合の帳ちよう簿ぼ類で作業していたらしく、大きな台帳が広げられていた。

「そんな名前の職人には心当たりがないけれど」

「そうか。だが、どうやらそういう人物がいたらしい」

「……誤解されたくないから言うけど、隠かくすつもりはないの。うちの組合は人が多いし、歴史を紐ひも解といたらたくさんの人が出入りしているもの。それで……その、バハシュ氏？　が、どうかしたのかしら？」

　とぼけているようには見えない。それに書類の日付は十四年前だから、イリーネはまだこの町のことなど何も知らず、ろくに言葉も喋しやべれないような年ねん齢れいだっただろう。

「ああ、ちょっと研究のことで聞きたくてね」

「研究？　でも、その手のことはすでに──」

　イリーネが言いかけるところに、クースラはフェネシスが翻ほん訳やく文を書き込んだ木の板と、その本もとになる書類を机に放ほうり投げた。イリーネはクースラの無作法に眉まゆをひそめ睨みつけるが、クースラが顎あごをしゃくると、不承不承そちらに目を向けた。さらに眉まゆ根ねに皺しわが寄ったのは、書類が異国の言語で記されていたからだろう。

　だが、木の板に移った直後のその顔は、ちょっとした見ものだった。

「……こ、これが？」

　イリーネはありったけの理性をかき集めて平静を装よそおったらしいが、錬れん金きん術じゆつ師でなくたってその動どう揺ようを見抜ぬくことができる。クースラの脳裏を一いつ瞬しゆんウォールセンの言葉がよぎったが、クースラにはクースラの優先順位がある。

　イリーネの平へい穏おんな生活は、その中でかなり低い。

「はっきりと言ってもいいのか？」

　クースラが冷たく告げると、イリーネがぎょっと目を見開いた。

　その視線がすぐにディキンズとやらに向けられ、クースラに戻もどる。

「俺は意外に紳しん士しなんだがね」

　どんな状じよう況きようで言ったってイリーネみたいな気の強い娘むすめなら鼻で笑ったところだろうが、今この瞬間だけは、例外だった。

「ディキンズ」

「あ、あんだよ」

　見えない会話を前におどおどしていたディキンズは、イリーネの顔を見て後ずさりかけていた。

　イリーネの目はそれほどのもの。

　なにが最も大事なことかを把は握あくし、その優先順位を守るためになら大たい抵ていのことをする覚かく悟ごのある目だった。

「今日は、もう工こう房ぼうに戻もどって」

「いや、けど──」

「戻って」

　組合の長がないがしろにされている町で、職人が勤労に汗あせするわけもない。

　どうせディキンズとやらは、未み亡ぼう人じんになったもののまだうら若いイリーネを狙ねらっているのだろう。その気立てに惹ひかれたのか、それとも、イリーネがブルナーから受け継ついでいるはずの親方株が魅み力りよくなのかはわからない。

　ただ、相手がどれだけ真しん剣けんであるかを理解できないほど馬ば鹿かではなかったようだ。

　せめてもの抵てい抗こうとして唇くちびるを尖とがらせて、「わかったよ」と不ふ貞て腐くされるように言って、クースラを睨にらみつけながら会館を後にした。

　ぱたん、と扉とびらが閉じられ外の喧けん騒そうが聞こえなくなると、真っ青な顔をしていたイリーネから、口を開いた。

「なんで、知っているの？」

　この期ごに及およんでとぼけようとはしないようだ。

　クースラはイングスからの、頃ころ合あいがくるまでは組合に黙だまっていて欲しい、という言葉を思い出した。ああいう奴やつにも、一応町の中での立場がある。

　しかし、クースラは一いつ瞬しゆんの黙もつ考こうの後、肩かたをすくめて、知ったことかと胸中で呟つぶやいた。

「製せい錬れんのことについては、どんなことであろうとも、漏もれなく俺のところに知らされる。この町の職人はひどく協力的だ」

　眉まゆがぴくりと動いただけで、表情に大きな変化はなかった。

　隠かくせていると思っているのは本人だけ。

　イリーネは、短く言う。

「あいつらは、本当に自分のことしか考えていないのね」

　イングスたちは、職人としての名めい誉よも、組合に対する敬意もなにもなく、ダマスカス鋼こうの件をクースラたちに持ち込んだ。ただ、ひたすらに己おのれの利益を考えて。

「それは俺も同じだがね」

「黙だまれ錬れん金きん術じゆつ師！」

　イリーネは、狼おおかみのように吠ほえた。

「名誉のない人以下の存在が知った風な口を利きくな！」

　凄すさまじい剣けん幕まくだが、クースラはそれを少し目を細めただけで受け流す。

「確かに。だが、そんな俺でもわかることがある」

　クースラはそう言って、前かがみになると、執しつ務む机の上の木の板と書類に手を置いた。

　目はじっとイリーネを見つめている。

　言葉を違たがえると死ぬぞ、と親切に教えているつもりだった。

「ダマスカス鋼こうについて隠かくしていることがあるな？　洗いざらい吐はけ」

　交こう渉しよう事の極ごく意いは、これは交渉ではない、とわからしめることだ。勝負の前に、お前は負けたのだと知らしめることができればそもそも勝負を始める必要がない。

　イリーネはクースラを見上げている。

　気き丈じような目つきで見上げているが、そこに真の光はない。

　なぜなら、イリーネは組合の長としてその椅い子すに座っているのに、その長を支えるはずの仲間は誰だれも彼もが自分のことしか考えていないからだ。

「わ、私は──」

「時間がない。吐くのか、吐かないのか」

　ごん、と踵かかとを踏ふみ鳴らす。

　イリーネは町角で暴ぼう漢かんに絡からまれた女の子のように身をすくませた。

「ダマスカス鋼の製せい錬れん方法を言え」

　だが、それは一いつ瞬しゆんだった。たった一瞬で、イリーネの目に光が戻もどってくる。

　なぜだ？　とクースラが意外に思った瞬間には、イリーネは逆にクースラを殺す勢いで睨にらみつけていた。

「そんなものはない」

「ほう」

　クースラは即そく座ざに手を伸のばし、イリーネの胸むな倉ぐらを掴つかむ。多少は怯ひるむかとも思ったが、そこは血の気の多い職人どもを形だけでもまとめ上げる立場の者だ。

　濡ぬれた瞳ひとみを、揺ゆるぎなくクースラに向けている。

「殴なぐって口が割れても、心まで割れるわけじゃない」

　言葉遣づかいこそ汚きたないが、だからこそ、聖典に記された悪あく魔まに打ち克かつためのその台詞せりふに魂たましいが宿る。

「どうせイングスたちが裏でこそこそしているのでしょう。私も遅おくればせながら聞いたわ。移住の話だってね」

「……」

「あんたがここに来て必死になっていたのもそれだったのね。けどご愁しゆう傷しよう様さま。北のカザンに向かう大部隊は、もう数日のうちにここに到とう着ちやくするそうよ」

「っ」

　イリーネはせめてもの意い趣しゆ返しとばかりにそう言ってくる。

「陳ちん情じようのための手て土産みやげを用意するのは、もう無理なんじゃないかしら」

　その意図がわかっているのに、クースラは顔が強こわ張ばってしまう。腐くさっても鍛か冶じ屋組合の長の椅い子すに座っていれば、その耳に入る話の正確性には信しん頼らいが置けるだろう。

　あと、数日。

　幸運の女神が通り過ぎるまでに、たったそれだけの時間しかない。

　イリーネの勝ち誇ほこったような目が、クースラを見る。

「けれど、あんたもあのイングスみたいな奴やつらと一緒になって馬ば鹿かげた話に踊おどらされる間ま抜ぬけだったとはね。少しは骨のある錬れん金きん術じゆつ師だと思ったのに」

　しかし、こんなことで折れるようなら、クースラはとっくにどこかで野たれ死んでいる。

　ひゅっと息を吸い、運命の鎖くさりに噛かみつくように、言った。

「なら、ここに書かれていることをどう説明するつもりだ？　ここの組合にて作られたという伝説の金属について、秘伝の改善法にて貢こう献けんできると自負しているとある」

　ダマスカス鋼こうが作られたなどとなれば、その話は千里を越こえるだろう。

　詐さ欺ぎまがいのものも含ふくめて、売り込みは山ほどあったに違ちがいない。

「さあ？」

　しかし、半笑いで答えたイリーネは、クースラから片かた時ときも目を離はなさない。一歩も引かないし、引く必要もない、と確信している者の目だ。

　殴なぐってどうにかなる相手かどうかがわからないクースラではない。さらにしばらく睨にらみ合ったのち、投げ捨てるように胸むな倉ぐらから手を離す。イリーネはそれで初めて苦しそうに顔を歪ゆがめ、喉のど元もとに手を当てる。

　クースラは考える。小こ娘むすめを支えているものはなんなのだ？　と。

　最大のよりどころをゆすってみることにした。

「勘かん違いしているようだが、俺は手間の話をしているんだ」

「……？」

「口を利きける者から聞ければ話が早い。だが、騎き士し団の威い光こうを使えば死者ですら話し出す。意味が分かるか？　権力とは、こういう時に使うものなのだということが」

　イリーネの目を覗のぞき込むように言う。

　ブルナーの墓を暴あばき、家の戸と棚だなを漁あさり、すべての記録と思い出に土足で踏ふみ入ってやる。

　裸はだかにして辻つじの木に縛しばりつけると脅おどしたって、そんな顔はしないだろうというくらいにイリーネの顔から血の気が引いた。騎士団による捜そう索さくがどういうものか、知らないわけではないのだろう。

　だが、イリーネは歯を食いしばった。

　泣きそうなほど震ふるえながら、こう言ったのだ。

「そうすればいい。そして、ありもしないものを追いかければいい」

「……」

「ダマスカス鋼こうとやらの作り方があるとして、どうして今は作られていないのかしら？　それはそんなもの存在しないからよ！　職人の名めい誉よも理解できない馬ば鹿かどもと一いつ緒しよに、ありもしない秘術を追いかける錬れん金きん術じゆつ師の間ま抜ぬけな姿を、墓の下のロバートと笑ってやるわ！」

　握にぎり拳こぶしでその細い顎あごを砕くだかれるのに十分な間。

　その間を開けてから、イリーネは言った。

「あんたらのような身勝手な連中が、なにかを成し遂とげられるわけがない」

　ゴン！

　と音がして、イリーネは数すう瞬しゆん意識が飛んでいたようだ。顔を背そむけ、かばうように前に出した腕うでの隙すき間まから、クースラのことを見ていた。執しつ務む机を思い切り蹴けり飛ばしていたクースラは、無言で、無表情で、イリーネを見つめている。

　手持ちの材料ですぐさまイリーネの口を割らせられると思ったのだが、甘かった。

　ただ、並なみ大たい抵ていの力ちから業わざに出てもおそらく無む駄だだろうとわかったのは一つの収しゆう穫かくだ。

「なら、好きにさせてもらう」

　執務机をもう一度蹴り飛ばしたクースラは、木の板と書類を手に取って、身を翻ひるがえして歩き出す。背後から、これまで緊きん張ちようと興奮で押さえつけていた恐きよう怖ふがついに堪こらえられなくなったらしいイリーネの、鼻をすする音と涙なみだの落ちる音が聞こえてくる。

　今ここで振ふり向いて、そこにつけ込むということもできるだろう。

　しかし、その策もまたうまくいくとは思えなかった。

　あれだけ脅おどして屈くつしないのだから、イリーネには、なにかすがるべきよすがとなるものがあるとしか考えられなかった。それは、単に個人の名めい誉よと思い出を守りたい、という自然な感情以外のものに違ちがいなかった。たとえば、ダマスカス鋼を製錬する方法などない、という言葉が真実であるとすれば、開きなおることもできるだろう。

　しかし、そうするとフェネシスが翻ほん訳やくした文章や、イングスたちがダマスカス鋼を追いかけることにあれだけ反応する理由がわからない。

　なにか、奇き妙みような構図になっていた。

　永遠に上り続けることのできる階段を描えがいた騙だまし絵えを見せられているような気がした。

　さもなくば、嘘うそつきによる、嘘しか言いませんよという詭き弁べんのような。

　クースラがそんなことを考えながら表の通りに出ると、戸口の側そばにフェネシスがいた。

　しこたま叱しかられ、通りに立たされている小こ僧ぞうのように、身をすくめていた。

　穏おん便びんなことにはならないとわかりきっていたのでここで待たせていたのだが、フェネシスの呪のろいはそれはそれで役に立つらしい。会話は丸聞こえだったのだろう。

　ただ、あなたは最低です、と怒おこっているならまだ言いくるめようもあった。

　それが、フェネシスは自分が脅おどされていたかのように、萎い縮しゆくしきっていた。

「殴なぐっちゃいない」

「……」

「それと、本気じゃない。したたかな方法ってやつだ」

　肩かたをすくめてそう言っても、フェネシスはやっぱり黙だまっている。

　この錬れん金きん術じゆつ師はやはり赤あか子ごを生いけ贄にえにし悪あく魔まの御み業わざを行う輩やからなのではないだろうか。

　ただ、クースラはこれでも冷静に自分のことを理解していると思っている。

　フェネシスを見てそう思ってしまうということは、自分自身に思い当たるところがあるからなのだ。

「まあ、ちょっとやりすぎた」

「……」

　フェネシスは小さく顎あごを引いて、壁かべの向こうのイリーネを気き遣づかうように振ふり向いた。

「弱みにつけ込むのは最低です」

「……」

「特に、大事な誰だれかを人質に取るようなことは……」

　正義感、というよりも、実体験からだろう。

　クースラは額に手を当て、小さくため息をついた。

「本気でそうするつもりはない。あまりに強ごう情じようなんで、ちょっと押してみただけだ」

　自分のしていることの言い訳を真しん剣けんにするなんて、いったい何年ぶりのことだろう。

　クースラは、新しん鮮せんな面めん倒どうくささという不思議な感情に苛さいなまれながら、「しかし」と無理やり話題を変えた。

「妙みような反応だった」

「……？」

「お前の見つけた書類は、俺の探していたものだと思って間ま違ちがいない」

　お前の、と強めに言ってやると、フェネシスは居い心地ごこちが悪そうにしている。

　今の状じよう況きようでは、褒ほめられたからといって笑え顔がおにはなれない、というところだろう。

「だが、イリーネには俺の脅しを受け流すだけのなにか拠より所どころとなるものがあった」

「……あなたのことが嫌きらいなのでは」

　フェネシスのぼそりと言った言葉に、クースラは少し唸うなる。

「頭の悪い奴やつならそれもあり得るけどな。イリーネは賢かしこい娘むすめだ」

「……」

「なにかあるはずだ。この事実があるから耐たえられる、というなにかが」

　フェネシスはフードの下からじっとクースラを見上げ、呟つぶやくように言う。

「マ、マグダラのような？」

　クースラの顔から表情が消えてしまったのは、フェネシスが覚えたての単語を口にするようにそう言ったから、というだけではない。

　少しずつ、クースラの言うことを理解し始めていたからだ。

　おどおどしたような顔なのは、クースラとイリーネのやり取りに萎い縮しゆくしているのもあるだろうが、たぶん、本当のところは今のが思い切った一言だったからだろう。

　クースラは鼻を鳴らし、賑にぎやかな通りを見る。

　そして、最後にフェネシスを見下ろして、こう言った。

「マグダラのような」

　フェネシスは一いつ瞬しゆん顔が緩ゆるみかけ、慌あわててそっぽを向いていた。

　ダマスカス鋼こうは存在するのかしないのか。その製せい錬れん法を知っているのかいないのか。

　クースラは思考を巡めぐらし、ため息をつく。

「ひとまず工こう房ぼうに帰るか」

　幸い、工房には第二の頭脳であるウェランドがいる。

　フェネシスがうなずくのを見て、クースラは歩き出したのだった。







　工房に戻もどると、ウェランドは遅おそい昼飯を食べていた。

　ただ、椅い子すに片かた膝ひざを立てている時は、なにか作業をしている時だ。

　クースラたちが帰って来ても振ふり向きもしないウェランドは、熱心になにかを読んでいる。それから、時折思い出したかのように側そばに置いてある紙に何事かを書き込んでいた。

　なにを見ているのかと回り込んでみると、それは町の運営を司つかさどる参事会の課税台帳だった。

「なにやってるんだ？」

　ウェランドが顔を上げたのは、クースラの声によってというわけではなく、牛肉と一いつ緒しよに煮に込んだ豆を匙さじですくおうとしていたからだろう。

　間ま抜ぬけに口を大きく開けたまま、目の前にいるクースラにようやく焦しよう点てんを合わせていた。

「俺の分しかないよお」

「黙だまれよ。で？　なにやってるんだ？　誰だれかの財産を調べて、賄わい賂ろでも送るつもりか？」

　ウェランドの見ている分厚い課税台帳は、町の中で一定以上の資産を持つ人間たちに課せられる税金の額を記したもの。税率は平等なので、事実上、この町の財産目録といえる。

　もちろん、参事会の厳しい目をかいくぐって秘密の資産を貯ため込んでいる連中はいるだろうが、世の中には嫉しつ妬とという名の監かん視しの目がある。生まれた時から死ぬまで同じ顔ぶれの町の中で、隠かくし事はなかなかできるものではない。

「ダマスカス鋼の製錬方法について、ちょっとねえ」

「……？」

　クースラは訝いぶかしげに眉まゆをひそめるが、ウェランドが課税台帳から拾い上げて記入していたものを見て、がん、と頭を殴なぐられたような気がした。

「職人の出生地か！」

「ダマスカス鋼こうの記述を探している最中に気がついてねえ」

　ウェランドは、むぐむぐと豆を咀そ嚼しやくしてから、言った。

「件くだんのダマスカス鋼の製せい錬れん方法が周知のものだとしたら、必ず誰だれかが生産して、ここはダマスカス鋼の一大生産地になっている。けれどもそうなっていないということは、移民に際して自分たちの腕うでを売り込むためだけに使った秘術扱あつかいであるか、単に一地方の者たちの誰かが所有していたものである可能性が高い。そして、製錬方法を知るにせよ、ダマスカス鋼を所有していたにせよ、その連中はこの町で一頭地を抜ぬいているはずだよねえ。功績には報賞を。そして、縁えん戚せきには幸運を。しかも、製錬方法だとしても、それは方法だけの問題ではないからねえ。そこで手に入る、原料の質にもよる」

「つまり、ダマスカス鋼のことを知っているとしたらどこの者か、ということか」

　クースラは、職人の移民たちが移民の権利を得るためにダマスカス鋼を使ったはずだ、と考えてイリーネの元に向かったが、ウェランドはまた別の観点から網あみを投げていた。

　クースラも頭をひねればやがて思いついたという自信があるが、すぐに思いついたかはわからない。

　節約された時間は、それだけで短い人生の中では貴重な財産だ。

「どんな感じになっている？」

　クースラの質問に、ウェランドは書きかけの紙を見せる。

「大まかには五つくらいの地域だね。筆頭は、クラズィーニ地方だ」

　組合長を務めたブルナーがクラズィーニ地方の出だというから、ある程度納なつ得とくできる。

　しかし、この場合はそういう話ではない。

「組合長の出身地だからっていうには、ちょっと金持ちの数が多いねえ」

　地方の名と、その横に刻まれている線は、該がい当とう者の数だろう。

　ほとんどが南の地で、時折東のほうや、南西の島国の者もいる。意外なことに、ダマスカス鋼が生産されていたといわれる砂さ漠ばく地方からやってきた者は皆かい無むだった。

「ここは元々異教徒のいた町だ。そこに思い思い、職人たちが集まってのんびり町を作ったとはとても思えない。聖戦が始まってまだ間もなかった頃ころだろうからねえ。今からじゃ考えられないほど異教徒たちの抵てい抗こうは強かったはずだ。騎き士しや傭よう兵へいはもちろん、職人たちだって頭数を揃そろえて、決死の覚かく悟ごで来たはずだよお。そこで恣し意い的な富の独どく占せんを行えば、絶対にうまくいくはずがない」

「クラズィーニ地方の連中が富を積み上げるのには、なにか明確な理由があった、と考えるのが自然か……」

「うん。ただ、あそこで造られる剣けんは、芯しんが固く、刃やいばは滑なめらかで鋭するどいことで有名だよお。質の違ちがう鉄を重ね合わせる特とく殊しゆな技術を持っているからねえ。それだけでも、あそこの人材が重宝される理由がわかるよお」

「硼ほう砂しやによる鍛たん接せつか」

「硼砂はこっちでは手に入らない貴重な代しろ物ものだし、貴重な代物が必要な技術はなかなか身につけられない。練習できないからねえ。それゆえに、彼らが至し極ごく真っ当、という可能性も十分あるねえ。材料の知識と腕うでの良さは、それだけで非常に貴重な財産だよお」

「ふん」

　クースラは頭を巡めぐらし、ならば次の一手はどうすべきかと考える。

「だが、火のないところに煙けむりは立たない。この財産の偏かたよりは、クラズィーニ地方の連中を一人ずつ締しめ上げていく理由としては十分だろう」

「んん？　そういう言い方をするってことは、組合長のところは駄だ目めだったのかあ」

「あちらのお嬢じようさんに叱しかられるくらい押したが、駄目だった」

　クースラがフェネシスのほうを顎あごでしゃくって言うと、戸と惑まどいながらもとりあえず顔を引き締めてむっと顎を引いたフェネシスに、ウェランドは軽く笑っていた。

「クースラのひとでなしの部分は信用が置けるよお。なら、本当に取り返しのつかないことをしない限り口は割らないだろうね。それは最後の手段だ」

　フェネシスの顔が奇き妙みように困こん惑わくしていたのは、笑うウェランドの気楽な口調とその内容が不ふ釣つり合あいだったからだろう。

「ただ、そうか、そうだな……。嫌いやな感じはする」

「ん？」

　クースラは、フェネシスが翻ほん訳やくしてくれた木の板と、その本もとになる書類を出す。

「イリーネはこの書類に書かれていることに動どう揺ようしたが、ダマスカス鋼こうの製せい錬れん方法については頑かたくなに口を割らなかった。もしかしたら、この町では材料的にも技術的にも作れないような故郷の質の良い刀剣を指して、ダマスカス鋼と悪戯いたずらめかして言っていた可能性もある」

「今いま更さらそれを認められなくて？」

　ウェランドの切り返しに、クースラはすぐに気がつく。

「白ならば、事実を認めたほうが得か」

　なにせクースラは、墓を暴あばくぞ、とまで言って脅おどしたのだ。

「仮にダマスカス鋼の話が本当だとしても、嘘うそでした、と言うことには意味があるねえ」

　だとすれば、やはりダマスカス鋼の話は本当なのか？

　それにしても、クースラには疑問が残るのだ。

「だが、口を割ることそのものでなにかイリーネが被ひ害がいをこうむるとはとても思えない。むしろ、伝説の金属を生産できていたのなら、そのことを誇ほこるところだろう？」

　あの手の金属に関かかわることが町の人間の名めい誉よを汚けがすのは、それがあまりに荒こう唐とう無む稽けいな与よ太た話ばなしだからだ。しかし、もしもそれが与太話でなかったとしたら。

「どうして話すのを拒こばむのか理解ができない」

　これには、ウェランドも口を尖とがらせる。

「……そうだねえ。独どく占せん的にダマスカス鋼こうを生産している……とかならともかく」

「だとすると、言いたくないなにかがある。守るべきなにかがある、ということだ」

「ふん」

　ウェランドは興味深そうに砂さ漠ばくの地方の言葉が書かれた書類を見て、フェネシスを見る。

「ウルちゃんは、どう思う？」

「へ？」

　部屋の隅すみで手て持もち無ぶ沙さ汰たにクースラたちの会話を聞いていたフェネシスは、そう言って体をすくめている。

　ただ、ウェランドがなにかからかいでそう声をかけたのではないとわかると、おずおずと答えた。

「せ、製せい錬れんが悪あく魔ま的な方法……とか……」

「ふん」

　ウェランドは鼻を鳴らし、クースラに向きなおる。

「それが素す直なおな発想だねえ。けれど、錬れん金きん術じゆつ師の工こう房ぼうですら、そんなのはまれだ。たまに、聖人の骨を炉ろにくべるような輩やからはいるみたいだけど」

　ウェランドの視線は肩かたをすくめるだけでかわし、クースラは言う。

「とはいえ、イリーネが守ろうとするものがあるとすれば、名誉以外にはなさそうなんだが」

「……ちょっと想像つかないよねえ」

　ウェランドは頭をがりがりと掻かいて、腕うでを組んで唸うなる。

「工こう房ぼうに伝わる秘密の奥おう義ぎ、とか？　そのへんの感覚はいまいちわからないんだよねえ……」

「なら、面めん倒どうだがやはり一人ずつ締しめ上げていくか。鎖くさりは一番弱い箇か所しよ以上に強くなれないからな」

　クースラが言うと、フェネシスはイリーネとのやり取りを思い出したらしく、クースラに悲しそうな視線を向ける。

　そんな目を向けられるとなくしたはずの良心がうずくのだが、そこに口を挟はさんだのはウェランドだった。

「残念だけどねえ」

「あ？」

「クラズィーニ地方の出という意味では幸いなんだけど、当時のことを知る親方は、もう一人しか残っていないみたいなんだよね。名前はセナール・ソペイテス。申告によれば、御おん歳とし七十二歳。くしゃみでも死にかねないご高こう齢れい」

　死ぬほど脅おどすのは構わないが、本当に死なれても困る。奪うばって殺してが当たり前の傭よう兵へいたちとは違ちがう。

「身寄りは？」

「なし」

　クースラは苦にが虫むしを噛かみ潰つぶしたような顔になる。

「どうする？　クースラは人でなしだけど、棺かん桶おけに片足突つっ込んだ身寄りのない元職人が、今いま更さら人でなしを怖こわがるかねえ」

「気弱で命に汲きゆう々きゆうとしているご老人、だと助かるんだがな……」

「希望は持たないほうがよさそうだねえ。古い時代の連中は、別の生き物だよお。彼らには、市し井せいの魚売りに至るまで……マグダラがあった」

　ウェランドがその単語を口にする時は、なによりも重いものを口にする時だ。

「ったく」

　クースラは悪態をつく。

　それに、イリーネは間違いなくそのソペイテスとやらに忠告しているはずだ。錬れん金きん術じゆつ師がダマスカス鋼こうの製錬について調べている、と。脅しというのは不意打ちが最も効果的だ。事前に来ると知らされてしまえば、対策を取られてしまう。

　なにか搦からめ手てを考えておいたほうがよいかもしれない。

　クースラはそこまで考えて、ふと視線が上がった。

「どうしたよお」

　ウェランドも気がついて、クースラの視線を追いかける。

　そして、視線の先のフェネシスは、暴漢二人に追いつめられた少女よろしく、後ずさって顎あごを引いた。

「オリハルコンの剣けんといったら、その後ろにはお姫ひめ様だ」

　クースラの言葉に、ウェランドは片かた眉まゆをつり上げて振ふり向いた。

「なら、頑がん固こな老人の後ろには？」

「可か愛わいい孫まご娘むすめだろ」







　もちろん、正せい攻こう法ほうは試ためすべきだ。案外、あっさり教えてくれる可能性だって皆かい無むではない。

　当然、それが駄だ目めならば脅し、なだめ、すかし、懇こん願がんすることだって厭いとわない。

　なんにせよ、まずはソペイテスとやらに直じかに会ってみることだ。

　クースラは手慣れた思考の手順に従ってそう結論づけたのだが、フェネシスを利用するという案も、実は冗じよう談だんで口にしたわけではない。どんな英えい雄ゆうも敵かなわなかった巨きよ人じんを倒たおす少女の話が世界のあちこちにあるのは、それが事実だからだ。

「……しかし、まさかこんなに似合わないとはな」

　見たことのない鉱石を炉ろにくべる前に、それについての文ぶん献けんはないかと当たるのが錬れん金きん術じゆつ師というものだ。火にかけた途と端たんに爆ばく発はつするかもしれないし、一いつ緒しよに混ぜると毒が発生する組み合わせだって頻ひん繁ぱんにある。

　過去の課税台帳を調べ、ソペイテスの課税や財産に妙みような動きがないか調べたり、騎き士し団に連れん絡らくをつけてクラズィーニ地方について調べものをしたり、市参事会のほうにもソペイテスの人となりを調べに行かせたりしていた。

　その間、また別に人をやって仕立て屋に服を用意させたのだ。

　どこにでもあるような、町まち娘むすめの服装を。

「耳はともかく、髪かみの毛が白すぎるんだねえ。宮きゆう廷ていとかなら目立たないかもしれないけど」

「掃はき溜だめに鶴つるだな」

「それって前向きな表現じゃないのかよお」

「前向きのつもりだが」

　そんなクースラとウェランドの会話のやり取りの前で、フェネシスは辱はずかしめに耐たえるようにずっとうつむいてスカートを握にぎりしめていた。

　ただ、フェネシスがどこか非現実的なのは、ウェランドが言うような、髪の毛があまりにも白すぎるから、ということだけが原因なのではない。美しい髪、細い肩かた、清せい楚そなたたずまいの、そのどれもが日常生活というつまらないものの中では維い持じすることのできないものだからだ。体の部位のどこを切り取ってみても、フェネシスは町の日常生活からは浮いている。宮廷なら目立たない、というウェランドの言葉はそういう意味だ。

「町娘のふりをさせるのは無理だな。やはり修道女にしよう。死にかけの爺じじいのところに修道女は、うまく嵌はまれば強いが……」

「……」

「どうした？」

　ただ、聞き返すクースラは、実のところフェネシスがどうして傷ついたような顔をしているのかきちんと理解していた。町娘の服を取り寄せるから着てみろ、と言った時のちょっと期待した顔だ。

「まあ、お前はやっぱり町娘として暮らすのは無理だな」

「っ」

　敏びん感かんな場所を爪つめで引っ掻かかれたような顔。

　ウェランドが肩をすくめたのは、クースラが続けてなにを言うかわかったからだろう。

「だから、ここしか居場所はないようだ。諦あきらめろ」

　フェネシスの呆あつ気けにとられた顔が予想どおりで、クースラはくつくつと笑ってしまう。

　フェネシスはからかわれていたのだと気がついてむくれ、髪かみの毛をくくっていたリボンを乱暴にほどく。

「そ、そんなことより、早く鉄の製せい錬れんについて教えてくださいっ」

「怒おこるなよ」

「怒っていません！」

　クースラに続いて、ウェランドも呆あきれるように笑っていて、フェネシスはますますむくれて獣けものの耳をふるふると震ふるわせていた。

　フェネシスが言った鉄の製錬とは、もしもフェネシスを担かつぎ出すのだとしたら、鉄についての知識があったほうがいいからだ。人は自分の興味のあるものに理解を示されると途と端たんに甘くなる。

「まあ、遊んでないでさっさとやったほうがいいってのは同意だ。鉄の製錬は時間がかかる」

「でも、どうせクースラは夕飯時まで待つんだろお？」

　ウェランドの言葉に、むくれていたフェネシスがちょっと興味を引かれたような顔をしていた。

「ご老人が最も孤こ独どくを感じる時間だからな。弱っているところを狙ねらうのは狩かりの基本だ」

　最大の効果を狙い、最高の方法で最高の頃ころ合あいを攻める。目的を定め、そこに向かうためになにを大事にするべきかを知っている者ならば、すべての人間がそうするはずだ。

　ただ、フェネシスがそこに非人間的ななにかを感じ取るのも間ま違ちがいではない。

　クースラは、フェネシスがむくれ顔をするのは構わないが、嫌けん悪お感を抱いだかれるのは少し困るのでもう一つ言葉を足しておく。

「そのくらいの気構えが必要だってことだ。十じ中ちゆう八はつ九く、ソペイテスはそんなやわな奴やつじゃない」

「……そう……なのですか？」

「やわな奴なら、それはそれで手て荒あらなことしないですむから助かるんだけどねえ」

「だが、なんにせよこれまでダマスカス鋼こうの秘密を守り通してきたくらいだからな。それだけで、並なみ大たい抵ていの人間じゃないとわかる」

「だね。絶対に、ダマスカス鋼の話は過去に騎き士し団から突つつかれているはずだよお。それから守り通したってのは生なま半はん可かなことじゃない」

　世辞でもなんでもない。

　フェネシスはまだなにか言いたそうだったが、思い込みで即そく断だんすればまた穴に落ちるとでも思ったのか、不承不承判断を差し控ひかえたようだった。

「なんにせよ、ウルちゃんは自分の出番の時のために、鉄の製錬について一通り学んでおいて欲しいねえ」

「え？　あ、は、はい」

　ウェランドの言葉には、妙みように背筋を伸のばして返事をする。

　クースラにはあまり面おも白しろくない話だが、ウェランドは続けてこう言った。

「この件は、全員が力を合わせないとならなそうだからねえ」

　ウェランドはにこやかに話し、フェネシスは目をぱちくりとさせている。

「町まち娘むすめの案もからかいじゃないよお。採れる手段を可能な限り試ためしてみる、という錬れん金きん術じゆつ師の原則に従ったまでのこと。つまり、協力だねえ」

「協……力？」
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「ウルちゃんは、この工こう房ぼうの大事な戦力というわけさあ」

　俺たちにはできない部分のね、とつけ加えるのも忘れない。

　ウェランドの言うことはもっともだが、フェネシス以上にクースラのほうが驚おどろいていた。

　一体この気の遣つかい方は突とつ然ぜんなんなんだ、と。昨日の昼間にからかったことを反省でもしているのだろうか。

　一方のフェネシスは、柔やわらかい部分で不意を突つかれると、もうその瞬しゆん間かんに駄だ目めだ。持て余した感情に足を取られてしまう。するとウェランドは嗜し虐ぎやく的な笑えみを浮かべ、うつむいたまま、まばたきも忘れてスカートをねじっているフェネシスを見て肩かたを揺ゆらしている。

　今すぐ顔を上げてそいつの顔を見ろ、とクースラは言いたくなるが、その瞬間に逆に頭が冷えた。理由も即そく座ざに理解した。これは戯じやれ合あいじゃない。

　もしもダマスカス鋼こうの話が本物だったとして、フェネシスがソペイテスから情報を聞き出す切り札になったとしたら？　ウェランドからすれば、クースラがフェネシスの持つ情報を独どく占せんするかもしれない、という懸け念ねんが残る。ざっくばらんな聞き方として、フェネシスは誰だれのものか、という問いを立てるなら、クースラに軍配が上がるのは明らかだからだ。

　その可能性のために、精神的なくさびを打ち込んでおきたいのだろう。

　ウェランドなら先のことを考えてそれくらいのことはする。

　でなければ、急にフェネシスにちょっかいを出す理由がないし、クースラもまた逆の立場だったら絶対に同じことをすると思った。

　相棒、という言葉を錬れん金きん術じゆつ師は軽々しく使わない。

　相手を信用するな、というのはどこまでも正しい言葉なのだ。

「ま、鉄の製錬は面めん倒どうだけど楽しいからねえ。気楽にやればいいよお」

　ウェランドはそんな言葉を、クースラを横目に見ながら、言ったのだった。







　服を着き替がえて寝しん室しつから出て来ると、フェネシスは疲つかれたようにため息をついていた。やはり町まち娘むすめの格好になにか期待していたのだろう。行ぎよう儀ぎよく畳たたんだ服をテーブルに置いて、製錬作業のために髪かみの毛をくくっている時も、自分の白い髪の毛を掴つかんで眺ながめていた。

「綺き麗れいは綺麗なんだけどな」

　調べものを頼たのんでいた騎き士し団の人員から届いた情報を吟ぎん味みしながらクースラが言うと、フェネシスは髪の毛を離はなして面おも白しろくもなさそうに答える。

「褒ほめられている気がしません」

「昔、錬金術に興味を持った怖こわいもの知らずの商会の金持ちがいてな。そいつもよくそんなことを言っていた」

「？」

「金はそれだけで悪なはずがない。だが、持ちすぎると途と端たんに悪になる。好こう奇き心しんも同じだろう？　と言われて、俺はなるほどなと思ったものだ。錬金術そのものが悪いわけじゃない。そこで開発された技術は人の役に立ち、彼らの生活を良い方向に変えることばかりだ。だが、錬金術師が忌いみ嫌きらわれるのは、結局のところ余よ人じんには理解できない錬金術師たちの異常な好奇心のせいだ。そして美しさもまた、そうだろう」

　クースラの言葉に、フェネシスは虫でも止まったかのように耳をふるふると振ふっていた。

「もっとも、持って生まれたものを変えるのはなかなか難しい。まあ、お前が望むなら、髪を染める薬品を探してみるが？」

「……」

　フェネシスはそんな言葉にもう一度髪の毛を少し手に取り、疲れたように笑った。

「あなたはたまに優やさしいので、ずるいです」

「ウェランドに教わってね」

「なにをですか？」

「思い切り嫌きらわれた後に、誠意を見せると相手はころりといくと」

　フェネシスは目をぱちくりとさせてクースラを見て、それから困ったように笑っていた。

「種を明かしてしまってもいいんですか？」

「貨か幣へいならば裏の裏は表だがな。人の場合はそうじゃない」

「……」

「裏の裏がまた裏なこともある」

「……とても、説得力があります」

　クースラがうなずくと、フェネシスはため息交じりの笑え顔がおで首をすくめていた。

「それより」

　と、口を開いたのはクースラではなく、フェネシスだった。

「私で役に立てることが本当にあるんですか？」

　その時にはもう、フェネシスの顔からは笑みが消えている。

　砂さ漠ばくに水を撒まくように、フェネシスの顔からはすぐに笑みが消えてしまう。

「ある」

「……」

「ただし、場合によって、だ」

　その言葉に落らく胆たんするかと思いきや、フェネシスはどこかほっとするように詰つめていた息を吐はいていた。

「必ず役に立つ、と言われたら失敗した時のことが怖こわいからか」

　クースラが意地悪く指し摘てきすると、フェネシスは小さく「う」と唸うなっていた。

「失敗したからって怒おこりやしない。かといって期待してないわけじゃない。ウェランドじゃないが、それが仲間ってものだ」

　フェネシスの耳がぴくりと跳はねて、一いつ瞬しゆん泣きそうな顔になる。

　ウェランドが余計なことをするので、クースラもまたフェネシスをきっちりつなぎ止めておかなければならない。ただ、フェネシスに向ける打算的な言葉は、あまりに反応が良すぎてちょっとした罪悪感がある。フェネシスの場合は単なる依い存ぞん心しんなのか好意なのか区別がつけづらいが、素す直なおであることは間ま違ちがいないのだから。

「それに、なにかを頼たよる時は失敗を必ず想定している。お前みたいに、一つ一つになにもかもを捧ささげるようなのめり込み方はしない。俺たちがそうやってなにもかもを捧げるのは──」

「わ、わかっています」

　せめてもの反はん撃げき、というよりは、黙だまっていると泣いてしまいそうだったのかもしれない。

　クースラは思わず笑ってしまい、「そうだ」と言った。

「だから、まあ、ウェランドの製せい錬れんの手並みを学ぶくらいの気持ちでいても構わない。ソペイテスがどれだけ頑がん固こかもわからないからな。頑固すぎると、女子供を見るだけで激げき昂こうする職人もいるくらいだ」

「……」

「これは本当だ。身寄りがいないなんて、偏へん屈くつである証しよう左さといったって過言じゃない。ただ、いよいよ手立てがなくなれば、情に訴うつたえる手段も取るべきだからな。やれることをやれ。そのための準備を怠おこたるな」

　フェネシスは真しん剣けんな顔つきのまま、やや戸と惑まどいがちにうなずく。

「ただ、これだけは本気で言っておく」

　クースラは読んでいた資料を置いて、言う。

「製錬中のウェランドは狼おおかみだ。怒ど鳴なられ殴なぐられは当たり前だと思えよ」

「っ……」

「めそめそ泣くなよ？」

「泣きません！」

　クースラの言葉に、フェネシスは耳を尖とがらせて言ったのだった。







　早めに軽い夕食をすませて、クースラは「さて」と腰こしを上げた。

　下の作業場からは、水車がふいごを動かす音や鉱石を砕くだく音が聞こえてくる。今のところ怒鳴り声は聞こえないから、割とよくやっているのだろう。

　事実、フェネシスは決められた手順に従って作業をする分には非常に優ゆう秀しゆうというべきだ。

　ただ、そののめり込み方が危あやういだけで、それは首根っこを掴つかんで引っ張ればすむ話だ。

　一番困るのは注意の散さん漫まんや勝手な判断だろう。なにをしでかすかわからない、というのが一番怖こわい。だから、クースラとしてもウェランドの企たくらみはやや気がかりだった。クースラにはクースラの目的があり、フェネシスは紛まぎれもなくオリハルコンの剣けんと互ご角かくの存在だ。

　どちらかを選べと言われたら、すでに手の届く場所にいるフェネシスを取る。

　つまり、カザンに行くかフェネシスを取るかを天てん秤びんにかけたら、まずはフェネシスを選び、その後にカザンへ行く手段を考える用意がある。

　なので、ウェランドがカザンに行きたいあまり、なにか取り返しのつかないことをしでかさないか不安があった。あるいは、そんなことをクースラに思わせておけば、フェネシスを使って自分だけ有利な情報を手に入れなくなるだろう、と思わせる牽けん制せいだろうか。

　裏の裏はまた裏だな、とクースラは一人嘆たん息そくする。

　考えすぎても意味はない。

　少なくともウェランドは頭の切れる奴やつだし、自分の夢以外に興味はないはずだ。

　その事実だけで十分とするべきだろう。

　クースラはひとつ深呼吸をして、頭を切り替かえる。これからやることはお世辞にも楽しいことではない。人の夕食時を襲おそおうというのだから、さすがにクースラだって気が咎とがめる。

　だが、そのことと自分の目的とを天てん秤びんにかけるのなら、どちらに傾かたむくかは一いち目もく瞭りよう然ぜんなのだ。だとしたら、やるしかない。そうするしか、自分に生きている意味がない。

　使うことはまずないだろうが、腰こしに差した短たん剣けんを確かく認にんするのは、そういう覚かく悟ごの表れだ。

　準備を終えたクースラは、工こう房ぼうから出ようとする。

　足が止まったのは、扉とびらの向こうから足音が聞こえてきたからだ。

　普ふ段だんならばまず様子を見る。

　しかし、クースラはすでに扉の前に立っていたので、相手の不意を突つく行動に出た。

「っ」

　そして、互いに一いつ瞬しゆん息を飲む。

　もちろん、その意味合いは両者で異なっている。

　相手は顔に炭の跡あとをつけ、洗いきれていない両手を晒さらし、一日の作業で汚よごれきった靴くつすら履はき替えていない。今まさに仕事場から走って来たことを示すように、頬ほおは上気し、目はどこか虚うつろだ。

　ただ、クースラは無言でイングスを見つめ返し、押しのけるようにして工房から出る。

　背中を向けたまま扉に鍵かぎをかけ、ようやく振ふり向いて、こう言った。

「なにか御ご用ようですかね」

　それが合図だったかのように、イングスは泣きそうな顔なのに怒いかり狂くるっているという、なかなか奇き妙みような表情で怒ど鳴なり散らした。。

「あ、あなたが組合に行ったと聞いたぞ！　イリーネを脅おどしていたそうじゃないか！　それは、それは、あ、あの話なのだろう？　わ、私のことは喋しやべったのか？」

「……」

　クースラは、冷たくイングスを見つめ返す。

　イングスは、無言のうちに答えを見み出いだしたらしい。

「し、喋ったのか……ど、どうしてくれる！　私の組合での立場をどうしてくれる！　錬れん金きん術じゆつ師に頼たよったなんてことがばれたら、私の職人としての立場がないじゃないか！」

　人ひと気けがないとはいえ、往おう来らいでわめき散らすのは、我を失っているからだろう。

　イリーネとのことを喋ったのは、あのディキンズとかいう小こ僧ぞうか。

　なんにせよ、クースラは汚けがらわしいものでも見るかのようにイングスを見て、肩かたをすくめた。

「別に、イリーネに話しはしない、と約束したわけではない」

「な、なっ……」

　言葉に詰つまったイングスの顔が、見る見るうちに真っ赤になっていく。侮ぶ辱じよくされたと思っているのだろう。

　これでも町の名士の一人に数えられる、立派な工こう房ぼうの親方職人様なのだ。町から出たこともなく、きっと名めい誉よある父親の親方株を継ついだだけで、一人前の地位に座った苦労知らず。それでもなお、新天地への夢だけはあり、そのためならウォールセンのような人物の夢に無神経に踏ふみ込むくらいの覚かく悟ごはあった。さもなくば、後あと先さき考えず、錬れん金きん術じゆつ師を頼たよるくらいの無む鉄てつ砲ぽうさがあった。

　だが、目の前でわめき散らすこの男の間ま抜ぬけさ加減はなんだ？　とクースラは辟へき易えきする。

　原因はわかっている。

　こいつらにないのは、世間並みの知ち恵えでも、死を厭いとわないだけの覚悟でもない。

　節操だ。

「用件はそれだけか？」

「……っ……っ」

「俺は忙いそがしいんだ」

　羊のようなイングスを睨にらみ返し、そのまま脇わきをすり抜けて歩き出す。

　日々を力仕事に勤いそしんで、ごろん、とした筋肉の塊かたまりのような親方だ。殴なぐりかかられれば、短たん剣けんを持っていてもクースラに勝てるかわからない。そのことは、イングス自身わかっていたはずだ。

　だが、動かない。拳こぶしを握にぎり締しめて、立ち尽つくしていた。

　錬金術師とやり合えば、それこそこの町での立ち位置がどうなるかわかったものではない。

　錬金術師を傷つければ、出てくるのは騎き士し団だ。

　保身。世間体。名誉。秩ちつ序じよ。

　クースラは道に唾つばを吐はく。

　己おのれの夢を追いかけるのに、そんなものすら踏みにじれない奴やつらに用はない。

　クースラは振り向かずに歩いて行く。

　イングスが追いかけてくる気配はなかった。

　クースラは一度大きく深呼吸をして、仕事帰りの人間と、一日の最後の仕事を終えようとする者とでごった返す夕暮れの町に身を投じる。頭の中で、もう一度、騎士団の人間を使って集めた一通りのソペイテスの知識を確かく認にんする。

　セナール・ソペイテス。七十二歳。妻はいたがグルベッティに来る前に死別している。ブルナーと同じだ。もしかすると、当時は新天地の町へ行くというのは家族がいてはとてもできないような冒ぼう険けん的な事業だったのかもしれない。それに、二十年前にこの町に来ていたとしても五十歳なのだから、新しい妻を娶めとらなかったのはがむしゃらに働いて気がつけば老ろう齢れいに差しかかっていたから、というところなのかもしれない。

　人ひと柄がらは温厚、とやや意外な報告があった。とはいえ、何度か深ふか酒ざけをして町中で深夜に警備兵に捕つかまっている。説せつ諭ゆの後、釈しやく放ほうというところだから、酒さけ癖ぐせが悪いわけでもなさそうだ。

　親方はとっくに引退し、工こう房ぼうを開く権利である親方株は、身寄りがいないために競売にかけたらしい。売上の大半は市参事会と組合に寄付したが、課税台帳に載のるほどの財産は概おおむねその親方株の売ばい却きやくによって作ったもののようだ。その後は町や組合の運営に口を出すわけでもなく、工房跡あとの家でのんびり暮らしているらしい。

　立派な実績と共に一線を退いた、温厚な人柄の町の立たて役やく者しや。

　できすぎだな、とクースラは口元が歪ゆがんでしまうが、こんな聖人みたいな老人がなにか秘密を隠かくし持っていたとして、自分に暴あばけるものだろうか、とやや弱気になる。

　イングスのような腑ふ抜ぬけとは違う、落ち着いて穏おだやかではあるが、芯しんの通った古い時代の人間の匂においがした。

　道が細く建物が密集しているが、行き交かう人々の顔には懸けん命めいに働く者特有の清すが々すがしさが見られる職人街を貫つらぬく道は、鉄てつ錆さび通どおりと名づけられている。どこの家も質素なたたずまいながら、家の中からはうまそうな食事の匂いが漂ただよってくる。

　人の日常に土足で踏ふみ込む勇気。

　これを勇気と呼べばフェネシスはまた怒おこるだろうが、相手の食事はこの先も何度となく続く。だが、好機は人生に一度かもしれない。

　気にする理由など、一つもない。

「ソペイテスさん」

　扉とびらを叩たたき、名を呼んだ。

　通りを行き交う仕事帰りの職人たちがクースラを怪け訝げんそうな目で見て、足早に通り過ぎて行く。

　クースラはもう一度扉を叩き、名を呼ぼうとしたところ、扉の向こうに気配を感じた。

「どなたかな」

　前情報に違たがわぬ柔やわらかい声。

「騎き士し団の者ですがね」

　やや言葉遣づかいを荒あらくしたのは、間ま違ちがいなくイリーネがクースラに関して悪評を吹ふき込んでいるはずだからだ。最初に丁てい寧ねいに切り出して後ですごむより、最初にすごんで後々丁寧にしたほうが誠意を強調できるだろうと思ってのこと。

「ほう。引退した老いぼれになに用ですかな」

「とりあえず扉を開けてはもらえませんかね」

　クースラが苛いら立だたしげに聞こえるように言うと、老人ソペイテスは数すう瞬しゆん間まを開けて、「わかりました」と言って、扉を開けた。

　扉の向こうにいたのは、長い年月にわたって使ってすり減りきった金かな槌づちのような老人だった。

　そう思ったのは、禿とく頭とうと、白い髭ひげに細い体のせいだろう。

　背は高くない。

　けれど、クースラの格好を見ても、少しも怯ひるまない。むしろ、今にも笑い出しそうな柔やわらかさがあった。

「これはこれは」

「お聞き及およびかと思いますがね。錬れん金きん術じゆつ師のクースラといいます」

「……確かに、聞いていますよ。イリーネはすごい剣けん幕まくだった」

　そう言うソペイテスは、やはりどこか表情が柔らかだ。それはまるで、孫まご娘むすめと孫息子むすこの喧けん嘩かを見ている老人のようにも見える。

「中に入れてもらっても？」

　ソペイテスは華きや奢しやとは違ちがう、使い込んだ結果それが理想的な形なのだ、というような細い肩かたを若者のようにすくめ、扉とびらを大きく開いて体を横に引いた。その途と端たんに、うまそうな匂においがする。

「食事中でしたかね」

「ええ、これから、というところでした」

　中に入ると、そこは商会の倉庫に似た部屋だった。

　ただ、そこにあるのは各種の工具や鉱石だ。雑然と見えるのは、それらがもう使われることはない、とわかるから。引退し、あとは墓に入るだけの身寄りのない老人。食事時を狙ねらうというのは正しかったようだ。さぞ寂さびしい毎日に違いない。

「まあ、せっかくの食事だ。冷めたら困るでしょう？　そちらで話をしましょうかね」

「……今時の錬金術師様はお優やさしいんですな」

　ソペイテスはどこか飄ひよう々ひようと返事をするが、誰だれでもいいから訪たずねて来てくれて嬉うれしいのかもしれない。歩きながらあちこちに手を添そえるのも、足に弱さがきている証しよう拠こだろう。

　クースラはソペイテスのそんな後ろ姿を見ながら、ふと、胸中で問いかけてしまう。

　その人生で達成したものはなんだ？　やり残したことはないのか？　生まれてきた意味はあったと思えているのか？

　夢を追いかける人間の一人として、もはや人生も終しゆう盤ばんに差しかかった人間というのはそれだけである種の興味の対象だ。

　ただ、このしょぼくれた後ろ姿では、さしたる期待はできないか。

　クースラが暗い部屋の雰ふん囲い気きのせいか、そんなことを思って、奥の部屋に入った瞬しゆん間かんのことだった。

「本当に、良いところに来られた」

「……」

　ソペイテスはくるりと振ふり向き、ついに笑って、こう言った。

「ちょうど二人分ありましてね。ご一いつ緒しよにどうです？」

　そこには、小さなテーブルに用意された二人分の、でき立ての食事。

　食事時を狙ねらってやってくる、とわかっていたのだ。

　クースラの顔が笑えみに歪ゆがむ。

　この老人、油断ならない。
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「……さすが、町の立たて役やく者しやというところですかね」

「ふふ。まあ、錬れん金きん術じゆつ師の相手はイリーネには荷が重かったでしょうな。久しぶりに泣いた顔を見ました」

　ソペイテスはさっさと椅い子すに座り、クースラを見ると、テーブルを挟はさんで反対側がわの席を手で勧すすめる。相手の流れにまんまと乗せられた形だが、クースラは逆に落ち着いていた。

　こいつは話の分かる相手だ、と雰ふん囲い気きが告げている。

　クースラは、イリーネを人質に取ればソペイテスは簡単に口を割るだろうと確信した。

　だが、だからこそ、逆説的に穏おん便びんに話し合おうとも思いなおしていた。

　ソペイテスには尊重すべきなにかがある。

　それは、錬金術師が追いかけるものに似たなにかだ。

　クースラは椅子に座り、改めて料理を見る。

「さすが課税台帳に名が載のる職人は、鶉うずら料理など食べますか」

「イリーネの泣き顔以上に久しぶりの客人ですから。奮発しました」

　そう言いながら、小さな甕かめから葡ぶ萄どう酒しゆをクースラの器うつわに注つぐ。

　透とう明めいで、濁にごりのない上等なもの。

「さて」

　ソペイテスは、満足げにこう言った。

「神に感謝して、いただきましょう」







　てっきり近くの宿に頼たのみ込んで料理させたものだと思ったら、ソペイテスが自ら市場で品を買い集め、料理したものらしい。川魚と根菜を煮に込んだ鍋なべに、鶉うずらを葱ねぎと香こう草そうと焼いたものがでんと置いてある。ナイフで肉を捌さばく手つきも様になっているし、なによりソペイテスは肉を噛かみ切り、軟なん骨こつを噛み砕くだく立派な歯をしていた。どうやら、歩きながらあちこちに手を突ついていたのは、演技だったらしい。

　ますます食えない御ご仁じんだと思いながら、クースラは遠えん慮りよなく高価な鶉肉をむさぼった。

「いい食べっぷりだ」

　料理も大半が消え、一ひと段だん落らくついたころのこと。

　ソペイテスは楽しげに言って、葡萄酒を一口飲んだ。

「その割に、がっつかない」

「……」

　クースラはテーブルの上の皿を改めて見て、肩かたをすくめた。

　軽く食事を取ってきたのに、あまりにうまいので夢中になって食べてしまっていた。

「職人の基準だとそう見えますかね」

「ここに至るまで件くだんの話を持ち出さなかった」

　笑っているように見えるのは、もしかしたら地顔なのかもしれない。

　いや、事実笑っているのだろう。

　目の前にいるのは、今よりももっと厳しい時代、道具ひとつで町を作り上げてきた職人だ。

「男所帯でしてね。うまい飯にはなかなかありつけませんで」

「享きよう楽らく的な人間が錬れん金きん術じゆつ師などやりますかな」

　顔は穏おだやかなのに、言葉は錐きりのように鋭するどい。

　現役時代にはさぞ徒弟どもに恐おそれられていたに違ちがいない。

　クースラは最後の鶉肉を口に押し込み、葡萄酒で流し込んで、ふうと息を吐はく。

「イリーネさんを泣かしたことは謝りますよ」

「あれはあれで気き丈じような娘むすめですからね。人の心の傷つけ方を知っている人間にやられたのだとすぐにわかります」

「生あい憎にくと人の心がわからない《利子クースラ》ですが」

「だが、少なくとも自分がどんな存在かは知っている。こんな世の中では、それだけで凄すさまじい武器になる」

　ソペイテスは言って、クースラの器うつわに葡ぶ萄どう酒しゆを足す。

「移住についての騒さわぎだとか」

　騒ぎ、とくる。

　言葉の選び方は、その人物の物事の捉とらえ方だ。

　クースラは葡萄酒を飲んで、言った。

「カザンの町への初期入植者に選ばれたいんですよ」

「カザン……なるほど、カザンか。ちなみに、うちのイングスたちは選ばれそうですか」

　その言葉は、器の中の葡萄酒を見つめながら。

「……はっ」

　クースラは、肩かたをすくめただけだ。

　イングスたちに手を貸すつもりはなかった。確かにダマスカス鋼こうの話を持って来たという事実を借りと見なすこともできるが、貸しと借りを天てん秤びんにかけるのは商人や町の連中のすることだ。錬れん金きん術じゆつ師の天秤には、そんなものが載のる余地はない。

　手を貸すとしたら、自分の利になるかどうか。

　クースラが葡萄酒を飲むと、ソペイテスはかかと笑う。

「手厳しい」

　ソペイテスが笑うのに合わせて、クースラは肘ひじをテーブルに載せ、身を乗り出した。

「で、ダマスカス鋼の製錬について、なにを知っているんですかね？」

「なにも知りません」

　ソペイテスは視線を上げない。

　それは怖こわくてそうしているのではなくて、なにかを楽しんでいるように見えた。

「イリーネも同じだった。あんた方は間ま違ちがいなくダマスカス鋼にまつわるなにかを知ってはいる。けれども、頑かたくなに口を閉ざそうとする。口を閉ざすに足るなんらかの理由があるはずだ。それはなんなんです？」

　やはり、世間に知られてはならないなにか魔ま術じゆつ的な方法だとでもいうのだろうか。

　それに、今はもうダマスカス鋼を生産していない理由もわからない。もしもダマスカス鋼を自在に生産できるのだとしたら、今いま頃ごろこの町の鍛か冶じ屋組合は騎き士し団にこびへつらう必要もなくなっていたはずだ。だが、そうしていないということは、やはり一地方にだけたまたま伝わっていた金属塊かいなりを提出しただけなのか？

　ソペイテスはずっと葡萄酒を眺ながめている。

　その視線が上がるまで、かなりの時間があった。

「その方法を知る者は、この世で二人」

　クースラの目を見て、はっきりと言う。

「私と、イリーネ」

　クースラは、驚おどろきとその視線の力強さに飲まれるのを必死に耐たえていた。

「まどろっこしいことはやめませんかね。イリーネを裸はだかにして傭よう兵へいどもの宿に放ほうり込むぞと脅おどせばあんたは口を割るはずだ。違ちがうか」

　ソペイテスは目を細める。

　それは、やはり笑え顔がおだ。

「《利子クースラ》の名に偽いつわりがありそうだ」

「俺はあんたに敬意を抱いだいている」

　ソペイテスが笑うが、その笑顔は偽にせ物ものだ。

「面おも白しろいことを言う」

「あんたにはただの職人とは違うなにかが感じられる。俺たちに似たなにかがある」

　偽物の笑顔のまま、ソペイテスはゆっくりと顔を逸そらす。

「老いぼれには過去の記き憶おくだけはある。おそらく、夢……というやつですな」

　そして、ため息をついたソペイテスは、小さく言った。

「素す直なおに教えられないのは、私たちの夢は叶かなったが、イリーネは違うからです」

　イリーネの、夢？

　クースラはやや面めん喰くらい、こう言った。

「イリーネは、夢を持つ輩やからは良い職人にはなれないと言っていた」

「っ」

　その時、初めてソペイテスは驚きの表情をあらわにした。

　ただ一いつ瞬しゆんのことだったが、それゆえに、隠かくしきれないなにかがあるという印象が強きよう烈れつに残った。

「イリーネが、そんなことを」

「あんたがそんなに驚くこと自体が驚きだ。町の秩ちつ序じよのなんたるかを理解しているだけでは？」

　クースラが言うと、ソペイテスは苦いものを口に含ふくんだかのような顔をする。

　葡ぶ萄どう酒しゆを飲んだのも、偶ぐう然ぜんではないだろう。

「あの……馬ば鹿か娘むすめが……」

　それから吐はいた言葉は、いかにも頑がん固こな親方のもののようだった。

「いや、馬鹿なのはロバートだ。あの馬鹿が大事なことも言わずに死んでしまうからこんなことになるんだ。相手を信しん頼らいすることと買い被かぶることをはき違える大馬鹿者だっ」

　決して声は大きくないが、吐き捨てるような鋭するどい口調だった。だが、ソペイテスの本性はこちらの言葉遣づかいのほうが似合っているようなものだろう。

　クースラは、ソペイテスをじっと見つめている。どんな表情の変化も見み逃のがすまいと、呼吸も忘れて見つめていた。

「だが……こういう形でもなければ、見て見ぬふりをしたまま私もまた天に召めされていただろう……。町に変化をもたらすのは、いつだってよそ者だ」

　人間関係が狭せまく閉じた町の中では、当事者だけでは解決しきれない問題もある。

　ソペイテスの視線がクースラを射抜ぬく。

　数々の困難を経てきた者だけが宿す、鈍にぶい銀のような光があった。

「頼たのみがある」

「頼み？」

「もしもお前さんが、お前さんの言うダマスカス鋼こうを作る方法に気がつき、初期入植者に選ばれたのなら、一いつ緒しよにイリーネをこの町から連れ出してやって欲しい」

　さすがにクースラも無表情を貫つらぬき通せない。

　確かに、イリーネは組合長の椅い子すで居い心地ごこちが悪そうにしていた。

　だが、だからといってクースラにそんなことを頼むにはあまりに飛ひ躍やくがあった。

「……なにを言っているのかわからない」

「あの娘むすめには夢があると言ったろう」

　ソペイテスの深い色の瞳ひとみがクースラを見る。

　クースラは、馬ば鹿かな奴やつに向かってお前は馬鹿なんだと言うように、眉まゆを歪ゆがめて言った。

「そうじゃない。自分の言葉の意味が分かっているのか？　俺たちは、カザンへの入植者に選ばれるような技術が欲しくて動いている。だが、あんたらはそれを隠かくしている。なのに、その技術がわかったらイリーネを連れて行ってくれ？　まるで自分の尻尾しつぽを食べる蛇へびだな。そもそも、だったら自分でダマスカス鋼を製せい錬れんして騎き士し団に売り込めばいい」

　ソペイテスは顔色一つ変えずにその言葉を聞き、そよ風に吹ふかれるよりも小さく、その白い眉をほんの少しだけ動かした。

「道具に愛着が湧わくように」

「あ？」

「技術には想おもいがある」

　視線を逸そらしたソペイテスは、はるか彼方かなたを見るような遠い目をして、大きく息を吸った。

　ため息と共に吐はき出したものは、胸中奥深くに巣す食くっていた言葉だったようだ。

「結果が同じならば過程がどうあろうと構わない、と言えるほど私は枯かれてはいない。結果を求める行程には物語がある。生きる意味があるのだとすればきっとこれのことだ。違ちがうかね？」

　違うかね、と問われて、クースラは反論を思いつくよりも先に、トーマス・ブランケットの製錬過程を追いかけた時のことを思い出す。

　目的を定め、そこに必死に向かう時には必ず物語がある。

　なにより、自分がフェネシスに対して最も強く要求することはなんだ？　と考えてみればいい。

　きちんと目的を見据すえることだ。

　それは、言い換かえれば自分が本当に望む道を歩け、ということだ。

「気軽に教えるようなことではないし、結果だけを受け取れるようなものではないのだ。だが、私はイリーネが新しい物語を紡つむぐべきなのだとも同時に思う。あの娘むすめはロバートの馬ば鹿かのせいで過去に囚とらわれたままだ。イリーネは責任感が強すぎる。些さ細さいな願いが相手の首に鎖くさりを巻くことになる場合もあるのだと、ロバートの馬鹿にはわからなかったのだ」

　ソペイテスはそう言って、燃えるようなため息をつく。

　やはり、色いろ恋こいでも、金目当てでもない結婚だったようだ。イリーネはロバート・ブルナーの腕うでに惚ほれていた。職人にとって、それ以上のことはない。

　だから、イリーネは託たくされたのだろう。職人としての誇ほこりと、ロバートやソペイテスたちが築いてきたものを守るという、その「ささやか」な願いを。

「だが、私もまたこのとおり老いぼれだからな。もはや鉛なまりを金きんに変える魔ま法ほうは紡つむげんのだ」

「……錬れん金きん術じゆつ師は、鉛を金に変えられるわけではない」

「だが、鉛から金を取り出すことはできるだろう。そして、イリーネのことを任せるのだからな。それくらいのことができてくれないと困る」

　今よりも戦乱の激しかった時代、道具ひとつでこの町を作ってきたような立たて役やく者しやの一人だ。

　クースラの言葉を、まるでクースラがフェネシスにそうするように理り不ふ尽じんな言い分で封ふうじ込めてしまう。

「それに、お前さんらが自力でダマスカス鋼こうの秘密にたどり着いたとしても、あの金属を得られるかどうかはまた別問題だ」

「なに？」

「あれはそういう性質のものだ。ただ製錬しただけの金属ではない。あれの製造には特別な知識と技術が要いる。私はその方法を知っているが、もはや体力的に無理だ。だからお前さんらは事実上、最後はイリーネに頼たよらざるを得ない」

　ソペイテスはクースラを見る。

　色の深い瞳ひとみからは、魂たましいの色すらも見えそうだった。

「イリーネの心を動かしてくれ。そして、この町からあの娘を連れ出してくれ」

　妙みような願いもあったものだと思う。

　だが、一いつ蹴しゆうできないのはカザンヘの入植が懸かかっているからではない。

　ソペイテスの言わんとすることが、錬金術師としての核かくのようなものを震ふるわせるからだ。

「一つ懸け念ねんがある」

「なんだ」

「イリーネが梃て子こでも動かなかったら？」

「それはない」

「なぜわかる。それとも、あんたが説得するのか」

　その質問に、ソペイテスは若々しい笑えみを見せた。

「あの娘むすめは、腕うでの良さに対してひどく惚ほれっぽいからな」

「……」

「心底金属に惚れているのさ」

　そういう話をどこかで聞いたことはないかね？　と老ろう獪かいな元職人は目で笑っている。

「だからカザンへの入植は、あの娘自身、望んでいるはずだし、ダマスカス鋼こうがその手段になることだってわかっているはずだ。あとは、そこに至る過程に折り合いをつけられるかどうかなんだ。そして、あの技術とは、そういう類たぐいのものなのだ……」

　ソペイテスの言葉に、クースラはこう言わざるを得ない。

「俺は羊を導く聖職者じゃない」

「神を夢に、聖典を技術書に置き換かえればいい。そして、どうして錬れん金きん術じゆつ師どもは命を懸かけるのだ？」

　クースラは言い返せない。それは、ソペイテスがクースラよりもよほど錬金術師のようだったからかもしれない。

「頼たのんだよ」

　ソペイテスは、笑顔のまま、そう言ったのだった。
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「また妙みような話だねえ」

　クースラの話を聞くと、頭に手ぬぐいを巻いてもろ肌はだ脱ぬぎだったウェランドは、外の寒気で冷やされた麦むぎ酒しゆの入ったジョッキを手にどこか楽しそうに言った。

「力づくでどうにかなる、と思わなくもない。だが……この俺ですら、尊重すべきなにかがある気がする」

「ふふん？　言いたいことはわかるし……結局、イリーネちゃんとやらを動かさないとならないんだろお？　いきなり暴力で試ためして動かなかったら一巻の終わりだからねえ。奥の手は最後にするべきだよお。しかし、技術にある想おもい、か。なんだろうね？」

　ウェランドはそう言って、ぼんやりと天てん井じようを眺ながめている。炉ろの前ではフェネシスが必死に炭を足し、薪まきを足し、鉱こう滓さいと呼ばれる不純物をかき出している。ウェランドのようにもろ肌脱ぎになれないせいか、汗あせだくだが近くには水の入っている瓶びんと塩が置かれている。きちんと学習できるのだ。

「わからん。確かに技術の開発は人生を賭かけてのものが少なくない。だが、技術そのものから技術者の想いなんてわかるものか？」

「普ふ通つうに考えて無理だ。世の中は無む慈じ悲ひだよお」

　その胡う乱ろんな目つきは冗じよう談だんではなく、神を呪のろっているように見えた。クースラはこの工こう房ぼうの前任者であるトーマス・ブランケットの凄すさまじい技術の再現に際し、その宇宙の仕組みともいえる方法論に興奮した。しかし、それは一つ一つ試し行こう錯さく誤ごの結果を追いかけたからだ。

　たとえば灰はい吹ふき法ほうから古代の偉い大だいな錬れん金きん術じゆつ師のことなど思い描えがけないし、亜あ鉛えんの製錬だってそうだ。素す晴ばらしい技術は世に広まるが、誰だれがどんな苦労の果てにそれを作り出したかはそれほどには広まらない。

　それを世の無情と嘆なげく者は、祈いのりの世界に落ちていく。

「くそ」

　なにか大きな手がかりのようでいて、思考の糸口さえも見つからない。

　クースラは吐はき捨て、ウェランドは黙もつ考こうする。

　視線を感じて振ふり向くと、一呼吸入れているフェネシスが、水を飲みながら二人を見ていた。

「……鉄の製錬はどうだ？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスは炉のほうをちらりと見て、無表情にうなずく。

　その立たち居い振ふる舞まいには、なにか芯しんのようなものが見て取れた。

「まあ、汗あせで泣いていてもわからないからな」

「っ」

　クースラが言うと、フェネシスは慌あわてて目じりに手を当てていた。

　それを見て、クースラはウェランドに視線を向ける。

「お前、殴なぐってないだろうな」

「まさか、そんなことしないよお」

　へらへらと笑うので、たぶん、殴るのも面めん倒どうで足で蹴けっているのだろう。

「少しは鉄が採れてるのか？」

「最初のほうのがある。まだ冷えてないけどねえ」

「これか。ずいぶん黒いな……」

　石の器うつわに注がれた鉄だ。砂鉄をそのまま溶とかして成型したような色だが、ウェランドは顎あごを撫なでながら言う。

「いきなり不純物を飛ばすようなこと教えても、良さがわからないだろお？　幸い、色々な地方の鉱石が揃そろっているからねえ。いくつか同じ手順で製錬させて、それでも生まれる結果の違ちがいを把は握あくしてからのほうがいいだろうと思ってねえ」

「ふん」

「けど」

　と、ウェランドが言う。

「話を聞く限り、ウルちゃんの出番はなさそうだねえ」

「……」

　クースラは、作業しながら聞き耳を立てているフェネシスを見て、肩かたをすくめた。

　自分だけ役に立てないとわかると、また妙みような気を起こしそうだ。

「技術を覚えるのは早いに越こしたことはない。それに、お前も炉ろに火が入っているほうが調子が出るだろ」

「んー？　まあ、ねえ」

　あまり気がなさそうに言う。

「けど、想像すらできない物を探すのは楽しみだ。いいよねえ」

　火が赤々と照らす顔は、あちこちに陰かげができていて笑うとそれなりの迫はく力りよくがある。

「クースラはどうする？」

「……」

　その質問に、クースラは無言で首をかしげた。

　視線の先には、フェネシスがいる。

「俺の名前は《利子クースラ》だからな。「想おもい」なんてかけらもわからん。俺もそこの小こ娘むすめと一いつ緒しよでやることがなくなってしまったな」

　あからさますぎる言い方だったが、フェネシスにはこれくらいわかりやすいほうがいいだろう。ウェランドはにやりと歯を剥むき、おもむろにフェネシスのいる炉のほうに歩いて行く。明らかに二人の話を聞いていたフェネシスは思わず身構えていたが、ウェランドはそのまま素す通どおりして手にしていた麦むぎ酒しゆを炉の中にぶちまけてから、空の器うつわでフェネシスの頭を小こ突づいていた。

「温度が上がりすぎだよお」

「は、はい」

「返事をする前に水車に走るっ」

「はいっ」

　そして、言われたとおりに外に出て行くフェネシスを見送り、ウェランドはにやにやとクースラを振ふり向いた。

「本当は、クースラがやりたいんじゃないのかな？」

「確かに、苛いら々いらして全部自分でやりかねない」

　ウェランドは肩かたを揺ゆらし、ふいごを上下させる連結部分を外しにかかるフェネシスを眺ながめながら、言った。

「嘘うそが下手だねえ」

「自分に嘘はつけないからな」

　クースラが言うと、ウェランドはまだどこかに残していた息を吐はききるようにため息をついて、作業台の上にほったらかしにしていた上着に手を伸のばした。

「なら、俺は夜の蝶ちようちょでも追いかけに行くよう」

「あ？」

「想いのある技術なんて、なかなかいわくありげだからねえ」

「……」

　クースラは独ひとり言ごとのように言うウェランドを見て、はっと気がついた。

「お前、まさか職人の──」

「工こう房ぼうの炉ろは、たまには火を入れないと壊こわれてしまうからねえ」

　そして、ひょいひょいと階段を上って行ってしまった。

　どうやら、職人の未み亡ぼう人じんにも縁えんがあるらしい。イリーネのような例は極きよく端たんにしても、歳としの離はなれた夫婦はさほど珍めずらしくもない。この分だと、クラズィーニ地方の人間がダマスカス鋼こう製せい錬れんの知識を持っているのではないか、という閃ひらめきも、そのへんから得ていたのかもしれない。

　ただ、いかにもウェランドらしくて、呆あきれすらしなかった。

　それに、フェネシスのことを放ほうり出したのも、フェネシスがダマスカス鋼製錬についての重要な情報を得る機会を失った、ということを確信したからだろう。

　清すが々すがしいくらいの錬れん金きん術じゆつ師だった。

　ふいごの調整を終わって戻もどって来たフェネシスは、ウェランドの姿が見えないことにきょとんとしていた。

　クースラは肩かたをすくめ、こう言った。

「もうお前に教えることはないってさ」

　一いつ瞬しゆん信じかけていたが、小さく笑って小こ首くびをかしげていた。

「あなたの言うことは信じません」

「どうする？　残りも製錬してみるか？　なかなか面おも白しろい結果になるとは思うが」

「やります」

　フェネシスにしては力強い答えだ。

「なら、見ててやるから続きをやれ」

「はい」

　フェネシスは生き真ま面じ目めにうなずき、修道院でもそうしていたのだろうな、といった感じでてきぱきと作業をこなしていく。

　クースラはそんな様を見ながら、短く言う。

「失敗したら殴なぐるからな」

　フェネシスはびくりとして作業の手を止めたが、クースラを振ふり向いた時には、生意気な笑え顔がおになっていた。

「あなたの言葉は信じないと言いました」

「ふん」

　フェネシスはくすくすと笑い、クースラも鼻で笑う。そして、フェネシスは再び鉄と炎ほのおの作業に戻っていく。

　クースラはそんな様を作業台の側そばの椅子に座って眺ながめながら、頭を巡めぐらせていた。

　確かに、開発され、確立された技術そのものには、開発に携たずさわった人の想おもいというものは残らない。けれど、その過程には確かにこうやって人が関かかわり、そこには間ま違ちがいなく喜き怒ど哀あい楽らくが存在する。クースラにもそのことはわかる。だが、だからといってある技術を見て、そこから開発の行程になにがあったかなんてのを推おし量はかるのはまず無理だとも思った。

　ただ、それでクースラの顔が苦くなるのは、問題が理り不ふ尽じんなほど難しいからではない。ソペイテスならば、そんな理不尽なことは言わないだろう、と心のどこかで信用できてしまうからなのだ。きっとそれは、本当に気がついてみれば納なつ得とくできるものなのではないか。クースラはなんとなくそう思ってしまう。

　イリーネを連れ出してくれ、という頼たのみがなければ、まだしも単なる煙えん幕まくだと思うこともできた。イリーネがあの組合にいても心休まらないだろうということは、フェネシスですらわかるのだ。

　だとすれば、あの娘むすめをあの組合に縛しばりつけているものは、ソペイテスの言うとおり、ロバートとやらの死しに際ぎわの何気ない一言なのだろう。それこそ、「あとは頼たのむ」という言葉を馬ば鹿か正直に受け取ってしまっているのかもしれない。本心では、ただひたすらに製せい錬れん技術を追いかけて、カザンの町に行ってみたいと思っているのだとしても。

　ソペイテスは、イリーネの誤った思い込みを正してくれと期待しているのだ。

　そして、ダマスカス鋼こう製錬の技術は、そこに深く関かかわる類たぐいのものだと言っている。

　クースラは、今にもわかりそうでわからない、そんな感覚がもどかしかった。たぶん、一つでもなにかがわかればたちどころにすべてがわかるような予感があるからだろう。

　事実、ソペイテス、イリーネ、ダマスカス鋼の技術、というつながりにおいて、わからないのはダマスカス鋼の製錬技術だけなのだ。それ以外はすべてソペイテスが説明してくれたし、クースラもそこに嘘うそを感じなかった。

　しかも、製錬というからにはそこまで突とつ飛ぴなことではないはずだった。

　伝説の英えい雄ゆうの血が必要だとか、古代の大だい魔ま道どう師の残した呪じゆ文もんが必要だとか、そういうことではないはずで、ならば選せん択たく肢しなどそれほどあるわけがないとも思う。もどかしいのは、知らないことなどほとんどないかのような分野なのに、そこだけぽっかりと穴が開いているからだ。

　だが、記き憶おくにある技術のすべてが、無む味み乾かん燥そうの心を持たないものばかりだった。

　想おもいの宿る技術。

　それも、どれほど脅おどされても、屈くつしないでいられるほど、大切にしたいと思うもの。

「……」

　クースラは、炉ろが火をたたえている中、ゆっくりと顔を上げた。

　なにか妙みような気がしたのは、いつのまにか転うたた寝ねしていたらしいことに気がついたからだ。

　こおぉぉ……という炭が高温の炎ほのおに揺ゆれる音と、水車と連結したふいごが悪魔のため息のように空気を送り込む音が交こう互ごに響ひびく中、椅い子すから立ち上がって大きく伸のびをした。

　炉の前では、フェネシスが炭の入った木箱の上に腰こし掛かけ、火かき棒を杖つえのようにしてその上に手を載のせさらに顎あごを載せていた。散歩の途と中ちゆうで疲つかれた老ろう婆ばのように、背中を丸め、耳は垂たれ、頭は少し傾かたむいている。ゆらゆらと揺ゆれる炎ほのおを前に疲れ果てて眠ねむっているようにも見えたし、実際にほとんど寝ねているのだろう。

　ただ、その目は薄うすく開かれ、焦しよう点てんの合っていない瞳ひとみは、揺らめく炎の向こうのなにかを見つめているようでもあった。

　ふと、炭が崩くずれて火の粉こが大きく舞まった。そのちょっとした変化で、ようやくフェネシスはクースラに気がついたようだ。慌あわてて体を起こしている。

「ね、寝ていませんっ」

「へっ」

　クースラは鼻を鳴らし、肩かたをすくめて炉ろの中を見る。

「鉱こう滓さい」

「え、あ……え？」

　フェネシスは急に立ち上がり、直後に体の中心が大きく傾いた。すぐに足がもつれ、小さな体が前のめりに転びそうになる。なんとなく予想ができていたので、クースラはひょいと腕うでで抱だき留めてやる。

「疲れている時に、急に立ち上がるな。眩暈めまいを起こしてぶっ倒たおれるし、倒れる先が灼しやく熱ねつの炉であることもある」

「……」

　おそらく意識は炉の煙えん突とつを通って空まで飛んでいたはずだが、とにかくなにかにしがみつかなければ、という反応は見せた。どこを見ているのかわからないまま、必死に小さな手がクースラの腕を握にぎっている。口も開かず、呼吸をしているのかも怪あやしいが、人が無意識のうちに見せる反応だった。クースラがやれやれとため息をつくのは、フェネシスの人生がきっとこんなことの連続だったのだろう、と想像がつくからだ。

　流る浪ろうと逃とう亡ぼうを繰くり返し、疲れ果て、意識が遠のく中でなにかに盲もう目もく的にしがみつく。

　わからないことではない。

　クースラは、そんなフェネシスをゆっくりと床ゆかに座らせる。そして、膝ひざ頭がしらをくっつけるようにぺたんと座り込むその手から、火かき棒を取り上げた。

「少し休きゆう憩けいしてろ」

　そう言って、炉の中の炭を棒でいじり、温度を調節してから、炉の脇わきに立てかけてある柄ひ杓しやくで不純物をかき出した。ほとんどが硝子ガラスや鉛なまりで、滅めつ多たにないが、鉱石によっては金や銀が含ふくまれることもある。

　あれこれ調節していると、フェネシスはへたり込んだまま炉を見つめていた。

　このまま静かにしていたらまた眠りそうだったので、クースラは口を開く。

「鉄の製せい錬れん作業は、そのほとんどの部分がどれだけの高温を長時間維い持じできるか、という問題に集約する」

　クースラはそう言いながら、フェネシスに向かって火かき棒を突つき出した。

　フェネシスは火かき棒をおずおずと受け取り、杖つえのようにして、ゆっくり立ち上がる。

「どれだけ未み熟じゆくな小こ僧ぞうでも、炭をどんどん足してふいごを吹ふく力さえあれば、ある程度の鉄は必ず得ることができる」

　クースラの説明を聞いているのか聞いていないのか、目を閉じて眉み間けんを指の背でぐりぐりしてから、作業台の上に置いてある瓶びんから水を飲んでいた。

「それ以上の純度を求めようとしたり、あまりに不純物の多い粗そ悪あくな鉄の場合になって、初めて知識と技術が必要になってくる。もちろん、その鉄でどんな道具を作るのかによっても、工程が変わってくるがな」

　クースラがそう言うと、ちょっとばつが悪そうに、フェネシスはクースラから距きよ離りを開けて立った。

「たとえば、釘くぎと剣けんと鑢やすりでは、求められる硬かたさ、あるいは軟やわらかさがまったく違ちがう。鉄はあまりに硬くすると叩たたいた時に簡単に折れてしまうし、軟らかくしすぎると道具として使えなくなる。その塩あん梅ばいが難しい。たとえば剣の場合、人を二人も斬きれば血と脂あぶらのせいで刃は物ものとして機能しなくなるから、その後に求められるのは、頭を兜かぶとごとかち割る鈍どん器きとしての役目だ」

　クースラの説明に、フェネシスが思い切り嫌いやそうな顔をしていた。

　意地悪い笑えみを向けてやると、顎あごを引いて、挑むような目を向けてくる。

「ただ、鑢の場合は覚えの悪い弟で子しの頭を叩くことはあるだろうが、主な使い道はなにかを削けずるものだ。そのためには、ひたすらに硬いほうがいい。たまに、落としただけで真っ二つになるほど硬くした鑢があるほどだ」

　クースラは炉ろのほうを顎でしゃくった。

「炭を足せ。温度が下がる」

「っは、はい」

　慌あわてて小走りになろうとして、すぐに思いとどまる。

　それから、ゆっくり歩き出して、木箱の中の炭を炉の中に足していた。

「まあ、鉄にまつわる話は始終こんな感じだ。そんなわけだから、さっぱりわからないんだがな」

「……？」

　フェネシスは窺うかがうように視線を向けた。

「想おもいのこもった技術。ずっと、これまで経験してきたことを思い返しているんだが」

　ソペイテスの言ったこと。イリーネが頑かたくなに拒こばんでいること。

　ウェランドが言ったように、世の中は人の想いなど覚えていやしない。無む慈じ悲ひなものだ。

「製せい錬れんや冶や金きんにまつわることは、本来的に孤こ独どくな作業だ。技術は技術で、目的のための手段でしかない。他人が見て、これだ、とわかるような人の想おもいが入る余地なんてないだろう？　せいぜいわかることといえば、ああこの方法は恐おそろしく大変だったろうな、という苦労くらいのものだ」

　フェネシスはなにかを考えるように視線を逸そらしている。耳がひくひくと動くのは、クースラが考え事をする時に顎あごを撫なでてしまう癖くせと一いつ緒しよなのかもしれない。

「だが、それは苦労話であって、想い、ではない」

　クースラは頭の後ろで手を組んで、壁かべにもたれかかった。

「それとも、俺が《利子クースラ》だからわからんのか？」

　不ふ貞て腐くされるように唇くちびるを細め、息を吹ふいて前まえ髪がみを揺ゆらす。

　フェネシスはやや戸と惑まどいがちにそんなクースラを見ていたが、小さく、「あの」と言った。

　クースラが視線を向けると、萎い縮しゆくするようにうつむいてしまう。

　クースラはため息をついて、「なんだ？」と尋たずね返した。

「も、文字で読んだだけなのですが」

　おっかなびっくり、という風にフェネシスはそう切り出した。

「私は、そういうことを、思いました」

　クースラの眉まゆ根ねに皺しわが寄ったのは、単純に言葉の意味を量はかりかねたからだ。

「怒おこっちゃいない。言っていることがわからないだけだ。そういうことってのは？」

「……」

　顎を引いて、首をすくめて、上うわ目め遣づかい。

　思わず腕うでが伸のびそうになる。

「想いのある……技術？」

　フェネシスが、自信なさげにそう言った。

「鍛か冶じ屋、組合から持ってきた紙を、読んでいたのですけど……」

「ん」

　と、クースラは作業台のほうに視線を向ける。

「あれが？」

「はい。それで、ウェランドさんに話をいくつか聞きました」

　ウェランドにさんづけをされると危あやうく顔が険しくなりかける。もちろん、《利子》の名に相応ふさわわしく、無表情を貫つらぬいた。

「ふん？」

「大規模な製せい錬れんの話です。大きな丘おかを丸ごと炉ろにして、鉄を作るような」

「ああ」

　クースラたち錬れん金きん術じゆつ師には手の負えない話のことだ。

　だが、それが一体なんだというのか。

　クースラが純じゆん粋すいに好こう奇き心しんを持ってフェネシスを見ていると、フェネシスは麻あさの作業着の縁ふちを指でいじりながら、意を決するようにこう言った。

「すごいことだろうなって思いました」

「そりゃあ」

　クースラはすぐに言おうとして、一いつ拍ぱく間まを開ける。

「そりゃあ、まあ、すごいことだろうな」

「……」

　フェネシスは、しかしどこか疑わしそうな目を向ける。

　それは、言いたいことが伝わっていない、と言いたげな目だった。

「あの、そうではなくて」

「ん？」

「あ、亜あ鉛えんの時の話です」

　フェネシスの言葉は、謎なぞをさらに深めただけだ。

「？」

　と、クースラが眉まゆ根ねに皺しわを寄せると、フェネシスは苦しそうな顔をする。

　自分の頭の巡めぐりの悪さに辟へき易えきしているような顔だったが、ここまできたら口ごもるのももどかしい、というように言った。

「亜鉛の時、私は、とても楽しかったんです」

「ふん……。そういや、腰こしを抜ぬかしてたな」

「ぬ、抜かしてませんっ」

「ふん？　ああ、茶化して悪かったよ。で？」

「うー……で、ですから、ですから、その時の、でも……私は……」

　頭が混乱しているのかなんなのか、フェネシスの語尾はどんどん小さくなってしまう。

　ただ、クースラはそれが単なる自信のなさだと理解した。

　フェネシスには、言いたいことがあるのだ。

　ため息をついてから、足をごんと踏ふみ鳴らした。

「言え」

　びくりと体をすくませたフェネシスは、しかし、目だけは怯おびえさせずに、クースラのことを見た。

「……お、思ったんです」

「なにを」

「み、皆みなで」

「皆で？」

「皆で、一つのことを成し遂とげるのは、とても素す晴ばらしいことだって」

　そう言ったフェネシスの瞳ひとみは緑色で、髪かみの毛は白く、獣けものの耳まで生えている。

　家はなく、故郷もなく、ひたすらに迫はく害がいから逃にげる人生だった。流れ流れてたどり着いたのは、こんな場所だった。

　ただ、だからこそ、なにもかもが目新しいことだからこそ、クースラですら当たり前と思うようなことに、真実を見み出いだしていたのかもしれない。

「お話を聞いていて、作業をしながら私も考えていたんです。あ、あの鍛か冶じ屋組合の女の方がどんな方法を知っているのかは私もわかりません。でも、もしもそれが一人ではできないような、大切な人たちの協力がなければできないようなことだったら、私はあんなふうに暴力を振ふるわれても、教えるような気には絶対にならないだろうって」

「言うじゃないか」

　クースラは半笑いになったが、視線はフェネシスから逸そらせなかった。

　そして、フェネシスもまた逸らさなかった。

「わ、私は……ここで色々教えてもらって、本当に嬉うれしかったです。きっと、いつか振り返った時、楽しい思い出になると思います」

「そういう言い方をするな」

　クースラが言うと、フェネシスは口をつぐんでしまう。

　ただ、クースラは奇き妙みような胸の高まりを覚えていた。

　フェネシスの視点は、まるっきり考えてもみなかったことだったからだ。

　それに、その考えの向く先が、真実なのではないかと思った根こん拠きよのひとつ。

　みんなで一つのことを成し遂とげるのは、とても素す晴ばらしいこと。

　みんなで。一つのことを。成し遂げる。

　イリーネは、クースラに向かってなんと言った？

　あんたらのような身勝手な奴やつらには、何事も成し遂げられない！

「私は、だから……」

　最後の残り火のように言いかけたフェネシスの言葉を無視して、クースラは静かに考える。

　方向は合っている。間ま違ちがいなくこれだ。

　そういう確信があった。

　ソペイテスの発言や、イリーネの態度を結びつけるのに必要なのは、この考えだろう。鉄のしなやかさを増すために加える輝き安あん鉱こうのように、叩たたかれても殴なぐられても、決して砕くだけない強さを手に入れるために必要な添てん加か物ぶつはこれに違いなかった。なにせ、大切な誰だれかのことは町の人間がなによりも大事にする名めい誉よにも直結する。

　だが、だとするとそんな技術とは一体なんなのだ？　少なくともわかっているのは、一人ではできないような大がかりな作業ではない、ということだ。なにせ、ソペイテスが言ったように、ソペイテスには無理だが、イリーネならばダマスカス鋼こうは作れるらしいのだから。

　クースラは、これまでに培つちかってきた技術と方法論のすべてを思い返す。

　複数の人間の協力が必要で、なおかつ、たった一人でも完かん遂すいできること。

　極きよく端たんな力仕事や、大規模な作業ということではない。

　だとしたら、残されるのは……。

　原料について。

　なにかを作る、その材料。

「あ、の」

　と、フェネシスが言いかけた瞬しゆん間かんのこと。

　クースラは、頭の中で目が開いた気がした。

「ああ、なるほど。そういうことか」

　そして、フェネシスのことなど無視して、大おお股またに工こう房ぼうの中を横切った。

　立ち止まったのは、炉ろの脇わきに置かれた石の器うつわの前だった。

　そこにあるのは、錬れん金きん術じゆつ師の工房でもなければ揃そろわないような、各地のまったく性質の違ちがう鉄鉱石から得られた鉄だった。

　クースラは、ダマスカス鋼こうの特とく徴ちようを思い出す。それは一体どんな特徴だったか。どんな金属だったか。

　振ふり向くと、フェネシスがびくりと体をすくませていた。

　クースラは大きく息を吸って、言う。

「謎なぞが解けた」

「っ」

　フェネシスが目を見開き、クースラは言った。

「かつてのあいつらには、マグダラがあったんだな」

　クースラは窓の外を見る。

　暗く、深い闇やみだが、そこには確かに夜明けの色がある。

「お前はどうする？」

「え？」

「これから組合に行くが」

「え、あの、まだ夜が……」

「職人の朝は早い。外で自分の手元が見えるようになればそれが連中にとっての朝だ。もちろん、無理にとは言わないが」

「っ、行きます」

　フェネシスははっきりと言う。

「鉄が残ってるだろ？」

　クースラが尋たずねると、うっと言葉に詰つまるが、すぐに気を取り直してきた。

「ゆ、優先順位の問題です」

「言うじゃないか」

　クースラは笑い、炉ろを見るが、放ほうっておいても大だい丈じよう夫ぶだろう。

　それに、長居をするつもりはない。今度こそ、イリーネを落とせるはずだ。

「なら、さっさと着き替がえてこい」

「は、はい」

「それと」

「？」

　立ち止まるフェネシスに、クースラは肩かたをすくめて言った。

「お手て柄がらだ。なにか欲しいものがあったら考えておけ。お人形以外でな」

「……」

　フェネシスは返事の代わりに嫌いやそうな半笑いを浮かべ、階段を駆かけ上がって行った。

　クースラはそれを見つめながら、皮肉な思いに満たされていた。

　他人の気持ちがわからない、ただひたすらに目的に向かう錬れん金きん術じゆつ師？

《利子クースラ》の名を返上するべきかもしれないなと、そう、思ったのだった。







　外は恐おそろしく寒い。

　空にはまだ氷を削けずったような星が瞬またたき、鼻から息を吸うとそれだけで目が覚める。

　クースラとフェネシスは未いまだ闇やみの残る路地裏を、組合の会館へと向かっていた。

　フェネシスは製せい錬れんの途と中ちゆうで休きゆう憩けいを挟はさんでいた、というのは嘘うそではないにしても、もともと体力があるほうではないだろう。何度か足がもつれかけていたのは、決して暗闇のせいだけではない。

　クースラが手を出すと、フェネシスはちょっとためらってからその手を握にぎる。

　少しごわごわしているのは、製錬作業で肉ま刺めができて潰つぶれたのかもしれない。

「昔を思い出す」

「……え？」

　フェネシスは聞き間ま違ちがいだろうか、というような顔をクースラに向けてくる。

　クースラは歩きながら、小さく言った。

「昔を思い出す。ウェランドと同じ工こう房ぼうで見習いをやっていた時のことだ」

「……それ、が？」

「あの時もこうやって、ほとんど見えないような暗闇の中、夜中に抜ぬけ出していたことがあった。ほとんどが、お前が聞いたら眉まゆをひそめるような目的のためだったがな」

「……」

　フェネシスは、どうしてそんなことを？　といった目を向けてくる。

「ただ、これが解決の鍵かぎだった」

　クースラは言いながら、フェネシスとつないだ手を持ち上げた。フェネシスの手は白すぎて、色の違ちがいが鮮せん明めいだった。

「工こう房ぼうでは、長いこと独ひとりだったからな。ずっと忘れていた」

　白い息がたなびいて、後ろに消えていく。かつては呼吸をするように理解していたことも、文字どおり吐はいた息のようにかき消えてしまうのだ。

　ふと、静けさが破られたような気がしたのは、大きな通りに出たからだ。それまでの路地裏とは違い、未いまだ日は昇のぼっていないものの、だいぶ透すき通った色になっている空のおかげで明るく見える。とはいえ通りにはかがり火もたかれていて、これから朝市の準備をしに行く者や、船で漁に向かう漁師たちがあちこちで立ち働いていた。

　クースラがフェネシスから手を離はなしたのは、もう必要ないだろう、という意味と、さすがに錬れん金きん術じゆつ師が女の子と手をつないで歩くわけにもいかないと思ったからだ。

　そして、そう思うことそのものが新しん鮮せんだった。そうでなければ、ソペイテスの手がかりから、もっと早く答えにたどり着いていたかもしれない。

　クースラが胸中でくつくつ一人笑いながら歩いていると、組合の会館が見えてきた。

　クースラは少し考えて立ち止まり、「？」と小こ首くびをかしげるフェネシスを誘ゆう導どうして、細い路地に入った。

「あ、あの？」

　人ひと気けのないところに連れ込まれてなにか妙みような勘かん違いをしているのか、不安そうな顔をしている。つい苛いじめたくなるが、ひとまず我が慢まんする。

「ちょっと様子を見る。中に親方が残っているとやりにくい。悲ひ惨さんな場面にしたくないだろう？」

「……」

　クースラは、結局我慢できずに悪戯いたずらめかして言ってしまう。すると、フェネシスはクースラを咎とがめようと一いつ瞬しゆん眉まゆをつり上げたが、すぐに力を抜ぬいて疲つかれたようにため息をついていた。

　残ったのは、綺き麗れいな緑色の瞳ひとみの、すねたような目つきだ。

「あなたは本当に錬金術師ですね」

「……なかなか含がん蓄ちくのありそうな言葉だ。意味は？」

　クースラの質問に、フェネシスはため息をついて、言った。

「子供みたいです」

　そんな言葉を、フェネシスに言われてしまう。

　けれども、クースラは会館の入り口を見張りながら「ふん」とうなずいて、答える。

　ちょうどあくびをしながら通りを歩いていた、職人風の男が一人中に入って行くところだった。扉とびらを開けると中の者に挨あい拶さつをして、笑い声を残して扉を閉じていた。親方たちは仲間たちとの交流のため、あるいは仕事のために、こうして毎朝会館に集つどってくる。

　目を凝こらせば、そういう建物がほかにもいくつかあるのが見て取れただろう。

　町の朝の景色であり、これまでも、そしてこれからもずっと続く町の光景だ。

「お前も少しずつわかってきたようだ」

　クースラがおもむろに言うと、もちろん、フェネシスは嬉うれしそうな顔などしなかった。

　その代わり、呆あきれたようにため息をついてから、小さくくしゃみをしていた。

「葡ぶ萄どう酒しゆでも買ってくるか？　もう少しかかりそうだ」

　クースラが尋たずねると、手をこすり合わせていたフェネシスは、首を横に振ふった。

「お酒を飲んだら、寝ねてしまいそうです」

「……そうだな。お前は酒乱だし」

「……」

　フェネシスは思い切り嫌いやそうな顔をして、ぷいとそっぽを向く。

　ただ、ぷいとそっぽを向いたまま、意外なことを口にした。

「お酒を飲めば、確かに私はべらべら喋しやべってしまうかもしれません」

「ん？」

　クースラは、見張り中に絶対してはならない、よそ見をしてしまった。

「どういう意味だ？」

「さっきのお話です」

「……そういう話し方はやめろ」

「あなただって私を煙けむに巻くじゃないですか」

　口答え。

　勝手に顔が笑ってしまいそうなくらい、なぜか嬉しかった。

「で？　なんだ？　続きを言え」

　クースラは感情を悟さとられるのが嫌で、視線を会館へと向ける。さっきの親方は寝ね坊ぼう組だろうが、それでも彼らが朝の会合を終えるのにはもう少し時間がかかりそうだ。

「欲しいものを考えておけ、と言われました」

「ああ。言った。なにが欲しい？　お前の考えは、それに足るくらいだった。銅を真しん鍮ちゆうに変える亜あ鉛えんと同じくらい素す晴ばらしかった」

　後半の褒ほめ方はいかにもわざとらしい言い方にしてやった。

　後ろから衣きぬ擦ずれの音が聞こえたのは、フェネシスが嫌そうに身をよじったからだろう。

「真ま面じ目めに聞いてください」

「聞いてるよ」

　クースラが言うと、フェネシスは疲つかれたようにため息をつく。

　錬れん金きん術じゆつ師にはなにを言っても無む駄だ、と思ったのかもしれない。

「欲しいものは、本当になんでもいいんですか？」

　クースラが思わず振ふり向いたのは、声の質にそれほどのものがあったからだ。

　そして、フェネシスの緑色の目は、しっかりとクースラを捉とらえていた。

「それに、あなたに言われました。私は、自分が望むものを自分にすら隠かくしていると」

「……」

　クースラは一度組合会館のほうを見て、もう一度フェネシスを見る。

　体の向きも変えたのは、それだけ真ま面じ目めに聞いている、ということを示すためだった。

「ずっと考えていました」

「それで足がもつれていたのか？」

「……すみません」

　そんなところだけ妙みように素す直なお。

　しかし、フェネシスはすぐにこう言った。

「本当に、望んでもいいのですか？」

　それを笑い飛ばすには、この暗くら闇やみの中ですら、フェネシスの姿が白すぎた。

　クースラはじっとフェネシスを見る。

　そして、うなずいた。

「自分の中で譲ゆずれないものを見つけろ。そうすれば、自おのずと色々なことが見えてくる。俺たちはそれをマグダラと呼ぶ。この鉛なまりのような世の中で、唯ゆい一いつ、足を取られずに生きていく道しるべだ」

「貴金属のように？」

　その単語を時間を見つけて本で調べたのか、ウェランドに聞いたのかはわからない。

　なんにせよ、フェネシスは着実にあの工こう房ぼうになじんでいた。

「ああ。ただ、もちろん応こたえられないこともある。巨きよ大だいな宝石が欲しいとか言われてもできない。それと……完全な自由が欲しい、と言われても困る。事情は、分かるだろう？」

　クースラが言うと、フェネシスはちょっと目を見開いてから、ほんの少しだけくすぐったそうにした。

「それは、違ちがいます」

「ふん……だったら、お前がなにかを望むことそのものを止めはしない。仮にどれだけ馬ば鹿かげていて、突とつ飛ぴなことでもな。止めることがあるとすれば、それが偽にせ物ものだとわかった時だけだ。たとえば、お前が聖歌隊に認められたがっていた時のように」

　フェネシスは嫌いやそうな顔になって、体を引く。

　クースラは、にやりと笑いながら言った。

「そして、俺たちはそいつが自分の仲間かどうか匂においでわかる」

　クースラが身をかがめてフェネシスの首筋に顔を近づけようとすると、だいぶ慣れてきたのか、さっと身を避さけつつクースラの体を押しのけた。

「なら、そうします」

　クースラは体を起こし、フェネシスを見る。

　フェネシスは嘘うそや思いつきを言っているようには見えないし、いつものように見み栄えとかなんとかで身を守ろうともしていなかった。

　表情は硬かたく、浅くて速い呼吸の仕方は、緊きん張ちようしているからだ。

　そして、ヴェールの下で耳に力が入っているのも笑えるほどに見て取れた。

　本気。

　フェネシスは、本気で、もしかしたら生まれて初めて、なにかに手を伸のばそうとしていた。

「ちなみに、それは教えてもらっても？」

　クースラが尋たずねると、フェネシスはなぜか体をすくめた。

　それから、子供のように首を横に振ふった。

「と、時がきたら教えます」

　大おお仰ぎような物言いだが、単に恥はずかしいのだろう。

　しかし、クースラはそれを笑わないし、子供っぽいとも思わない。

　本気で、心の底から、周りの目など一いつ切さい気にせず望むことが恥ずかしくないわけがない。

　自分のことを思い返したってそうだ。

「それでいいさ」

「……」

「俺は、そこにだけは嘘をつかない」

　クースラは言って、軽く笑った。

　フェネシスはそんなクースラをぼんやりと見返して、慌あわてて頭を振っていた。

　騙だまされるな、と自分に言い聞かせているのかもしれないが、クースラは怒おこりもせず、小さく笑って再び会館を見張った。

　フェネシスの望むこと。

　一体なんだろうか、と思う。

「手がかりくらいも教えてもらえないのか？」

　クースラの質問に、フェネシスが小さく深呼吸した音が聞こえてくる。

「私は、その優先順位に従って今ここにいます」

　クースラが振り向くと、フェネシスはやや身を引きながらも、気き丈じようにクースラを見つめてくる。

「それで怯ひるまなくなったら一人前だ」

　笑うとフェネシスはむくれるが、まったくそのとおりだ、と納なつ得とくしているようでもあった。

　面おも白しろい奴やつだ、と思う。

　ただ、直後にクースラは笑えみのまま胸中の扉とびらを閉じる。

「出て来たな」

　小さく呟つぶやくのと同時に、視線の先にある会館の扉を開けて、ぞろぞろと親方たちが出て来た。

　口々に挨あい拶さつをし、欠伸あくびをし、ほとんどは職人街のほうへ、幾いく人にんかは材料の仕入れやほかの仕事のためか別の方向へ歩いて行く。

　クースラはその人数を冷静に数えていく。

　そして、その人の波は呆あつ気けないほどすぐに終わる。

　最後に出て来たのはイリーネだ。

　イリーネは左右の親方たちに手を振ふり、眠ねむそうな者には発破をかけている。

　だが、出て来た親方の数はたったの十二人。

　鍛か冶じ屋組合には何人の親方がいると言った？

　出て来た親方たちの中に、イングスやあの時イングスと一いつ緒しよにいた者はいない。

　ここに来ていない者たちも、多かれ少なかれ、町から出て行こうとしているか、イリーネのような毒どく婦ふとは飯を食いたくない、と思っている連中だろう。

　ウォールセンはイリーネはそんな娘むすめではないと言っていた。

　クースラも、そう思う。

　ただ、だからといって自分の信念を曲げるようなことはしない。

　最後の親方が雑ざつ踏とうの向こうに消え、それでも手を振っていたイリーネは、ふと手を下ろし、長く細い白い息をたなびかせて、会館の中に戻もどって行った。

　寂さびしげなため息だ。

「さて、行くぞ」

　クースラはそう言って、通りに出る。

　フェネシスは無言で、後について来たのだった。







　扉を開けると、無防備なイリーネが食器を片づけながらクースラたちを見返していた。

　しばらく、そこに誰だれが立っているのかわからないようだった。

　ただ、理解した瞬しゆん間かんに怒ど鳴なり散らす、というようなことはなかった。

　目の光が消えて、黙もく々もくと片づけを再開した。無視することに決めたらしい。

「三日連続とはお暇ひまですね、と言わないのか？」

「三日連続でお暇ですね」

　クースラを見もせずに言って、イリーネは奥の部屋に食器類を運んで行く。

　さすが金のある鍛冶屋組合は陶とう器き類の食器だ。

　クースラはふんと鼻を鳴らし、使われていないテーブルの椅い子すを引いて腰こし掛かける。

　およそ半分は使われていない。

　きっと、毎日のことなのだろう。

　なのに、どのテーブルもきちんと磨みがき上げられていて、いつでもここが満まん杯ぱいになってもいいようにと維い持じされている。

　傍はたから見れば、いじらしい努力とでもいえるだろうか。

　しかし、一度打算による結婚を疑った連中には、わざとらしい努力、と見えなくもないだろう。

「ずいぶん綺き麗れいなテーブルが多いようだが」

　取りつく島もなさそうな相手には、それなりに傷のつく鉤かぎを使わなければならない。

　戻もどって来たイリーネの片づけの手が一いつ瞬しゆん止まったのは、それくらい痛みが伴ともなったからだろう。

「……最近は、工こう房ぼうで徒弟と食事を取る親方も多いんです」

「ふん？」

　クースラが語ご尾びを上げると、イリーネは再び手を止めた。

　数瞬呆ほうけたようにあらぬ方向を見つめ、それからクースラを見た。

「嫌いやがらせなら、さっさとやったらどうですか？　幸いそちらの修道女様から神のお赦ゆるしでもいただいているのでしょう？　異教徒にそうするように、好きなことをすればいいんだわ！」

　髪かみの毛の色と同じくらいに燃える瞳ひとみをクースラに向け、イリーネは怒ど鳴なる。

　クースラはその言葉を真正面から受け取って、ゆっくりと目を閉じた。

　フェネシスが動どう揺ようしているのがわかったが、口を挟はさまないだけの分ふん別べつはあるらしい。

　ゆっくりと息を吸ってから、目を開けた。

「最終的にはするさ。けれど、ソペイテス氏との約束がある」

「……」

「昨日、一いつ緒しよに食事をしてね。鶉うずらをご馳ち走そうされた」

　クースラが立ち上がると、警けい戒かいしていたイリーネが体をすくませる。

　しかし、クースラはそちらに関心を見せず、ぶらぶらとまだ片づけの終わっていないテーブルに歩み寄る。

　肉の腸ちよう詰づめの切きれ端はしが残っていて、クースラはそれに手を伸のばしてひょいと食べてしまう。

「いい腸詰だ。さすが鍛か冶じ屋組合」

「……おじい──ソペイテス親方と、なんの話をしたの」

　クースラの余よ裕ゆうを、ソペイテスに対するなんらかの暴力の結果だとでも勘かん違ちがいしたのかもしれない。イリーネは不安を精いっぱい怒いかりで糊こ塗として、そう言った。

「確かにこれはうまいが、人間誰だれしも誰かの食べ残しより、作りたての料理を食べたいだろうなという話」

　クースラはテーブルの上に腰掛ける。

「イングスたちを責めるか？」

「なんの──」

　そこで言葉が途と切ぎれたのは、あまりに反射的に怒ど鳴なろうとしたせいだ。

　イリーネは息を飲み、迸ほとばしる感情を抑おさえ、押し出すように言った。

「それが、なんだというの」

「新天地へ行きたいと望むことを責めるのは酷こくだ」

　イリーネはひゅっと息を吸い、憤ふん怒ぬで顔を赤くした。

「名めい誉よを理解できない奴やつにそんなことを言われる筋合いはない」

「そうかもしれない。俺は職人じゃないからな。しかし、こと人の夢については誰だれよりも深く理解しているつもりだ」

　クースラの言葉に、イリーネの目が一いつ瞬しゆん泳いだ。

　クースラは、もう一度目を閉じる。

　そして、目を閉じたままで言った。

「自分に嘘うそをつくのはよせ」

　イリーネの動きが止まる。

　クースラが目を開けると、そこにいるのは猟りよう犬けんに睨にらまれた小鳥だった。

「イングスたちが名誉を理解しない、というのには同意する。だが、お前がそう思うのは、決して彼らがこの町から出て行きたいと思っているからではない」

　一瞬口が開きかけたが、すぐに閉じてしまう。

　もしもその言葉をすべて口にしたとしたら、何を根こん拠きよに、と言ったに違ちがいない。

「根拠ならある。イングスたちが町から出て行こうと考えることそのものを不名誉だと思うのなら、お前はロバートやソペイテスたちを擁よう護ごできないからだ」

「っ」

「彼らもまたこの町にやってきた移民だ。その際には、故郷の町を後にする必要があった。その町に残るよりも、新天地へと行ったほうがいいという判断があったはずだ。残された連中からすれば、彼らは裏切り者だということになるだろう。もちろん、町に職人の数が多すぎたとか、やむにやまれぬ理由があったかもしれない。しかし、やむにやまれぬ理由とはなんだ？　このままだらだらと生きていくことには意味がない、という想おもいはやむにやまれぬ理由ではないのか？　どうして、そこだけを責めることができる？」

　クースラは言うが、町の人間の多くは実際に、新しい世界で自分を試ためしてみたいという冒ぼう険けん心は、やむにやまれぬ理由ではない、と言うだろう。おとなしく、秩ちつ序じよのくびきに従えと言うだろう。

　そんなことはわかっている。

　しかし、錬れん金きん術じゆつ師とはそんな常識を振ふり切って、狂くるおしいほどに自分の夢を追いかけなければ気がすまない連中のことだ。

　そして、人には多かれ少なかれそういう傾けい向こうがある。

　しかも、守るものがなければそれだけ動きやすくなる。

　ロバートもソペイテスも、妻に先立たれていた。

「だとすれば、お前が彼らに「無い」という名めい誉よとはなんだ？　それは、イングスと話してみればすぐにわかる。あいつらにないのは名誉ではない。節操だ」

「……」

　イリーネは強こわ張ばった顔のまま、ゆっくりと顎あごを引いた。

　だが、反論はしなかった。

「あいつらはひどく場当たり的だ。世間知らずさは目を見ればわかる。あいつらの目はろくに開かれちゃいない。目の前にあることしか見えていない。だからウォールセンの話を思い出すや、節操なくお前の元に詰つめかけたり、それが駄だ目めなら錬れん金きん術じゆつ師に頼たよろうとする。当然、なんらかの目的があり、そこに向かうためならあらゆる方策を試ためすべきだ、という考えは否定しない。だが、そこには必ず優先順位があるべきだ。そうであればこそ、遠い遠い場所にまで行くことができる。この世界で、迷わずに、たゆまずに、まっすぐに進むことができる。敬意を払はらうべきは、そういうことに対してだ」

　クースラは一息に言って、一いつ瞬しゆん間まを開ける。

「あいつらには、その目的がない。己おのれの行動を律する基準となりうるような目的がない。そして」

　クースラはテーブルから立ち上がり、顎あごをしゃくる。

「今のあんたにもない」

「な、にを……」

　と、後ずさろうとして、イリーネはテーブルに体をぶつけた。

　クースラは肩かたをすくめ、ため息をつく。

　わざとらしく、やれやれと首まで横に振ふってやった。

「ただ、あんたはそこに座っている小こ娘むすめと違ちがって、もう少し考える頭がある」

「……っ……？」

　イリーネはクースラを必死に警けい戒かいしているのに、動どう揺ようを隠かくせず言葉に弄ろうされてフェネシスを見てしまう。こういう場では、目を逸そらしたら負けなのだ。

「あんたは賢かしこいからな。自分自身のことを知っている。どこに向かうべきかも知っている。しかし、決定的に欠けているものも理解している。だから、次善の策にしがみついている」

　クースラが一歩前に進むと、イリーネはそれだけ体を引いた。

　しかし、後ろにあるテーブルを回り込む、という考えすら思いつかないらしい。

　さもなければ、それは逃にげる場所などない、と無意識のうちに理解していたのかもしれない。

「ソペイテスはこう言った。我々の夢は叶かなったが、あんたの夢は叶っていない。だから、ダマスカス鋼こう製せい錬れんの方法を教えるわけにはいかない」

「……」

「しかも、今やダマスカス鋼の製錬……いや、あの爺じいさんは製造と言ったかな。その方法を知っているのは二人だけだし、そのうち一人は老いぼれすぎて製造はできないと言った。つまり、事実上最後にはあんたに頼たよらなければならないと言った」

「……」

　イリーネはやはり無言。

　しかし、クースラは気にせず続けた。

「そして、それと同時に、奇き妙みようなことも言われた。ダマスカス鋼の秘密を解いて初期入植者に選ばれたら、イリーネ、つまり、あんたをこの町から連れ出してくれとな。不思議な提案もあったものだと思ったよ」

　クースラは歩を進め、イリーネはそれを止めることはできなかった。

　イリーネとクースラの間にはそれなりに身長差がある。

　今や、イリーネとの間にはクースラを見上げなければならないような距きよ離りしかなかった。

「ただ、今はそう言った理由がわかる。これは、糸をたどって行って答えにたどり着くようなことではない。一つを理解することがすべてを理解することにつながる輪のようなものだ。そして、そういう事態になる時は、大たい抵てい、誰だれかがなにかを捻ねじ曲げている。たとえば……」

　クースラが最後に一歩前に踏ふみ出すと、イリーネは自分に覆おおいかぶさるように見下ろしてくるクースラを押しのけようとした。

　が、クースラはその手を取ってそのまま力任せにイリーネの首に押し当てた。

「本当に望んでいることとかな」

　テーブルが揺ゆれ、食器が落ちて割れる。クースラはイリーネの体をそのまま力任せにテーブルに押しつけた。イリーネの手が、自分の首を絞しめるような形にしたままで。

「お前の本当に望むことは、こんなことじゃないはずだ」

　クースラはイリーネの目を見ながら言う。
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　苦しむイリーネは、なのに抵てい抗こうもしなければクースラから目を逸そらしもしなかった。それは誰かに殺されるのを待つ病びよう魔まに苦しむ患かん者じやのようですらあった。クースラは言う。

「お前が望むことはひどく単純だが、たった一人で解決できる問題ではない。お前が望むことは、誰かとなにかを成し遂とげることだ」

　そして、クースラは手を離はなした。

「すなわち、人々が持ち寄ったものと、それをまとめ上げる才覚によって」

「……」

「ダマスカス鋼の秘密とは、そういうことだろう？」

　クースラは体を起こし、フェネシスを見る。

　フェネシスはなにか言いたそうだったが、ぎゅっと手を握にぎって我が慢まんしていた。

　クースラはため息をつき、テーブルの上に仰あお向むけになったまま放心しているイリーネに言った。

「技術も、使う道具も、材料もなにもかもがバラバラの職人たちが集まって、移民を成功させるために一つの方法を思いついた。それが、伝説の金属を作り出すこと。本来なら一いつ緒しよに作業することなど一生なかっただろう人々が集まったゆえにできたこと。ダマスカス鋼こうを製せい錬れんする方法を聞いた時に、あんたが突とつ然ぜん強気になった理由もこれだ。ダマスカス鋼は、そもそも製錬することなんてできない代しろ物ものだったわけだ」

　一人では生きていけない職人たちが集まり、活路を見み出いだすために力を合わせてついに伝説の金属を作り出した、ということなのだろう。

　それに、クースラはここがダマスカス鋼の一大生産地になっていないことから、ほとんど確信していることがある。それは、ロバートたちが作った金属は、おそらくダマスカス鋼にそっくりなだけで、本物のダマスカス鋼ではないのだろう。伝説の、とか、失われた、とか形容のつく代物には、必ず偽にせ物ものが出回ることになる。ダマスカス鋼もそのうちの一つで、クースラも旅の詐さ欺ぎ師が着色した金属を売っているのを見たことがある。

　ただ、ロバートたちにはほかにないことがあった。つまり、偽物を作ろうという覚かく悟ごだけでなく、騎き士し団すらをも騙だましおおせたほど精せい巧こうなものを作れたのに、以降は決してその行こう為いに手を染めないという節操があったのだ。彼らには分ふん別べつがあった。なにを大事にすべきか明確な基準があったわけだ。

　ダマスカス鋼こうなどほとんどの人間が見たことがないのだから、次から次に製造して、大金を稼かせぎたい誘ゆう惑わくだってあったはずだ。

　しかし、彼らはそうしなかった。あくまでもそれは窮きゆう余よの策であり、たった一度だけ、彼ら名めい誉よに生きる職人が自分たちに許したことだったのだろう。イリーネはそんなロバートたち先代の気持ちを誰だれよりも理解し、共感していたからこそ、自分一人のためにその技術を使う気にならなかったのだろう。

　だからこそ、次善の策にしがみつこうとした。

　町の中で組合長として職人たちをまとめ上げ、皆みなで協力して、頑がん張ばろう、と。自分が望むこととは少し違ちがうけれど、これはこれで同じことに違いない、と。

　きっと、イリーネが毒どく婦ふのように思われる最大の理由は、その自分自身への欺ぎ瞞まんになんとなく皆が気づいていたからだろう。クースラがフェネシスに言ったように、そいつのやっていることが偽にせ物ものかどうか、人はかすかな香かおりのように気がつくものだ。それは別に錬れん金きん術じゆつ師だけの特技ではない。第一、人が来ないとわかっているのにあまりに綺き麗れいにすぎる会館を見たってそうなのだ。わざとらしすぎる。

　執しゆう着ちゃくは人を殺すのだ。

　しかし、イリーネがどうして誰かとなにかを成し遂とげるなんてことにこだわるのか。その答えを推すい測そくすれば、理解できないことではないし、クースラは嫌いやというほどそういう奴やつのことを知っている。

「あんた、孤こ児じだろう」

　クースラがイリーネに言うと、フェネシスが驚おどろきの声を上げたような気がした。

　イリーネは返事をしてこない。

「生まれた町でどんな目に遭あっていたのかわからないが……身一つでこの町に現れて、同郷であることを頼たよりにロバートの元に押しかけて、必死に仕事を得ようとした様が想像できる。ロバートが何十年ぶりにか嫁よめにしたのは、確かに周りが言うように色いろ恋こいの末のことではなかったかもしれない。だが、それは自分の築いたものを、この町の飼かいならされた羊みたいな職人じゃなく、あんたみたいな奴やつに託たくしたかったんだろう」

　ソペイテスはロバートを責めていた。軽々しい頼たのみ事が、恐おそろしい鎖くさりになりうる者もいるのだと。

「錬れん金きん術じゆつ師の言葉には注意しろ、と言われたそうだな」

「……」

　イリーネは両腕うでで顔を覆おおい、声を上げて泣き始める。

　フェネシスが痛ましそうな顔をして歩み寄ろうとする。

　しかし、クースラはイリーネの足を目覚ましとばかりに蹴けった。

「で」

「っ……」

　腕うでの隙すき間まから、泣いてぐしゃぐしゃの顔になったイリーネが怯おびえたようにクースラを見る。

　クースラは、唇くちびるをつり上げながら、こう言った。

「ダマスカス鋼こうを作るのか作らないのか？」

「……」

「俺たちには、どうしても行かなければならないマグダラの地がある」

　クースラとイリーネが、どれくらい沈ちん黙もくの中にいたかわからない。

　けれど、イリーネが腕を動かして目を隠かくすと、次に見えた時には、その目は怒いかりに似たもので燃えていた。

「一つ……確かく認にん、したいことがある……」

　変な泣なき癖ぐせみたいなしゃっくりをしながら、イリーネは仰あお向むけのまま言い放つ。

「じいは……私のことを、なんて、言っていた？」

　クースラは鼻で笑い、体を引いて、背中を向けた。

「馬ば鹿か娘むすめ」

　そして、その一言を残して、フェネシスに向かって顎あごをしゃくる。

　フェネシスはイリーネのことが心配そうだったが、なんとなく察したようで、会館の出入り口までさっさと歩くクースラにおとなしくついて来る。

　言うべきことは言って、火ひ種だねを放ほうり込み、薪まきと炭はたっぷりくべてある。

　あとは勝手に燃え上がり、金属が流れ出てくることだろう。

　ただ、クースラが扉とびらに手をかけた時、フェネシスはふいごに手をかけていた。

「あの」

　場ば違ちがいなほどか細い声。

　けれど、イリーネには届いたらしい。

「なに」

「……」

　フェネシスは一いつ瞬しゆん口ごもったが、勇気を振ふり絞しぼるようにこう言った。

「世の中に、幸運は存在します」

　同じ材料でも、製せい錬れんの仕方によって得られるものは変わってくる。

　イリーネがフェネシスの事情を知らなくても、そこになにかを感じることはできただろう。

「聖典に記されていますから」

「……？」

　イリーネは、フェネシスを見た。

「求めよ。さらば与あたえられん」

　その言葉にイリーネが笑ったかどうかは定かではない。

　しかし、フェネシスはクースラを振ふり向くと、無理に大人ぶって澄すましている女の子みたいな顔をしていた。説得の一助になれた、と言いたげだ。

　クースラは首をかしげ、扉とびらを開ける。

　冷たい空気と町の賑にぎやかさがわっと襲おそってくるが、目を細めたのはそれだけが原因ではない。

　通りの向かい側がわの隅すみに、人ひと影かげが二つあった。

　かがり火で暖だんを取るウェランドと、杖つえを突ついてクースラのほうを見ているソペイテスだ。

「出し抜ぬくのは無理だったかな」

　道を渡わたってからクースラが言うと、ウェランドは皮肉げに笑う。

「これが協力ってやつだよお」

　おそらく、ウェランドはフェネシスの鉄の製せい錬れんを監かん督とくしながら、偽にせダマスカス鋼こうのことに勘かんづいたのかもしれない。

　しかし、ウェランドはイリーネと面識がない。それなら、イリーネの元に行くよりソペイテスのほうが話を通しやすいと考えたに違ちがいない。逆にいえば、クースラたちが同じ結論にたどり着いたら、イリーネのところに行くだろうとわかっていたのだ。

　だからソペイテスの元に行き、クースラたちがイリーネを説得にかかっていると見越こして、連れて来た。

　互たがいに自分のことだけを考えているのに、ぴたりと行動が噛かみ合っている。

　見習い時代は、こんなことばかりだった。

　そして、久しく忘れていたことでもあった。

「して、イリーネは？」

　ソペイテスが時代がかった物言いをする。

　クースラは、言った。

「彼女は馬ば鹿か娘むすめじゃない」

「……若わか造ぞうが」

　ソペイテスはにやりと笑い、杖の先でクースラの足を小突くと、通りを渡わたって会館の中に入って行った。

　イリーネの姿を見たら、多少穏おだやかならぬことがあったのだろうとすぐにわかるだろうが、問題ないだろう。職人の工こう房ぼうの粗そ暴ぼうさは、あんなものではない。

「さて、俺は工房で寝ねるかなあ」

　大きな欠伸あくびをしながらウェランドは言って、「そっちはどうするんだよお」と聞いてくる。

　フェネシスとひとまとめな物言いなのは、自分はもうフェネシスにちょっかいを出さない、というウェランドなりの合図だろう。

　クースラは傍かたわらのフェネシスを見て、答えた。

「果か報ほうは寝ねて待て」

　ウェランドは肩かたをすくめて、苦笑したのだった。
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　騎き士し団輜し重ちよう隊のオトリスにダマスカス鋼こうのことを持ち出した時の顔はなかなか傑けつ作さくだった。

　おそらく、素そ行こうが悪いが予想外の功績を上げてしまった錬れん金きん術じゆつ師の首根っこを押さえる役目、とやらを仰おおせつかっていたに違ちがいない。

　しかし、クースラがそのことを報告したのは、アザミの紋もん章しようが駐ちゆう留りゆうする町に早はや馬うまを出し、返答を貰もらった後のことだった。

　当然、彼らは町を守る役目とはいえ、異教徒たちのただ中に身を置こうとしている身だ。

　そこに伝説的な金属で作った剣けんを献けん上じようするなどと言われれば、無む下げにできようはずもない。

　王がなぜなまくらの宝剣を持つかといえば、それは人を斬きるためではなく、それを身に帯びることそのものに意味があるからだ。

「本当に練ったパン種みたいだな」

　イリーネが何ヶ月ぶりにか火を入れたという工こう房ぼうの炉ろの前で、クースラは呆あきれるように言った。金かな床とこを前に槌つちを振ふるうのはイリーネだ。それをほかにウェランド、ソペイテス、フェネシスが見守っている。

　真っ赤に熱した鉄を打ち、延ばし、同じ作業をいくつかの種類の鉄と並行して行い、重ね合わせ、流れるような手つきで打ち合わせていく。鉄には目に見えない向きがあるらしく、叩たたく中でその向きを揃そろえ、本来は性質が違い、重なり合わないはずの鉄同士をその流れによって結合させる。

　しかし、当然それだけでは強い衝しよう撃げきなどで簡単に分ぶん離りしてしまうので、硼ほう砂しやと呼ばれる貴重な粉末を挟はさみ込んで、鉄が溶とけそうなほどの高温で焼くことによってそのつなぎ目を焼結させるらしい。クースラもウェランドも、文ぶん献けんでは知っていたが、硼砂の白い結けつ晶しように興味津しん々しんだ。

　しかも、重ね合わせて一つになった鉄の板をやっとこで曲げ、重ね、粉末を振ふり撒まいてさらに叩たたいて焼いて、再び継つぎ目めのない一枚の板にする。ところが縒より合わせられる鉄の性質が異なるため、この色の違ちがいが混じり合うことで、ダマスカス鋼こうそっくりの模様を作り出す。ソペイテスが言うには、クラズィーニ地方には伝説の鍛か冶じ職人がいて、彼はこの不可思議な模様の形すら操あやつり、人の名前まで自在に描えがき出したという。

　その真しん偽ぎはともかく、イリーネは黙もく々もくと作業を続けていく。

　鬼き気き迫せまる勢いで、ろくに呼吸もまばたきもしていないのではないかと思うほど集中していたが、その様はとても楽しそうだった。

　クースラにとってももちろん作業そのものは興味深かったが、しばらくしたら工こう房ぼうから外に出た。暑苦しかったし、あれは職人の世界のことだ。理り屈くつはすでに理解したから、それ以上のことには興味がなかった。願わくば、オリハルコンはあんなふうに偽ぎ造ぞうできるような類たぐいのものではないように、と祈いのるくらいだった。

　やれやれと一ひと息いきついていると、意外なことにフェネシスも工房から出て来た。

　作業用の服でもないし、頭にヴェールをかぶっているので、汗あせが噴ふき出る暑さの工房は辛つらかったのかもしれない。

　火のない部屋に来ると、体が小さくなりそうなほど、ふうと一息ついていた。

「見てなくていいのか？　なかなか見れることじゃないぞ」

　クースラが言うと、フェネシスは顔を上げた。

「……確かに興味深いですけど」

「お前の目的には関係しない？」

　クースラの言葉に、フェネシスはイリーネたちのいるほうを窺うかがいつつ、嫌いやそうな顔を見せた。

「聞こえやしないよ」

　フェネシスはぱたぱたと手で胸むな元もとを煽あおぎ、首にまとわりつくのだろう長い髪かみの毛をちょっと持ち上げて首を振る。町まち娘むすめの格好は似合わないと言われたので、きっとこの先どれだけ暑くてもこの格好をやめないだろう。

　ただ、クースラはそんなフェネシスを眺ながめながら、やっぱりこう尋たずねるのを我が慢まんできない。

「まだ、教える頃ころ合あいじゃないか？　お前の「目的」は」

　フェネシスは視線をクースラに向け、なにを考えているのか珍めずらしく察知させない顔で、そっぽを向く。

「イリーネさんは、一いつ緒しよにカザンの町に行くんですか？」

「あ？　ああ。それが条件だからな」

「そうですか」

　フェネシスはあっさりとそう言う。

　しかし、その後になにかが待っているのは明らかだった。

　クースラは、ため息をついてフェネシスを見る。フェネシスは、悪戯いたずらがばれないかと緊きん張ちようしている女の子のように、少し唇くちびるを尖とがらせていた。クースラは、おもむろにフェネシスのほうに歩いて行く。フェネシスは若じやつ干かん身構えたが、その頭に手を載のせられても、おとなしくしていた。

　クースラは、そのままイリーネとソペイテスのいる工こう房ぼう部分につながる廊ろう下かを覗のぞき込んだ。

　誰だれもいない。

　クースラは、こう言った。

「お前の正体がばれないか不安なのか？」

　イリーネがどういう身分でカザンの町に赴おもむくのかはわからない。

　けれど、もとよりイリーネは暗あん黙もくのうちにクースラたちに期待していることがあるはずだ。

　手を貸す代わりに、貸してくれるのだろうな、という期待が。

　つまりは、共になにかを成し遂とげる、そういう関係を築いてくれるのだろうなと。

「気をつければ大だい丈じよう夫ぶだろ。それに、いざとなれば身一つでなにかをやれる奴やつは、呪のろいなど気にしない。お前の呪いは悪あく魔まのものではなく、結局町の人間だけに見える名めい誉よとやらにしか作用しない」

　クースラがぐりぐりと頭を撫なでるように押しつけると、フェネシスは意地悪される猫ねこみたいに目を閉じて首をすくめている。

　ただ、なにも言わなかった。

　その代わり、クースラの意地悪が一ひと段だん落らくすると、ゆっくりと首を横に振ふっていた。

「ん？」

　クースラが聞き返しても、フェネシスは言葉を返さない。

　一いつ瞬しゆん、視線をクースラに向け、またすぐに伏せてしまう。

　頬ほおが、少し赤い。

「私は、私の優先順位に従っているんです」

　そして、そう言ってから、ぷいとそっぽを向いてしまう。

「？」

　クースラは相手を煙けむに巻くのは好きでも、自分が煙に巻かれるのは好きではない。理解できない苛いら立だちと悔くやしさと、フェネシスに対する気安さのせいで短気を起こしかけた瞬間だ。

　フェネシスは、すっと手を伸のばしてきた。

　ゆっくりと、だが迷いのない動きで。

「……」

　クースラは、自分の服の裾すそをつまむフェネシスの手を見つめていた。

　小さくて、細い手だ。これまで誰だれも握にぎってくれなかった手であり、望んでもなにひとつ手に入れられなかった手だ。

　その手が、服の裾を掴つかんでいる。クースラの服の裾を掴んでいる。

　ヴェールをかぶっていてすらわかるくらい、獣けものの耳を緊きん張ちようさせて。

「へえ」

　クースラが言うと、フェネシスはびくりと体をすくませて手を離はなしてしまう。

　クースラも、あえて追いかけはしなかった。

　その代わり、クースラは笑いたくなったが、もちろん笑いはしなかった。

　それが本気のことならば、お前の目的を笑いはしない。

　そう約束したからだ。

「まあ、願ったり叶かなったりだ」

　そう言って、フェネシスに手を伸のばし、遠えん慮りよなく抱だき寄せながらヴェール越ごしの頭に口づけをした。やはり、甘い乳にゆう香こうの香かおりがする。
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　クースラが少し体を離してその顔を見下ろすと、呆あつ気けにとられていたフェネシスは唐とう突とつにクースラの手を払はらい、胸を押し離して怒おこり出した。

「わ、私はそういうことを望んでいるのではありません！」

　クースラは首をかしげ、拍ひよう子し抜ぬけして尋たずね返す。

「今のところはってことか？」

「違ちがいます！」

「うん？」

　元修道女としての見み栄えか、それとも単なる照てれ隠かくしか、と思ったところで、クースラは不意に得とく心しんがいった。誰かを守るにしても、雛ひな鳥どりのようにではなく、姫ひめのようでもない、別の守り方もあり得るのだと。

「ああ、なるほどね」

　イリーネがそれこそ命を懸かけて守ろうとしたものはなんだ？

　クースラは、そんな発想したこともなかった。

　だから、フェネシスを相棒と呼ぶ日のことなど、とても今のクースラには想像ができない。

「まあ、それもありか？」

　クースラが呟つぶやくと、フェネシスは自分の発言を後こう悔かいしているような、泣き出しそうな顔をしていた。クースラと目が合うと不ふ機き嫌げん丸出しで顔を背そむけてしまう。

「……怒おこるなよ。そんなこと言われるなんて思わなかったんだ」

　クースラの言い訳に、フェネシスは睨にらむような視線を向けて、またすぐにそっぽを向いてしまう。しかし、本当に怒っているようにも見えなかった。恥はずかしいのだろう。

　ちょっと悪いことをしたなと反省しつつ、クースラは視線を廊ろう下かの奥に向ける。

　ソペイテスが出て来て、「？」とクースラたちを見ていた。

　その後ろにはウェランドがいて、さらに後ろにはイリーネがいる。

　疲つかれきったような、それでいて清すが々すがしい顔つきだ。

　クースラに視線を向ける時だけ、イリーネは相変わらずむすっとした表情をする。

　しかし、固い鹿しか革がわの手て袋ぶくろで持たれているのは、一片の金属。暗い水の底を思わせる色をした金属で、奇き怪かいな模様と、人を引きつける不思議な雰ふん囲い気きを持ったものだ。

　そして、事実として、それは本来交じり合うことのなかった人々のおかげで作られたものだった。

　クースラは、大きく息を吸って、小さく笑う。

　だとしたら、フェネシスのような小こ娘むすめを坩堝るつぼに混ぜてみたらどうなるだろう。イリーネのような頑がん固こ者はどうだ？　そこにウェランドという劇薬を加えたらなにが起こるだろう？

　錬れん金きん術じゆつ師は好こう奇き心しんの塊かたまりだ。

　人が交じわることで奇怪な金属が生まれるのなら、「仲間」というのも悪くない。

　クースラはフェネシスを見て、イリーネを見る。

　どちらにもそっぽを向かれ、ウェランドだけが楽しそうににやにやしている。

　クースラは肩かたをすくめたが、やはり顔はにんまりと笑ってしまう。

　伝説として世に聞こえ、自分たちを新天地へと導いてくれるそれ。

　クースラは小さく咳せき払ばらいをして、遠えん慮りよなく手を熱い金属に伸のばしたのだった。






　あとがき







　お久しぶりです。支はせ倉くら凍い砂すなです。思いのほか早くに二巻をお届けできてほっとしております。

　ただ、一巻目を一ヶ月半で書きあげられたので、今回もまた……なんて夢を見ていたら、やっぱり夢でした。とはいえ、前回よりもさらに楽しんで書けた気がするので、プラスマイナスゼロかな、と思っております。

　で、そのせいなのかどうなのか、今回は原稿を読み返すと、一巻目よりにまにまするシーンが多かったような気がします。担当様にも、「あえてサービスシーンにしたんですか？」なんて言われる珍しいシーンがあったりしました。普段はあまりそういうことを言われないので、よっぽどだったのですね！　未読の方はお楽しみに。既き読どくの方は、あそこかな？　なんて思ってください。

　そんな二巻目ですが、よろしくお願いします。

　なお、既読の方向けになってしまうのですが、本作に出てくる例のアレは、どちらも実在するものです。作るための材料も特定されていますし、もちろん現物が現存しています。

　自在に操あやつるほうにつきましても、写真で見たことがあります。本当に人の名前が浮き出るようになってました。ヨーロッパの貴族が使う猟りよう銃じゆうの銃身だったのですが、もうすでに作れる人は残っていないとのこと。昔の人はすごいのだなあ、と感心しきりです。

　次巻もこういうあれこれを出していけたらなあ、と思っています。




　と、つらつら書いてみましたが、まだ半分残っているので、私事でも。

　海沿いに家を借りてみました。結構な田舎いなかです。家の近くのどぶ川で天然ウナギが捕れます。毎日海を見ながら執しつ筆ぴつしています。都内は人が多いし騒がしいし、静かな環境で執筆なんて作家らしくていいんじゃないかしら……という妄想を現実にしてみました。前々から引っ越しを考えていたし、えいやっと。いつまで続くかわかりませんが、次巻のあとがきでまったくこのことに触ふれていなかったら、失敗したのだと思ってください。今のところ、昼間は静かでのどかでいいんですが、夜は静かすぎて寂死しそうです……。

　ただ、夜にすることがなにもなさ過ぎて、早寝早起きになりました。原稿の執筆速度も速くならないかなあ……なんて書いていたら、ページが埋まりました。




　イラストの鍋なべ島しまさん、今回も素晴らしいイラストをありがとうございました。

　皆様も、次巻でお会いしましょう。それではまた。





支倉凍砂
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支はせ倉くら凍い砂すな

１９８２年12月27日生まれ。猫が大好きなのに猫アレルギー。仕事が大好きなのに仕事アレルギー。本当です。本当なんです。
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鍋なべ島しまテツヒロ

山口県出身埼玉在住のイラストレーター。雨男。

イラスト担当作品に『犬とハサミは使いよう』（エンターブレイン）など。新しいコーヒーミルを手動にするか電動にするか悩み中。









電撃文庫





マグダラで眠ねむれII











支はせ倉くら凍い砂すな
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